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本市の中心市街地は、長い歴史の中で文化、伝統をはぐくみ、各種機能
を培ってきた「まちの顔」ともいうべき地域で、商業、交通、公共サービ
ス機関等の様々な都市機能が集積する場所として、経済社会の発展に重要
な役割を果たしています。
国においては、社会経済情勢の変化に対応し、中心市街地における都市

機能の増進及び経済活力の向上を総合的・一体的に推進するため、平成
18 年に「中心市街地活性化法」を改正されました。
こうした国の動向を踏まえ、本市においては、平成 19 年５月に「第１

期山口市中心市街地活性化基本計画」、平成 26 年３月に「第２期山口市中心市街地活性化基本計
画」の内閣総理大臣認定を受け、中心市街地の活性化に向けた取組を進めてきたところでござい
まして、本市初の法定再開発事業となる「黄金町地区第一種市街地再開発事業」や「中市町一番
地区優良建築物等整備事業」など、官民連携のもと商業の活性化やまちなか居住の促進に取り組み、
一定の成果が挙がっているところです。
こうしたこれまでの取組の効果を持続させ、中心市街地の更なる発展を目指すため、この度「第

３期山口市中心市街地活性化基本計画」を策定いたしました。
本計画では、「『まちを、楽しむ。』～日常を豊かにするまちづくり～」を全体のテーマとして、

「居心地が良く歩きたくなるまち」と「多様な人々の心が弾むまち」の２つの基本方針を掲げ、「求
心力のある商業・業務エリアの形成」、「交流と創造による来街機会の創出」、「誰もが安心して過
ごすことができるまちへの再生」の３つの目標に沿った様々な事業を進めることにより、更なる
商業の活性化やまちのにぎわいの創出、安全安心なまちへの再生を図ることとしています。また、
中心市街地とその周辺エリアをウォーカブル区域として、車中心からひと中心の空間への転換を
図り、人々の滞在や交流を促しにぎわいを生む「歩きたくなるまちなか」を形成することにより、
中心市街地の人通りや人々が滞在する時間が増え、地域経済や住民同士のコミュニケーションの
更なる活性化が図られるまちづくりを進めていくこととしております。
こうした取組について、市民の皆様、まちづくりに携わる関係者の皆様と共有しながら、様々

な主体と連携し進めていくことで、本市が掲げる「広域県央中核都市」の実現を図ってまいりた
いと考えておりますので、今後もより一層の皆様の御理解、御協力を賜りますようお願い申し上
げます。
最後になりましたが、本計画の策定に当たって御協議いただきました山口市中心市街地活性化

協議会、各関係機関の皆様、市民アンケート等に御協力いただきました多くの市民の皆様に対し
まして、心からお礼申し上げます。

令和３年（2021 年）７月
山口市長　渡辺　純忠

はじめに
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○基本計画の名称：第３期山口市中心市街地活性化基本計画

○作成主体：山口県山口市

○計画期間：令和３年７月から令和９年３月まで（５年９か月）

�１��中心市街地の活性化に関する基本的な方針

［１］山口市の概況
（１）位置・地勢と気候

本市は、山口県の中央部に位置する県庁所在都市であり、北は島根県、萩市、東は防府市、
周南市、西は宇部市、美祢市と隣接しています。
地勢は、北に中国山地を背負い、南に瀬戸内海を臨む南北に長い形状で、地形を大別すると、
北部の山地、中部の盆地、南部の平地・干拓地からなり、北部及び市縁辺部の山地から端を
発する椹野川及び佐波川が南部の臨海平野を経て瀬戸内海に流れ込み、阿武川が阿東地域を
経て、萩市より日本海へ注いでいます。
市街地は、盆地の平野部及び幹線道路沿いを中心に形成されており、市街地周辺や南部の
平野部及び北部の山間部において農山村集落が散在しています。また、南部の干拓地を除く
瀬戸内海沿岸に、漁村集落の形成が見られます。
気候は、北部は寒暖の差の大きい内陸型、南部は比較的暖かい瀬戸内海型の気候となって
います。

山口市の地勢山口市の位置
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（２）沿革
山口県では早くから大陸文化の影響を受け、土井ヶ浜遺
跡などの弥生遺跡が多数残っています。
歴史と文化が色濃く残る山口県にあって山口市は、大内
文化をはじめ多くの歴史が息づき、文化の薫る街として今
に至っています。周防国の守護大名であった大内弘世が室
町時代、周防・長門の守護職として、山口盆地が京によく
似ていることから、都に模したまちづくりをはじめたとさ
れています。1360年頃居館を山口に移し、以後200年間歴
代当主も「西の京」としてまちづくりを進めました。
大内氏の滅亡後、大内氏の領国は毛利氏の支配するとこ
ろとなりましたが、関ヶ原の合戦後は日本海側の萩に本城
を構えることになりました。
幕末になると尊皇攘夷が起こり、1863年には列強からの
侵攻に備えるため、藩主毛利敬親は藩庁を萩から山口へ移
しました。この後山口は明治維新の策源地として再び政治
の表舞台に登場することとなりました。維新後は県庁所在
地となり、県政の中心としての役割を担ってきました。
昭和４年には、山口町と吉敷村との合併により、山口市
が誕生しました。その後も断続的に合
併が進められ、市域や人口の増加とと
もに、産業や文化も着実に発展してい
きました。
近年では、交通網の整備により主要
な幹線道路が東西南北に走り、本市か
ら県内の主要な都市である下関市や岩
国市まで１時間以内で移動できるとと
もに、高速自動車道や山陽新幹線、山
口宇部空港といった広域高速交通網と
の接続の便もよく、広域交流の拠点と
しての優位性を有しています。
平成17年10月及び平成22年１月の２度にわたる市町合併により、現在では、人口約19万人、
東西約46ｋｍ、南北約59ｋｍ、面積約1,023.23ｋ㎡と県下で最も広い行政区域面積を有して
います。

えび狩り世界選手権大会 森林セラピー 長門峡SLやまぐち号

大内弘世像

藩庁門

広域高速交通網
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［２］中心市街地の現状分析
（１）中心市街地の概況

本市の中心市街地の発展は、沿革でも触れたとおり、1360年頃守護大名大内弘世がその居
館を山口に移し、京都に模したまちづくりを行ったことに始まっております。昭和４年に市
制が敷かれるまで、大殿、白石、湯田の３地区が旧山口町を構成していました。中世、明治
から現在にわたって山口の政治は、ほぼ中心市街地が舞台となっています。戦災をまぬがれ、
昔のたたずまいが残る町並みや御局小路、銭湯小路など通り名にも残っている名称から大内
氏によるまちづくりを現在も窺うことができます。また、萩と山陽道を結ぶ参勤交代の道と
して整備された萩往還と石州街道が中心市街地で交差しており、門前町、宿場町として発展
してきました。幕末には、維新の志士らが集い、明治維新の重要な舞台にもなりました。
近代以降中心市街地は、中心商店街を中心に多くの商店や飲食店が並び、金融機関、中央
郵便局をはじめとした事業所等が立地し、現在まで様々な都市機能が集積しています。

現在の中心市街地 江戸時代の中心市街地（18世紀）資料「行程記」山口県文書館蔵

さらに中心市街地は、これまで行われた上流のダム建設や河川改修等の水害対策により浸
水の被害が近年なく、概ね100年に１回程度発生するような大雨時においても想定浸水深は
大半が0.5ｍ未満であるほか、土石流・がけ崩れ・地すべりの恐れのある箇所を含まないこと
から、都市機能を集積するのにふさわしい立地にあります。
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（２）�中心市街地に蓄積されている歴史的・文化的資源、景観資源、都市機能等の既存ストック
状況

１）歴史的・文化的資源
中心市街地と周辺地域には、明治維
新関連の史跡、大内文化を偲ばせる国
宝瑠璃光寺五重塔や龍福寺、復元整備
した池泉庭園、雪舟が創作活動を行っ
た雲谷庵跡などの文化財、寺社仏閣が
集中しており、「大内文化まちづくり推
進計画」において大内文化まちづくり
の「モデル地区」として「大内文化特
定地域」を設定しています。そして、
山口七夕ちょうちんまつり、山口祇園
祭、山口天神祭などの伝統的なお祭り
が今に伝えられ、特に８月６、７日に
中心市街地で行われる「山口七夕ちょ
うちんまつり」は毎年約20万人の観光
客を迎え、山口の夏の風物詩になって
います。
旧中心市街地活性化基本計画に基づ
いて整備した山口情報芸術センター（Ｙ
ＣＡＭ）は、市立中央図書館を併設し
芸術と情報の新たな創造的価値を追求
する文化施設であり、平成15年の開館
以来、メディア・テクノロジーを用い
た新しい表現の探求を軸に活動しており、展覧会や公演、映画上映、ワークショップなど、
多彩なイベントを開催しています。
中心市街地の北側の亀山には、わが国に初めてキリスト教を伝えたフランシスコ・サビエ
ルの記念聖堂が建てられています。サビエルの故郷であるスペインのパンプローナ市と本市
は姉妹都市であり、毎年、中心商店街一帯で「やまぐちスペインフィエスタ」が開催され、
にぎわいを見せています。

山口情報芸術センター（YCAM） 山口七夕ちょうちんまつり やまぐちスペインフィエスタ

国宝瑠璃光寺五重塔

池泉庭園



− 5−

２）景観資源
中心市街地から県庁にかけての県道はケヤキ・イ
チョウ並木が美しく、パークロードの愛称で市民に親
しまれています。このパークロードは、昭和61年に
国土交通省（当時建設省）選定の日本の道100選にも
選出されており、沿道の亀山公園、県立美術館、県立
図書館、県立博物館などの建物と一体となって美しい
街並みを創り出しており、山口のシンボルゾーンを形
成しています。
隣接する一の坂川沿いは、春は桜並木、夏はほたる
鑑賞week!など、多くのイベントが行われ市民や観光
客に親しまれており、平成７年には都市景観形成地区
の指定を行い、美しい街並み形成に努めています。さ
らに、第１期、第２期中心市街地活性化基本計画に基
づく一の坂川周辺地区整備事業等により市道美装化、
電線地中化、交通交流広場等の整備など、景観に配慮
した空間整備を進めました。
また、この一帯はパークロード周辺地区として平成
10年に国土交通省選定の都市景観100選に選出され、
平成18年５月１日には景観法に基づく景観行政団体
となりました。さらに平成25年３月には山口市景観
計画を策定し、引き続き良好な景観の形成を進めてい
くこととしています。

３）都市機能
中心市街地及びその周辺地域は、平成20年８月に策定した「山口・小郡都市核づくりマス
タープラン」において「山口都市核」と位置付けており、その特性を踏まえたゾーンを設定
しています。各ゾーンには、行政・商業・文化等の都市機能が多く集積しています。
中心市街地（中心商店街ゾーン）内では、その南に立地しているＪＲ山口駅を交通の結節
地として、路線バス、コミュニティバス等が発着しており、まちなかのゲート機能として多
くの通勤・通学者や買い物
客等が利用しています。
また、金融機関や放送局、
裁判所や検察庁などの官公
庁や高等学校、病院、神社
仏閣、さらには７つの商店
街で構成される中心商店街
や市内唯一の百貨店など、
様々な都市機能が集積して
います。

一の坂川周辺整備

JR山口駅

パークロード
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（３）地域の現状に関する統計的なデータの把握
１）人口動態等に関する状況
①人口
市全域の人口は、平成25年から減少傾向が続いていますが、中心市街地内の人口は平成28
年以降増加傾向にあります。

平成25年
4,348人

令和２年
4,618人（106.2%）➡

資料：住民基本台帳（３月31日現在）

②世帯数
市全域では増加傾向にあります。中心市街地では平成28年以降増減を繰り返しています。
一方で一世帯あたりの人員は、減少傾向にあります。

平成25年
2,072世帯（2.10人/世帯）

令和２年
2,289世帯（2.02人/世帯）➡

資料：住民基本台帳（３月31日現在）
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③年齢別人口
中心市街地の年代別人口割合は、平成12年時点に比べ平成27年時点では生産年齢人口（15
歳以上～ 65歳未満）の割合が低くなっています。
また、老年人口（65歳以上）は、数・割合とも平成12年時点に比べ平成27年時点は増加
しており、割合も市全域と比べると高くなっています。

平成12年の老年人口
1,018人（27.0%）

平成27年の老年人口
1,224人（30.4%）➡

資料：国勢調査

資料：国勢調査
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２）経済活力に関する状況
①事業所数、従業者数
事業所数は、市全域、中心市街地ともに減少しています。中心市街地の平成28年時点では、
平成13年時点と比べ約28％減少しています。
従業員数も、事業所と同様に市全域、中心市街地ともに減少傾向であり、中心市街地の平
成28年時点では、平成13年時点と比べ約15％減少しています。

平成13年
　事業所数� 941件（9.4%）
　従業者数� 5,480人（6.0%）

平成28年
　事業所数� 677件（7.7%）
　従業者数� 4,649人（5.3%）

➡

資料：経済センサス　H18以前は事業所・企業統計調査（国、地方公共団体の事業所数は含んでいない）

資料：経済センサス　H18以前は事業所・企業統計調査（国、地方公共団体の従業者数は含んでいない）
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②産業別事業所数、従業者数
事業所数、従業者数は、市全域、中心市街地ともに第３次産業の占める割合が非常に高くなっ
ています。

中心市街地内の第３次産業
事業所数　647（95.6%）　　従業者数　4,277人（92.0%）
※（　　）内は中心市街地全体に対する第３次産業の割合

資料：H28経済センサス

③小売業商店数
平成９年から平成28年にかけて、中心市街地では197商店（約42.3％）減少しています。

平成９年
　466商店（19.5%）

平成28年
　269商店（15.2%）➡

資料：経済センサス　H19以前は商業統計調査　※中心市街地を含む白石地区の数値により集計。
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④小売業従業者数
平成９年から平成28年にかけて、中心市街地では888人（約38.3％）減少しています。

平成９年
　2,320人（18.0%）

平成28年
　1,432人（9.4%）➡

資料：経済センサス　H19以前は商業統計調査　※中心市街地を含む白石地区の数値により集計。

⑤小売業年間商品販売額
平成９年から平成28年にかけて、中心市街地では25,819百万円（約55.2％）と大きく減少
しています。

平成９年
　46,736百万円（19.4%）

平成28年
　20,917百万円（9.2%）➡

資料：経済センサス　H19以前は商業統計調査　※中心市街地を含む白石地区の数値により集計。
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⑥小売業売場面積
平成９年から平成28年にかけて、中心市街地では17,411㎡（29.9%）減少しています。

平成９年
　58,275㎡（23.0%）

平成28年
　40,864㎡（14.4%）➡

資料：経済センサス　H19以前は商業統計調査　※中心市街地を含む白石地区の数値により集計。
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⑦商店街通行量（通常時の平日・休日）
令和２年通行量の合計は、平日が27,202人、休日が39,138人となっており、全体的に減少
傾向となっています。

平成８年
　平日　73,502人
　休日　86,322人

令和２年
　平日　27,202人（▲63.0％）
　休日　39,138人（▲54.7％）

➡

資料：山口市商店街通行量調査
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３）土地に関する状況
①土地利用
中心市街地内には、「空家」「空き地」が増えています。令和２年時点で空家は約70か所、
空き地は約30か所（約0.8ha）存在します。
また、街区を形成する主要な区画道路が４ｍ未満であることや個々の宅地にアクセスする
道路がない無接道宅地が広がっている（無接道宅地の面積で約４ha、約350棟）こと等により、
適切な建物更新の困難な宅地が数多くみられます。

空家・空き地の数
　空家：約70か所　　　空き地：約30か所（約0.8ha）

低未利用地の状況

資料：山口市中心市街地活性化推進室

狭あい道路と無接道宅地の分布状況

資料：�山口市中心市街地
活性化推進室
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②固定資産税（土地・家屋）課税額
市全域では平成22年以降減少・横ばい傾向となっています。中心市街地も平成21年から減
少・横ばい傾向になっています。令和元年は平成18年と比較して47百万円（10.9％）減少し
ています。

平成18年
　429百万円（4.6%）

令和元年
　382百万円（4.3%）➡

資料：山口市資産税課

③公示地価
中心市街地にある標準地（商業地）２地点の公示地価は減少傾向にあり、いずれも令和元
年は平成18年と比較して30％以上減少しています。

平成18年
　米屋町� 153,000円
　道場門前�102,000円

令和元年
　米屋町� 86,800円（▲43.3%）
　道場門前�63,400円（▲37.8%）

➡

資料：国土交通省地価公示
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④建築年次別・構造別建物の状況
1981年以降に建築された建物について、市内の用途地域内では43.9％に対して、中心市街
地区域内は26.8％と少なく、建物の更新が進んでいない状況です。
また、中心商店街やその後背地も含め、木造建物が多く密集しています。

建築年次建物分布図

資料：H29年度山口県都市計画基礎調査（建物建築年別現況図）
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構造別建物分布図

資料：中心市街地活性化推進室調べ

４）交通に関する状況
①ＪＲ山口線及び山口駅の一日平均乗車人員数
ＪＲ山口線、山口駅ともに減少傾向でしたが、平成29年度、平成30年度はともに前年を上
回っています。

平成20年度
山口線　5,478人/日
山口駅　1,692人/日

令和元年度
山口線　5,832人/日
山口駅　1,689人/日

➡

資料：山口県統計年鑑



− 17 −

②コミュニティバスの一日平均乗車人員数
マイカー社会からの転換や地域活性化を目的に平成13年から運行を行っており、「吉敷・
湯田ルート」、「大内ルート」ともに中心商店街を含む中心市街地内を運行する重要な公共交
通機関として利用されています。
乗車人員数は横ばい・減少で推移していましたが、近年「吉敷・湯田ルート」は増加傾向
にあります。

資料：山口市交通政策課

コミュニティバス運行ルート

県庁

大殿小学校

しらさぎ会館

一の坂川
交通交流
広場

野田学園

十朋亭
維新館

雲谷庵

瑠璃光寺
五重塔

菜香亭

日赤病院

下湯田

下湯田

済生会湯田温泉病院

朝倉中央

泉町

西朝倉西光寺県営住宅入口上東

吉敷郵便局前

大橋団地入口

幸町

矢原町 周布町資源物
ステーション前 今井町

湯田温泉駅前

松美町 椹野公園前

上下水道局前

宮島町

米屋町

市役所前 西京橋

大内ルート

日赤病院
西口

県庁東門

香山公園
五重塔前

野田

姫山団地下

小京都ニュータウン

光輪保育園前
アルク大内店

まるき大内店前

若宮病院
菅内幼稚園前

菅内上

山口保育園山口コア
学園入口

三和町
市営AP前

前町

電電泉都町AP前

中讃井 山口第二
保育園入口

下市町

元町

湯田温泉
6丁目

中国電力・
yab前

山口駅山口駅

商工会館前

済生会病院前

どうもんパーク前

エースカード前

錦パークタウン

湯田小学校

かめ福

市教育委員会

マックスバリュ吉敷店

上東第二公園

山口県
総合保健会館

山口
警察署

ウエスタまるき
湯田店

たねくぼ
整形外科
クリニック

山口県湯田
自動車学校

クスリ岩崎
チェーン
山口湯田店

周布町資源物
ステーション のむら医院

コープいずみ店 おがたクリニック

国道9号

県道204号（宮野大歳線）

JR山口線

湯田中学校

児童文化
センター

中原中也記念館

ダイキ

山口市
保健センター

山口大学
附属小学校

県立
美術館

県立
博物館

県立
図書館

山口市役所

裁判所

中心商店街

中村女子高校

市民会館市民会館

白石中学校
サビエル
記念聖堂

NHK

山口中央高校

山口高校

アルク中央店

済生会病院

山口情報芸術センター
市立図書館

総合庁舎

ハローワーク
山口

洋服の青山

稲葉団地入口

東朝倉

のみ

のみ

のみ

吉敷・湯田ルート（旧道・朝倉まわり）

吉敷・湯田ルート（東山通り・大橋まわり）

● 共通バス停
● 旧道・朝倉まわりバス停
● 東山通り・大橋まわりバス停

湯田温泉駅 山口駅

★ご注意ください！
大内ルートに掲載しているバス停は、主なものを抜粋した
ものです。詳しくは「大内ルート時刻表」をご覧下さい。
（コミュニティバス車内、市役所、地域交流センター等に備え
ています。）

のみ

21
20

22

1918171615

14

13

12

11 10

9 8 7 6 5

24 25 26 27 28 29

3-3

3-4

3-2 3

2

1

0

22-4

22-4

21-2

22-2

22-3

21-3

市道東山通り下矢原2号線→

神徳内科

資料：山口市交通政策課（コミュニティバス時刻表）
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③運転免許保有状況
本市における運転免許保有者数及び取得割合は、年々増加しています。
また、本市の免許取得率は県全体の取得率より2.2％高い状況となっています。

平成25年
131,060人（67.3%)

令和２年
131,529人(69.1%)➡

資料：山口県警本部交通部運転免許課　人口は住民基本台帳３月末現在
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［３］地域住民のニーズ等の把握・分析
中心市街地に関する市民の意向を把握するために、令和元年度中に下記の「市民アンケー
ト調査」と「中心市街地居住者アンケート調査」の２件のアンケート調査を実施しました。

（１）山口市の中心市街地に関する市民アンケート

目　　的　�山口市の中心市街地の活性化について、市民の目からみた中心市街地の現状
や活性化に向けた意向を把握するために実施

調査時期　令和２年１月～２月
調査方法　�住民基本台帳の18歳以上3,000人を無作為に抽出し、郵便により配布、回収

（回収率43.7％、1,310件）

＜結果概要＞

ア）中心市街地を訪れる頻度

・約５割の市民は毎月訪れている。
・16.0％の市民は週１回以上訪れている。

ウ）主に利用する交通機関

・�市民の約８割が自動車を利用している。
・公共交通機関の利用者は４％未満

イ）中心市街地を訪れる目的　※複数回答

・�目的は「買い物」が最も多く、次いで「外食」、
「銀行、郵便局」、「ウィンドーショッピング
や散策」等中心市街地ならではの項目が
多い。

エ）中心市街地を訪れた際の滞在時間

・�滞在時間は「１時間以上～１時間30分
未満」、「１時間30分以上～２時間未満」が
それぞれ全体の約25％、「１時間未満」は
約３割を占めている。
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オ）中心市街地への地域別の来街頻度の割合

・来街頻度が多い地域は、大殿、白石、湯田、宮野など中心市街地周辺となっている。

カ）中心市街地のイメージや魅力�

・�アーケードや駐車場などの整備状況は評価されているものの、人と触れ合う機会など
コミュニケーションの面は評価が低くなっている。
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キ）中心市街地の魅力について

・「強く魅力を感じる」、「やや魅力を感じる」と回答したのは約13％に留まっている。

魅力を感じない理由　※複数回答

・�「あまり魅力を感じない」「全く魅力を感じない」と回答した理由は、まちの活気や店の
魅力に関する不満が多い。
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（２）山口市のまちなか（中心市街地）居住者アンケート

目　　的　�山口市の中心市街地の活性化について、地区内居住者の視点から中心市街地の
現状や活性化に向けた意向を把握するために実施

調査時期　令和２年１月～２月
調査方法　�中心市街地に居住している1,000世帯を対象として抽出し、郵送により配布、

回収（回収率43.5％、435件）

＜結果概要＞
ア）中心市街地の商業環境について

・アーケードへの評価が高く、商品サービスや店舗の魅力に関する評価が低い。
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イ）中心市街地の生活環境について

・医療・福祉施設、教育機関や公共施設等への行きやすさに対して評価が高い。
・車利用のしやすさや歩行者の通行環境、防災面などの評価が低い。

ウ）住まいの満足度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不満の理由　※複数回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・「満足」「まあ満足」と回答した割合は７割を超えている。
・�不満の理由としては住宅が古いことが最も多く、次いで車利用の不便さ、火災や地震の
心配など、個人の取組だけでは改善しにくい事項が多い。
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（３）市民とまちなか居住者の意向比較
中心市街地の活性化に必要な取組　※複数回答
（市民アンケート）

（まちなか居住者アンケート）

・市民、居住者ともに空き店舗の活用、空き家・廃屋対策が必要とする意見が最も多い。
・居住者としては医療施設ほか環境整備に関する意見が多い。
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平成25年１月に実施した市民アンケート結果と比較すると、訪れる頻度や目的はほぼ変化
がないものの、中心市街地に魅力を感じる人の割合が減少しており、いかにして魅力を高め
ていくかが今後の課題です。
また、中心市街地の居住者へのアンケート調査によると、７割を超える方が現在の住まい
について満足しているものの、一方で古い住宅が多く、火災や地震への不安など防災性、安
全性に対する満足度が低くなっています。
老朽化した建物の更新による市街地の再生の取組が望まれます。
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［４］山口市中心市街地活性化基本計画の検証
（１）第１期計画の概要

平成19年５月に第１期計画の認定を受けて中心市街地の活性化に取り組んできました。

１）第１期計画期間：平成19年５月～平成25年３月（５年11ヶ月）

２）第１期区域面積：約75ha

３）第１期基本的な方針
●にぎわいのあるまち
●暮らしやすいまち
●自然と文化の薫るまち

４）第１期中心市街地活性化の目標
●自然と文化に彩られた人々を惹きつける魅力ある中心市街地の形成
●自然と文化に彩られた誰もが住みたくなるような中心市街地の形成

５）第１期目標指標

中心市街地活性化の目標 目標指標 基準値 目標値 実績値

自然と文化に彩られた
人々を惹きつける魅力あ
る中心市街地の形成

商店街通行量
（休日）

54,252人/日
平成18年度

56,000人/日
平成24年度

54,411人/日
平成24年度

小売業年間
商品販売額
（※）

10,731
百万円/年
平成15年度

11,000
百万円/年
平成24年度

9,953
百万円/年
平成24年度

自然と文化に彩られた誰
もが住みたくなるような
中心市街地の形成

居住人口 3,968人
平成18年度

4,200人
平成24年度

4,306人
平成24年度

　（※）�「織物・衣服・身の回り品小売業」と「飲食料品小売業」の合計額

（２）第２期計画の概要
第２期計画は、第１期計画での課題を再整理し、段階的に課題解決していくための実行計
画として位置付けました。
１）第２期計画期間：平成26年４月～令和２年３月（６年）

２）第２期区域面積：約76ha

３）第２期基本的な方針
●様々な交流機会の創出によるにぎわいのある中心市街地の形成
●地域資源を活用した経済活動による活力のある中心市街地の形成
●個々のライフスタイルに合った安全で快適に暮らせる中心市街地の形成
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４）第２期中心市街地活性化の目標
●まちに来る人を増やし、楽しんでもらう
●まちの新陳代謝を図り、活力を高める
●まちの定住人口を増やす

５）第２期目標指標

中心市街地活性化の目標 目標指標 基準値 目標値 実績値

まちに来る人を増やし、
楽しんでもらう

商店街等
通行量
（休日）

55,294人/日
平成24年度

58,000人/日
令和元年度

49,649人/日
令和元年度

【参考指標】
滞在時間

（１時間30分
以上）の割合

43.6％
平成24年度

50％
令和元年度

44.0％
令和元年度

まちの新陳代謝を図り、
活力を高める

中心商店街の
空き店舗数

45店舗
平成25年度

30店舗
令和元年度

28店舗
令和元年度

まちの定住人口を増やす
居住人口の
社会増減

（５年間の総数）

168人増
平成20−
24年度

250人増
平成26−
令和元年度

465人増
平成26−
令和元年度
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（３）第２期計画事業の進捗状況（全44事業）

区
分 事業名 事業内容 実施主体 進捗

４
章　

市
街
地
の
整
備
改
善

一の坂川周辺地区整備事業
〔地域生活基盤施設
（（仮称）一の坂川交通交流広場）〕

（仮称）一の坂川交通交
流広場の整備事業 山口市 完了

一の坂川周辺地区整備事業
（高質空間形成施設整備事業）

（仮称）一の坂川交通交
流広場等の整備事業 山口市 完了

一の坂川周辺地区整備事業
（地域創造支援事業）

（仮称）一の坂川交通交
流広場の整備事業 山口市 完了

一の坂川周辺地区整備事業
〔地域生活基盤施設
（（仮称）ほたる広場）〕）

（仮称）ほたる広場の整
備事業 山口市 完了

黄金町地区第一種市街地再開発
事業

商業施設、地域防災施
設、駐車場、共同住宅、
空地等の整備事業

山口市黄金町地区
市街地再開発組合 完了

中市町１番地区優良建築物等整備
事業

共同住宅、商業施設、
空地等の整備事業

一般社団法人
山口市中市町１番
地区優建事業組合

完了

米屋町東地区優良建築物等整備
事業

高齢者向け共同住宅、
商業施設、空地等の整
備事業

合同会社米屋町
東地区開発 事業中止

山口駅前地区住宅市街地総合整備
事業

現況調査、事業計画等
の作成、老朽建築物の
除却・建替え等を行う
事業

山口市 実施中

県道宮野大歳線単独路側整備事業 県道宮野大歳線歩道の
整備 山口県 完了

道路バリアフリー化事業

既設歩道の段差・傾斜・
勾配の改善や視覚障害
者誘導用ブロックの設
置事業

山口市 実施中

５
章�

都
市
福
利
施
設

黄金町地区第一種市街地再開発
事業（再掲）

商業施設、地域防災施
設、駐車場、共同住宅、
空地等の整備事業

山口市黄金町地区
市街地再開発組合 完了

米屋町東地区優良建築物等整備
事業（再掲）

高齢者向け共同住宅、
商業施設、空地等の整
備事業

合同会社米屋町
東地区開発 事業中止

地域子育て支援拠点事業 子育て中の親子を支援
する事業

ＮＰＯ法人
あっと 実施中
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区
分 事業名 事業内容 実施主体 進捗

５
章�

都
市
福
利
施
設

ほっとさろん中市
「まちのえき」事業

高齢者、障がい者福祉
の増進を図る事業

ＮＰＯ法人山口
せわやきネットワーク 実施中

市民活動支援センター
「さぽらんて」事業

市民活動の参加促進と
活動を支援する事業

ＮＰＯ法人山口
せわやきネットワーク 実施中

「オアシスどうもん」
交流サロン事業

地域交流やシニア運動健
康サロンを運営する事業

株式会社どうもん
フィットネス 実施中

６
章　

住
宅
の
供
給
・
居
住
環
境
の
向
上
の
た
め
の
事
業

黄金町地区第一種市街地再開発
事業（再掲）

商業施設、地域防災施
設、駐車場、共同住宅、
空地等の整備事業

山口市黄金町地区
市街地再開発組合 完了

中市町１番地区優良建築物等整備
事業（再掲）

共同住宅、商業施設、
空地等の整備事業

一般社団法人
山口市中市町１番
地区優建事業組合

完了

米屋町東地区優良建築物等整備
事業（再掲）

高齢者向け共同住宅、
商業施設、空地等の整
備事業

合同会社米屋町
東地区開発 事業中止

山口駅前地区住宅市街地総合整備
事業（再掲）

現況調査、事業計画等の
作成、老朽建築物の除
却・建替え等を行う事業

山口市 実施中

中心市街地活性化整備事業 中心商店街のカラー舗
装等補助事業 山口市 実施中

オーヴィジョン山口駅前セント
ラルスクエア（分譲マンション）

敷地面積：3,525.12㎡
戸　　数：88戸

株式会社
エストラスト 完了

高齢者街なか居住支援事業
街なかでの居住を希望
する高齢者へ物件の情
報提供などの支援事業

NPO法人山口まち
づくりセンター 実施中

７
章　

商
業
活
性
化

中心市街地情報提供事業 中心市街地の情報を発
信する事業 山口市 実施中

黄金町地区第一種市街地再開発
事業（再掲）

商業施設、地域防災施
設、駐車場、共同住宅、
空地等の整備事業

山口市黄金町地区
市街地再開発組合 完了

にぎわいのまち支援事業 中心商店街が行うイベ
ントを支援する事業 山口市 実施中

アートふる山口開催事業
一の坂川沿い及び竪小路
周辺で開催される芸術を
テーマとしたイベント

アートふる山口
実行委員会 完了

「日本のクリスマスは山口から」
事業

「日本のクリスマス発祥
の地」という本市固有の
歴史を活用したイベント

日本のクリスマスは
山口から実行委員会 実施中
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区
分 事業名 事業内容 実施主体 進捗

７
章　

商
業
活
性
化

山口七夕ちょうちんまつり
数万個の紅提灯を中心
商店街及び周辺に飾り
つけて行う祭事

ふるさとまつり
実行委員会 実施中

あきないのまち支援事業
中心商店街の空き店舗
を活用し開業する個人・
法人を支援する事業

山口市 実施中

中心市街地活性化事業 中心商店街の活力向上や
活性化を支援する事業 山口市 実施中

中市町１番地区優良建築物等整備
事業（再掲）

共同住宅、商業施設、
空地等の整備事業

一般社団法人
山口市中市町１番
地区優建事業組合

完了

米屋町東地区優良建築物等整備
事業（再掲）

高齢者向け共同住宅、
商業施設、空地等の整
備事業

合同会社米屋町
東地区開発 事業中止

人が集い賑わいのある
商店街づくり支援事業

中心商店街の活力向上
や活性化、空き店舗の
所有者を支援する事業

山口市 実施中

まちなかサポートセンター事業 まちなかサポートセン
ターを運営する事業 山口市商店街連合会 実施中

ＨＯＬＡ！やまぐち
スペインフィエスタ事業

「スペイン」をキーワード
に開催されるイベント

やまぐちスペイン
フィエスタ実行委員会 実施中

都市緑化推進事業 「都市緑化月間」に行う
緑化活動

山口市都市緑化祭
実行委員会 実施中

Halloween仮装パレード事業 仮装して参加するイベント サークルセブン 実施中

商店街職場体験事業 小学生を対象に職場体験
を実施するイベント

サークルセブン
（株式会社街づくり山口） 実施中

中心商店街イルミネーション事業
商店街全体をイルミ
ネーションで飾りつけ
る事業

各商店街 実施中

山口祇園祭 山口市で約550年続く
伝統的な祭事 祇園祭振興会 実施中

山口天神祭 山口市で約390年続く
伝統的な祭事 古熊神社 実施中

市民総踊り「やまぐちＭＩＮＡ
ＫＯＩのんた」開催事業

音楽に合わせ中心商店
街を練り歩くイベント

ふるさとまつり
実行委員会 実施中

東日本復興イベント事業 東北の特産品販売や物
販、チャリティー活動 商店街 完了
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区
分 事業名 事業内容 実施主体 進捗

７
章　

商
業
活
性
化

冬の山口デー開催事業 商店街による販促イベ
ント 山口市商店街連合会 実施中

共通駐車サービス券システム事業
中心商店街での買い物
に応じて駐車料金を割
り引く事業

株式会社
街づくり山口 実施中

山口市中心市街地活性化対策資金
融資 低利融資制度の運用 山口市 実施中

「山口街中」運営事業
中心商店街ホームペー
ジ「山口街中」の運営
事業

山口市商店街連合会 実施中

中心市街地活性化人材育成事業
これからのまちづくり
の担い手を育成するた
めの事業

山口市 実施中

次世代育成カフェ・サロン

まちづくりの次世代を
担う若手人材の育成・
交流拠点を運営する事
業

株式会社
みんなのショクバ 実施中

８
章　

一
体
的
推
進
事
業

一の坂川周辺地区整備事業
（地域創造支援事業）（再掲）

（仮称）一の坂川交通交
流広場の整備事業 山口市 完了

中心市街地情報提供事業（再掲） 中心市街地の情報発信
事業 山口市 実施中

「山口街中」運営事業（再掲）
中心商店街ホームペー
ジ「山口街中」の運営
事業

山口市商店街連合会 実施中

中心市街地活性化人材育成事業
（再掲）

これからのまちづくり
の担い手を育成するた
めの事業

山口市 実施中

コミュニティバス実証運行事業 交通弱者の移動手段を
確保する事業 山口市 実施中

共通駐車サービス券システム事業
（再掲）

中心商店街での買い物
に応じて駐車料金を割
り引く事業

株式会社
街づくり山口 実施中

移動等円滑化基本構想策定事業 移動等円滑化基本構想
の策定 山口市 完了

道路バリアフリー化事業（再掲）

既設歩道の段差・傾斜・
勾配の改善や視覚障害
者誘導用ブロックの設
置事業

山口市 実施中

萩往還道標サイン整備事業 萩往還の道標サインの
整備事業 山口市 完了
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第２期計画期間中に変更・削除した事業

区
分 事業名 事業内容 実施主体 変更・削除年度

及び理由

４
一の坂川周辺地区整備事業
〔地域生活基盤施設（（仮称）
一の坂川交通交流広場）〕

（仮称）一の坂川交通交流
広場の整備事業 山口市 平成26年度

実施時期の変更

４一の坂川周辺地区整備事業
（高質空間形成施設整備事業）

（仮称）一の坂川交通交流
広場等の整備事業 山口市 平成26年度

実施時期の変更

４
、８
一の坂川周辺地区整備事業
（地域創造支援事業）

（仮称）一の坂川交通交流
広場の整備事業 山口市 平成26年度

実施時期の変更

４
、８
道路バリアフリー化事業

既設歩道の段差・傾斜・
勾配の改善や視覚障害
者誘導用ブロックの設
置事業

山口市 平成26年度
実施時期の変更

５ほっとさろん中市
「まちのえき」事業

高齢者、障がい者福祉
の増進を図る事業

NPO法人
山口せわやき
ネットワーク

平成26年度
事業内容の変更

７東日本復興イベント 東北の特産品販売や
チャリティー活動 商店街 平成26年度

実施時期の変更

４道場門前大駐車場整備事業
の検討 駐車場の再整備検討 山口道場門前

商店街振興組合

平成26年度
黄金町地区第一種
市街地再開発事業
追加による削除

４
～
７
米屋町東地区優良建築物等
整備事業

高齢者向け共同住宅、
商業施設、空地等の整
備事業

合同会社米屋町
東地区開発

平成26年度
実施時期、実施主
体の変更

平成27年度
事業及び支援措置
の実施時期の変更

平成30年度②
事業見直しによる
実施時期の変更

４（仮称）県道宮野大歳線交通安全事業
県道宮野大歳線歩道の
整備 山口県

平成26年度
事業名、整備内容
の変更
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区
分 事業名 事業内容 実施主体 変更・削除年度

及び理由

８コミュニティ交通等運行
事業

コミュニティバス
運行事業 山口市 平成26年度

事業名等の変更

７山口緑のフェスタ事業 「都市緑化月間」に行う
緑化活動

山口市都市緑化
祭実行委員会

平成27年度
事業名の変更

７山口祇園祭り 山口市で約550年続く伝
統的な祭事 祇園祭振興会 平成27年度

事業名の変更

７山口七夕ちょうちんまつり
数万個の紅提灯を中心
商店街及び周辺に飾り
つけて行う祭事

ふるさとまつり
実行委員会

平成27年度
事業内容の変更

平成30年度
支援措置の変更

平成30年度②
実施時期の変更

５地域子育て支援拠点事業 子育て中の親子を支援
する事業

NPO法人
あっと

平成28年度
事業名、事業内容
の変更、支援措置
の活用

７にぎわいのまち支援事業 中心商店街が行うイベ
ントの支援事業 山口市 平成30年度

支援措置の変更

７アートふる山口開催事業

一の坂川沿い及び竪小
路周辺で開催される芸
術をテーマとしたイベ
ント

アートふる山口
実行委員会

平成30年度
支援措置の変更

平成30年度②
実施時期の変更

７「日本のクリスマスは山口から」事業

「日本のクリスマス発祥
の地」という本市固有の
歴史を活用したイベント

日本のクリス
マスは山口か
ら実行委員会

平成30年度
支援措置の変更

平成30年度②
実施時期の変更

４
～
７
黄金町地区第一種市街地
再開発事業

商業施設、公益施設、
地域防災施設、駐車場、
共同住宅、空地等の整
備事業

山口市黄金町
地区市街地再
開発組合

平成30年度②
実施主体名、支援
措置の変更

４
、５
山口駅前地区住宅市街地
総合整備事業

現況調査、事業計画等
の作成、老朽建築物の
除却・建替え等を行う
事業

山口市

平成30年度②
事業終了年度追加
による実施時期の
変更

６中心市街地活性化整備事業 中心商店街のカラー舗
装等補助事業 山口市

平成30年度②
支援措置終了によ
る実施時期の変更
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（４）第２期計画数値目標の達成状況
目標指標①　商店街等通行量（休日）

基準値（平成24年度）
55,294人/日

目標値（令和元年度）
58,000人/日

実績値（令和元年度）
49,649人/日

（目標値を8,351人下回る）

2,706人増加目標

（単位：人/日）

商店街等通行量（休日）

「商店街等通行量（休日）」については、通行量の増加に向けて主要事業として位置づけた
「中市町１番地区優良建築物等整備事業」、「黄金町地区第一種市街地再開発事業」及び「あき
ないのまち支援事業」等を実施しましたが、計画策定時に想定した来客見込みを下回る結果
となり、目標値は達成できませんでした。

調査地点別では、地点ごとに数値の大小があり、アーケード商店街である米屋町、中市、
道場門前の東西の通りは通行量が比較的多く、新町や駅通りは少ない状況です。
年度別の推移では、特定の地点における大きな変動は見られません。

アーケードのある横軸の人の流れを、中心市街地のシンボル軸を形成する駅通りから新町
商店街、パークロードの縦軸に誘引し、エリア全体を回遊する仕掛けづくりが課題です。



− 35 −

西門前商店街 米屋町商店街

新
町
商
店
街

駅
通
り
商
店
街

中市商店街 大市商店街道場門前商店街

調 　 査 　 地 　 点

① 中 市 金 子 染 物 店 前 ⑥ 道場門前 どうもんパーク前

② 〃 Ｊ Ｔ Ｂ 前 ⑦ 西 門 前 ビューティー愛前

③ 米 屋 町 み ず ほ 銀 行 前 ⑧ 新 町 ギ ャ ル ソ ン 前

④ 道場門前 和韓薬膳茶房友前 ⑨ 駅 通 り 無印良品山口店前

⑤ 〃 コーヒーボーイ前 ⑩ 〃 万 徳 寺 前

⑪ そ の 他 西 京 橋 前
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目標指標②　中心商店街の空き店舗数

基準値
（平成25年６月）

45店舗

目標値
（令和元年度）
30店舗

実績値
（令和元年度）
28店舗

(目標値を２店舗上回る)

15店舗の解消目標

（単位：店舗）

中心商店街の空き店舗数

「中心商店街の空き店舗数」については、主要事業として位置付けた「あきないのまち支援
事業」を活用した新規出店数は見込みに届かなかったものの、空き店舗への出店に向けた周
知啓発等が促進された結果、目標値を達成しました。

なお、貸し出しができるにもかかわらず借り手が不在となっている店舗を空き店舗として
おり、所有者の都合等で貸し出すことができない店舗は含みません。
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目標指標③　居住人口の社会増減（５年間の総数）

基準値
（平成20－24年度）

168人増

目標値
（平成26－令和元年度）

250人増

実績値
（平成26－令和元年度）

465人増（目標を215人上回る）

82人の増加目標

（単位：人）

居住人口の社会増減（５年間の総数）

「居住人口の社会増減（５年間の総数）」は、平成27年12月に竣工した「中市町１番地区優
良建築物等整備事業」、令和２年３月に竣工した「黄金町地区第一種市街地再開発事業」、及
び民間主体のマンション（２棟）が竣工し住宅供給が順調に進んだことから、目標値を達成
しました。
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（５）第２期計画の評価
第２期基本計画に基づき、官民連携して各事業に取り組んできました。
目標１「まちに来る人を増やし、楽しんでもらう」においては、「商店街等通行量（休日）」
を目標指標として、周辺エリアの文化施設等との回遊性の向上や市民が憩える空間整備、ま
ちのにぎわい創出及び中心市街地の魅力の向上に取り組みました。
歩行者等の通行量は、一定の通行量は維持できているものの、増加することはなく目標達
成に至りませんでした。
調査地点別では、東西に伸びるアーケード商店街である米屋町、中市、道場門前の横軸の
通りは通行量が比較的多く推移しているのに対し、縦軸の通りである新町や駅通りは少ない
状況です。
横軸の人の流れを、中心市街地のシンボル軸を形成する駅通りから新町商店街、パークロー
ド方面の縦軸に誘引し、エリア全体を回遊する仕掛けづくりが課題です。

目標２「まちの新陳代謝を図り、活力を高める」においては、「中心商店街の空き店舗数」
を目標指標として、商店街のにぎわい創出と空き店舗の市場流通の促進を目指して各事業に
取り組みました。
実績値は28店舗と目標値30店舗を２店舗上回り、目標値を達成することができました。一
方で、店舗と住居が一体となっているため改修や貸し出しが困難な物件、改修費用が高額の
ため改修を断念し貸し出しを諦める物件等の影響で営業店舗数は減少傾向にあります。
また、店主の高齢化が進むにつれ、商形態・業種業態の転換や事業承継がうまく進まず、将来、
閉店せざるを得ない店舗等の存在が、まちのにぎわいの衰退を引き起こす可能性があります。

目標３「まちの定住人口を増やす」においては、「居住人口の社会増減（５年間の総数）」
を目標指標として、まちなか居住の促進、居住環境の改善や中心市街地の防災性の向上を目
指して、各事業に取り組みました。実績値は目標値を大幅に上回る465人の増加となりました。
本計画に位置付けた主要事業の効果及び民間マンションの供給が進んだことが要因と考えら
れます。

老朽した空き店舗の除却による広場整備や狭隘道路の拡幅等による居住環境の改善を図る
取組など、安全で快適に過ごせるまちづくりも進めてきましたが、生活拠点としての役割は
果たしているものの、市民にとって魅力的な場所とは映っておらず、来街機会が減少してい
ます。今後も、都市の既存ストックの活用によるにぎわい創出や回遊性を高める取組等によ
り中心市街地の魅力を高め、さらなる活性化を進めていく必要があります。



− 39 −

（６）中心市街地の課題整理
中心市街地の現状、市民アンケート、中心市街地の居住者アンケートから、今後の活性化
にあたっての課題を抽出し、整理しました。

目標１「まちに来る人を増やし、楽しんでもらう」

中心市街地の現状 市民アンケート結果

●�「商店街等通行量（休日）」は、中心市街地
としての魅力を高めるためまちなかでの回
遊を促すイベント等を実施し一定数は確保
できたが、目標達成には至らなかった。

●�優良建築物等整備事業や、市街地再開発事
業等により居住人口は増加したにもかかわ
らず、歩行者通行量等は目立って増加して
いない。

●�貸し出しできない店舗の増加等により営業
店舗が減少傾向にあり、店舗の連続性が確
保されにくくなっている。

●来街目的は買い物が多くを占める。
●自動車による来街手段が８割を超える。
●�中心市街地への来街者の多くは、中心市街
地近隣のエリアからに留まっている。
●�滞在時間１時間30分未満が約半数を占める
理由は、共通駐車サービス券の利用が影響
している可能性がある。
●�中心市街地の魅力に魅力について、「どちら
ともいえない」を含む「魅力を感じない」
割合は87％に上ることから、居住者及び来
街者に対して様々な情報を広く効率的・効
果的に発信する必要がある。
●�活動する場として認識している割合は総じ
て低い。

課題１
●本市中心市街地への来街者の多くは、中心市街地エリア近隣の居住者にとどまっている
ため、中心市街地が市民の日常生活だけでなく余暇等における多様なライフスタイルを
支えるエリアとなるよう、また広域県央中核都市の一翼を担うエリアとなるよう本市全
域及び市外からの来街者を増やす取組が必要。
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目標２「まちの新陳代謝を図り、活力を高める」

中心市街地の現状 市民アンケート結果

●�「中心商店街の空き店舗数」は、目標値を
超える28店舗となった。

●�空き店舗が減少する一方で、営業店舗数も
減少傾向にある。

●�新規出店に対する支援のみならず、既存店
舗への支援も必要。

●�近年では新規出店者（あきないのまち支援事
業活用）の半数は20 ～ 30歳代が占め（Ｈ30：
８件のうち３件、Ｒ１：７件のうち４件が
該当）、近隣他市には無い特徴的な店づくり
を行う若手事業者の出店が目立つ。

●�中心商店街に求める商業施設としては、映
画館・劇場、レストラン・カフェのほか、ホー
ムセンターや家電量販店など不足業種等の
誘致や整備が求める意見が多い。
●�中心市街地に魅力を感じない理由は、店舗
に起因する内容が上位を占める。
●�商店街の活性化には、空き店舗の活用、業
種転換などによる新しい店舗、入店しやす
い店づくりを求める意見が多い。
●�若年層の来街促進を含め、中心市街地の商
業面での魅力度向上に寄与する対策が必要。
●�駐車場が多くあること、アーケードがあり
天候に左右されないことに魅力を感じる割
合が高い。
●�駐車場や休憩スペースの確保を求める意見
が一定数ある。

課題２

●商店街の営業店舗数の減少は商店街の衰退につながる可能性があり、空き店舗等が地域
価値向上の妨げとなっていることから、今までの空き店舗対策等に加え、既存店舗の魅
力を高める取組や老朽した店舗の改修支援等により、まちの求心力を高め消費拡大に繋
げ、経済活力の向上を図る必要がある。また、商業施設以外で充実を求める声の多い駐
車場の在り方についても検討を要する。
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目標３「まちの定住人口を増やす」

中心市街地の現状 市民アンケート･居住者アンケート結果

●�「中市町１番地区優良建築物等整備事業」、
「黄金町地区第一種市街地再開発事業」、及
び民間マンションの供給が進んだことによ
り、「居住人口の社会増減」は増加した。

●�中心市街地にある空き店舗を含む遊休不動
産等にマンションを建設するケースがある。

●�老朽した密集木造住宅エリアが商店街を含
む中心市街地にあり、火災延焼等の危険性
をはらんでいる。

●�無接道の建物が約９％、４ｍ未満道路にの
み接道する建物が約22％を占める。４ｍ未
満の狭隘道路では、緊急車両等の進入が困
難であり、安全性が確保されない。

●�住宅の３割が新耐震基準前（昭和56年以前）
に建てられており、築20年を超える建物は
約半数近くを占める。

●�分譲・賃貸マンション以外は、多くが築20
年を超えている建物となっている。

●�居住者の約８割は、中心市街地に満足して
いる。

●�居住者の不満として、建物の老朽化や道路
が狭隘であり使いづらい、延焼や地震によ
る倒壊の不安等がある。

●�中心市街地には、空き家や廃屋の除却、医
療福祉施設の充実、文化・歴史を感じる空
間整備や落ち着いた環境を望む声が多い。

●�火災の延焼や緊急車両の通行が困難なエリア
の安全性の向上を望む意見も多くを占める。

課題３
●本市の中心市街地においてはまちの老朽化が進んでおり、その役割を持続させるため
に、建物の更新や密集市街地の解消などに取り組む必要がある。その際、本市唯一の中
心市街地として、ここにしかない空間やまちなみの形成により、エリア価値の向上を図
ることが必要。
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［５］第３期山口市中心市街地活性化基本計画の基本方針
（１）第３期計画策定にあたって

第１期計画においては、東西核の整備や空き店舗対策、にぎわい創出のイベント実施、借
上型市営住宅の整備等を行いました。第２期計画においては、一の坂川周辺地区の整備や優
良建築物等整備事業、市街地再開発事業、住宅市街地総合整備事業、あきないのまち支援事
業などに取り組み、商業活性化や定住促進を進めてきました。これまでの間、本市の総人口
が減少を続けるなか、中心市街地内の居住人口は一定の水準を維持することができました。

（２）第３期計画の基本方針と目標
本市の目指す中心市街地は、上位計画である第二次山口市総合計画及び第二次山口市総合
計画前期基本計画に示すとおり、「広域県央中核都市づくり」における県都としての役割を果
たす中で、山口都市核の中心的な役割を担うエリアです。第二次山口市総合計画では、中心
市街地を含む大殿・白石・湯田地域の人口をＫＰＩ（重要業績評価指標）と定め、人口増加
を目指しています。

中心市街地の居住人口についても、まちの活力を示す重要なバロメーターとなることから、
計画終了時の居住人口の目標を以下のように定め、中心市街地の自然増減、社会増減数も含
め推移を把握し、その増減について分析、検討していきます。

中心市街地の居住人口（人）

計画始期

4 ,618 人

Ｒ２.３

計画終期

4 ,700 人

Ｒ８年度
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基本方針については第２期計画の３つの方針を包含し、さらにまちを歩き、滞留する人が
まちの可能性を高めるという視点を加え、ウォーカブル推進都市として「車中心からひと中
心のまちづくり」を進めること、また、山口市民が日常の中でワクワクできるまちづくりを
進めることを踏まえて、「『まちを、楽しむ。』～日常を豊かにするまちづくり～」を全体のテー
マとし、「居心地が良く歩きたくなるまち」、「多様な人々の心が弾むまち」の２つを基本方針
とします。
また「求心力のある商業・業務エリアの形成」、「交流と創造による来街機会の創出」、「誰
もが安心して過ごすことができるまちへの再生」の３つの目標を設定します。

全体のテーマ
　『まちを、楽しむ。』～日常を豊かにするまちづくり～

【基本方針１】　居心地が良く歩きたくなるまち
【基本方針２】　多様な人々の心が弾むまち

＜目標１＞�求心力のある商業・業務エリアの形成
＜目標２＞�交流と創造による来街機会の創出
＜目標３＞�誰もが安心して過ごすことができるまちへの再生

全体のテーマである「『まちを、楽しむ。』～日常を豊かにするまちづくり～」に向けて、
デジタル技術を活用した先端的サービスの導入等により、中心市街地におけるスマートシティ
の取組を推進します。
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（３）第３期計画の位置付けと将来像
第３期計画では山口市中心市街地の将来像を実現するために、これまで整備してきた既存
ストックを生かして都市機能の集積を促進しつつ、第１期、第２期計画での各種施策の効果
を持続・発展させながら積み残した課題を確実に解決し、中心市街地の現状、市民ニーズ等
を踏まえ、基本的な方針と目標を設定し、既成市街地の維持・再生を図ります。

期間 第２期計画期間
平成26年４月～令和２年３月

第３期計画期間
令和３年７月～令和９年３月

基本
方針

●�様々な交流機会の創出によるにぎわ
いのある中心市街地の形成

●�地域資源を活用した経済活動による
活力のある中心市街地の形成

●�個々のライフスタイルに合った安全
で快適に暮らせる中心市街地の形成

●居心地が良く歩きたくなるまち

●多様な人々の心が弾むまち

目標

●�まちに来る人を増やし、楽しんで
もらう

●�まちの新陳代謝を図り、活力を高める

●�まちの定住人口を増やす

●求心力のある商業・業務エリアの形成

●交流と創造による来街機会の創出

●�誰もが安心して過ごすことができる
まちへの再生

戦略

●�拠点施設による東西軸、ＪＲ山口駅
からの南北軸という都市の骨格を明
確にしつつ、既存の都市ストックの
活用と都市機能の更新、再配置によ
る回遊性の向上

●�一の坂川の整備事業等により商店街
との回遊性の向上や、市民が憩える
空間の創出

●�公設・川端市場跡地整備による周辺
エリアとの連携

●�多様な世代に対する市民サービスの
提供や高齢社会に沿った施設整備

●�市民ニーズに沿った店舗の誘致や魅
力的なイベントの開催

●�計画的な都市基盤整備による住環境
の改善や防災性の向上

●�中心商店街内の空き店舗対策とし
て、空き店舗への新規開業希望者（個
人・法人）に対する出店時の店舗改
装費等の支援

●�老朽化や店舗一体型住居が原因で長
期間空き店舗となっている大規模修
繕が必要な物件の改修費用の一部に
ついて支援

●�メインストリートであるＪＲ山口駅
から本庁舎につながる駅通りやパー
クロードにおいて、歩きたくなる歩
行空間の形成と沿道の土地や公共空
間等の活用

●�新たに「ウォーカブル区域」を設定
し、山口駅通りその他においてふさ
わしい沿道の土地利用や民間事業者
による道路空間の活用の検討

●�中心商店街アーケード内の市道の
バリアフリー化と高質化
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期間 第２期計画期間
平成26年４月～令和２年３月

第３期計画期間
令和３年７月～令和９年３月

効果

●�東西と南北の都市軸の形成や地区の
内外を結ぶ結節点の整備による回遊
性の向上やにぎわいの創出

●�時間消費型の中心市街地の形成によ
る来街者数の増加やにぎわいの創出

●�自律的な市街地更新が可能な条件整
備を行い、民間主体による住宅整備
や都市機能の更新の促進

●�公共交通の利便性の増進と周辺地域
との連携による来街者数の増加

●�商店街店舗の連続性を確保し、まち
のにぎわいの維持向上

●�店舗の収益力の強化、営業店舗数の
維持確保、来街機会やチャレンジ機
運の醸成

●�沿道の土地利用や公共空間の新たな
活用によるにぎわいの創出

●�歩きたくなる歩行空間の形成が、中
心市街地だけでなく隣接する区域と
の回遊性にも波及

●�自律的な市街地更新が可能な条件整
備を行い、民間主体による住宅整備
や都市機能の更新の促進

●人々とのつながりや関係性を基盤に、質の高いライフスタイルが実現できるまち
　・�安全・安心、快適に住み続けられる住環境の形成と、新規居住者にとって魅力ある
住宅地への再生

　・�都市生活にとって必要な利便性や楽しさ（消費、生産・労働、教育、医療、遊び、
文化・スポーツ）に関わり合いながら、交流が営まれている地域社会の形成

●�現在から未来に向けて、地域への愛着、誇り、まちとしての価値（自然環境、都市環
境）を紡いでいけるまち
　・歴史や文化、一の坂川の水と緑と一体となった個性ある街並みの形成
　・必要な都市機能がまとまり、歩いて暮らせる利便性が高く、環境にも優しいまち
　・公共交通が充実し、徒歩でも快適に移動できる環境の整ったまち

目標とする「中心市街地の将来像」の実現に向け、計画を段
階的に実施していくことが必要です。

将来像を実現するための取組
●�安定した都市構造を礎に、日常生活の中で利便性と豊かさを
実感できる高品質な都市環境を創造し、地域のブランディン
グを実現する
　・�土地利用ゾーニングに基づいた、明確で分かりやすい都市
構造の形成

●�新たな民間投資を誘導し、都市機能の更新と再配置を継続的
に行えるサスティナブルな中心市街地の仕組みを創出する
　・居住者の自律的な建物更新が可能となる基盤整備
　・�今後必要となる機能更新・再配置と低未利用地の有効利用
がリンクした、官民連携によるまちづくりの推進

中心市街地の将来像
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（４）第３期計画の土地利用方針
中心市街地における様々な課題や活用すべき都市ストック（資源）を踏まえ、中心市街地
の活性化に取り組んでいきます。
車中心からひと中心の空間への転換を図るため、「ウォーカブル区域」を中心市街地と周辺
ゾーンで連携して取組むこととし、隣接する一部周辺ゾーンを含んだ区域を設定します。

●�市役所新本庁舎とＪＲ山口駅を結ぶ南北の中心軸に、商店街アーケードも含めた一帯を
「歩きたくなるまちなか」とするための取組を進めていきます。
●�空き店舗対策による市民ニーズに沿った魅力的な店舗の誘致やイベントの開催支援等、に
ぎわいの創出や来街者数の増加のための取組を進めていきます。
●�商店街の後背地には、防災上、課題のある密集した住宅地が広がっており、住環境の改善
を段階的に行っていきます。
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［６］周辺地域との連携
（１）亀山周辺ゾーン・大内文化ゾーンとの連携

山口都市核は「行政・歴史文化」機能という都市機能を特化させることで、本市全体の持
続可能な発展を目指すという位置づけとしています。そして、山口都市核を形成する中心市
街地（中心商店街ゾーン）、亀山周辺ゾーン、大内文化ゾーンは、それぞれ特徴のある個性を持っ
た地区が隣接していることから、各ゾーンを結ぶ軸の形成、商業、情報・文化、歴史・観光等、
都市機能の連携、ウォーカブル区域の設定によりポテンシャルを高めていく必要があります。
中心市街地の活性化にあたっては、中心市街地における都市基盤の整備や経済活力の向上
を総合的かつ一体的に推進することで、回遊性の向上やにぎわいの創出など周辺ゾーンへの
波及効果や相乗効果を生み出し、山口都市核の発展にとって有効かつ適切なものとなるよう
留意する必要があります。

中心市街地(中心商店街ゾーン)
●�アーケード街や駅通りを中心に小売店、広
域からの利用が想定されるデパートや専門
店舗などの商業機能、及び娯楽・文化機能
の集積を図ります。

亀山周辺ゾーン
●�パークロードを中心に市役所や税務署など
の行政機能、県立美術館や博物館など教養
や調査研究、文化的な要素を含む教育機能
の集積を図ります。

大内文化ゾーン
●�大内氏の時代からの歴史的遺産やまちなみ
を保存・活用することにより、市民が本市
のアイデンティティを感じるとともに、歴
史や伝統を学び継承する空間として、歴史
を学ぶ拠点機能や伝統産業を継承する機能
の集積を図ります。

【連携の視点】

�����

中心市街地
（中心商店街ゾーン）

にぎわい・活気

亀山周辺ゾーン
文化・情報・公益

大内文化ゾーン
歴史・文化

「ウォーカブル区域」を定めることで、各ゾーン間の
回遊性を高め、人の流れを波及させる。
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［７］計画の実現に向けて
（１）推進体制

中心市街地活性化の推進にあたっては、中心市街地活性化協議会を中心に市民や民間事業
者、まちづくり団体、大学、行政、まちづくり会社などの多様な主体の連携・協働により行っ
ていきます。

【中心市街地活性化協議会を中心とした取組】

中心市街地活性化協議会

経済活力の向上を
総合的に推進

都市機能の増進を
総合的に推進

協議会やまちづくり
への参加

まちづくり会社
（（株）街づくり山口） 山口商工会議所

民間事業者
（市民、商業者、NPOなど）

地 権 者 等
山   口   市

（２）人材育成の必要性
これからのまちづくりは、行政主導の施策や事業に対して、民間（事業者や居住者など）
が同意・協力するだけでなく、まちづくりの担い手として、市と協働で進めていくことが必
要になってきます。また、モノをつくるだけでなく、施設や環境を維持管理し、守り育てて
いくことも視野に入れた活動が必要になります。
今後、民間（事業者や居住者など）が様々な場面で協働してまちづくりを進められる環境
を整え、中心市街地活性化協議会を中心に市民の中から様々なまちづくり活動を担うことが
できる人材を育てていくことが求められます。
また、本地区には様々な地域の資源（施設、歴史・文化、自然、コミュニティ）が存在しており、
それらを生かしたまちづくり活動への展開が期待されます。これからのまちづくり活動が醸
成され展開できるよう、市民の自発的な活動を取り込みながら、まちづくりを進めていきます。
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�２��中心市街地の位置及び区域

［１］位置
区域設定の考え方

山口市のほぼ中央部で、ＪＲ山口駅から商店街を含み、小売商業の店舗、事業所等が集積す
る区域を「中心市街地」として位置付けます。
本市の中心市街地は、守護大名大内氏が京都に模したまちづくりを行ったことに始まってお
り、中世、明治から現在にわたり、山口の政治の中心を担ってきました。
近代以降は、中心商店街を中心に多くの商店や飲食店が並び、金融機関、郵便局をはじめと
した多種多様な事業所等が立地し、様々な都市機能が集積する地域となっています。
また、中心市街地区域の大半が大雨等による想定浸水深0.5ｍ未満であることに加え、土砂
災害の恐れのある箇所を含まないことから、都市機能を集積するのに適した立地にあります。
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［２］区域
区域設定の考え方

本区域については、「駅通り１丁目、駅通り２丁目、大市町、黄金町、米屋町、中央１丁目、
中央３丁目、道場門前１丁目、道場門前２丁目、中市町、東山１丁目、本町１丁目、本町２丁目、
惣太夫町並びに中河原及び鰐石町のうちＪＲ山口線北側の部分、東山２丁目のうち県道宮野上
山口停車場線西側の部分、銭湯小路のうち市道上後河原東山二丁目線の西側の部分」約76ha
の面積の区域とします。これは第２期計画と同一の区域です。

区域図（約76ha）
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［３］中心市街地要件に適合していることの説明

第１号要件

当該市街地に、相
当数の小売商業者が
集積し、及び都市機
能が相当程度集積し
ており、その存在し
ている市町村の中心
としての役割を果た
している市街地であ
ること

中心市街地の面積は市域に対して約0.07％ですが、商業機能等は次
のとおり市内で最も集積しています。

①小売業の集積
本市の小売業の集積を地域別に比較すると、中心市街地を含む白石
地区は、商店数、従業者数、年間商品販売額、売り場面積の全てにお
いて最も集積しています。

資料：平成28年経済センサス

資料：平成28年経済センサス

資料：平成28年経済センサス

資料：平成28年経済センサス

小売業の状況
小売業では、店舗のうち約15％、従業者数のうち約10％、年間商品
販売額のうち約10％が中心市街地に集積しています。

区　　分 中心市街地 山口市 対市シェア（％）

店　舗　数（店） 269 1,773 15.2�

従�業�者�数（人） 1,432 15,210 9.4�

年間商品販売額（百万円） 20,917 228,315 9.2�
資料：Ｈ28年経済センサス　　※中心市街地を含む白石地区の数値により集計。
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②各種事業所の集積
各種事業所では、事業所数のうち約８％、従業者数のうち約５％が
集積しています。業種別では、金融・保険業については事業所数の約
12％が集積しています。また、卸売業・小売業については、事業所数
の約11％が集積しています。

各事業所の状況�

区　　分 中心市街地 山口市 対市シェア（％）

事業所数（所） 677 8,777 7.7

従業者数（人） 4,649 87,967 5.3

事業所数（所）
（金融・保険業） 23 189 12.2

従業者数（人）
（金融・保険業） 415 2,291 18.1

事業所数（所）
（卸売・小売業） 262 2,438 10.7

従業者数（人）
（卸売・小売業） 1,434 21,201 6.8

資料：平成28年経済センサス

③都市機能の集積
計画区域はＪＲ山口駅と市役所・県庁を結ぶ軸線上にあり、中心商
店街アーケードと百貨店等の商業施設を含め、銀行・放送局等の事務
所、裁判所等の行政機関、病院等の医療施設、高等学校、保育園、子
育て支援施設及び高齢者デイサービス施設等の教育・福祉施設等の都
市機能が集中しています。
さらに周辺においても、国の出先機関、県庁、県警本部、市役所と
いった行政機関、幼稚園、小・中・高等学校、県立美術館、県立博物館、
県立図書館、山口情報芸術センターなどの教育文化施設、病院などの
医療施設、社会福祉施設など多数の都市福利施設が立地しています。

④商圏について
平成24年の山口県買物動向調査によると、山口市商勢力圏は、第１
次商圏が、旧美東町、旧旭村、旧秋芳町になっており、第２次商圏が、
旧むつみ村となっています。影響圏が旧三隅町、旧川上村、阿武町、
旧美祢市で８地域あり、県央部を中心に県北部まで及んでいます。
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資料：平成24年山口県買物動向調査　　　 ��第１次商圏30％以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ��第２次商圏10％以上30％未満
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ��影響圏　　�5％以上10％未満

⑤昼夜間人口について
平成27年は、夜間人口に比べ昼間人口が3,000人以上上回っています。
また、流出人口に比べ流入人口が上回っており、その流入元として
は、近隣の防府市と宇部市で60％以上を占めています。

昼夜間人口における流出・流入人口の推移� （単位：人、％）

区　　分 夜間人口 昼間人口 流出人口 流入人口 昼夜間
人口比率

平成12年 140,445 142,430 15,914 17,899 101.4

平成17年 199,284 201,629 18,945 21,290 101.2

平成22年 196,628 198,863 17,905 19,242 101.1

平成27年 197,422 200,470 17,888 20,841 101.5
資料：国勢調査　　※平成12年は旧山口市のみの人口
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資料：平成27年国勢調査

以上のように中心市街地には、相当数の小売業、事業所、都市福利施
設が集積しています。
また、本市では中心市街地を中心に商圏が形成されていますが、その
影響圏が県内広範囲に及んでいること、また流入人口も多く、都市とし
ての高い求心力を持っていることから、本市の中心市街地は本市及び山
口県において中心的な役割を果たしている地域ということができます。
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第２号要件

当該市街地の土地
利用及び商業活動の
状況等からみて、機
能的な都市活動の確
保又は経済活力の維
持に支障を生じ、又
は生ずるおそれがあ
ると認められる市街
地であること

①低未利用地
中心市街地内には、「空家」「空き地」が増えています。空家は約70
か所、空き地は約30か所存在します。
また、街区を形成する主要な区画道路が４ｍ未満であることや個々
の宅地にアクセスする道路がない無接道宅地が広がっていること（無
接道宅地の面積で約４ha、およそ350棟）等から、適切な建物更新が
困難な宅地が数多くみられます。

②事業所数・従業者数
事業所数は、山口市全体、中心市街地ともに減少しています。中心
市街地では、平成18年から平成28年の10年間で136所（16.7％）減少
しています。
従業員数も、山口市全体、中心市街地ともに減少傾向にありました
が、山口市全体の平成28年は平成24年より増加しています。中心市
街地では平成18年から平成28年の10年間で436人（8.6％）減少して
います。

事業所数の推移� （単位：所、％）

区　分 平成13年 平成18年 平成21年 平成24年 平成28年
a　中心市街地 941 813 723 674 677
b　山口市 10,038 9,886 9,535 8,915 8,777
a/b×100 9.4 8.2 7.6 7.6 7.7
資料：�経済センサス�平成18年以前は事業所・企業統計調査（国、地方公共団体の事業所数

は含まず）

従業者数の推移� （単位：人、％）

区　分 平成13年 平成18年 平成21年 平成24年 平成28年
a　中心市街地 5,480 5,085 4,576 4,263 4,649
b　山口市 90,645 91,025 90,900 86,607 87,967
a/b×100 6.0 5.6 5.0 4.9 5.3
資料：�経済センサス　平成18年以前は事業所・企業統計調査（国、地方公共団体の事業所数

は含まず）

③小売業商店数・小売業従業者数・小売業年間商品販売額
小売業商店数は、山口市全体、中心市街地ともに減少しています。
中心市街地では、平成19年から平成28年の約10年間で86店（24.2％）
減少しています。
小売業従業員数は、山口市全体では増加傾向にあるものの、中心市
街地では減少傾向にあり、平成19年から平成28年の10年間で427人
（23.0％）減少しています。
小売業年間商品販売額は、中心市街地では平成19年から平成28年
にかけて、6,107百万円（22.6％）減少しています。
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小売業商店数� （単位：店、％）

区　分 平成14年 平成16年 平成19年 平成24年 平成28年
a　中心市街地 425 414 355 307 269
b　山口市 2,255 2,236 2,073 1,856 1,773
a/b×100 18.8� 18.5� 17.1� 16.5 15.2�
資料：�経済センサス　H19以前は商業統計調査　※中心市街地を含む白石地区の数値により

集計。

小売業従業者数� （単位：人、％）

区　分 平成14年 平成16年 平成19年 平成24年 平成28年
a　中心市街地 2,143 2,088 1,859 1,673 1,432
b　山口市 13,815 14,033 13,668 14,225 15,210
a/b×100 15.5� 14.9� 13.6� 11.8 9.4�
資料：�経済センサス　H19以前は商業統計調査　※中心市街地を含む白石地区の数値により

集計。

小売業年間商品販売額� （単位：百万円、％）

区　分 平成14年 平成16年 平成19年 平成24年 平成28年
a　中心市街地 33,040 29,300 27,024 21,028 20,917
b　山口市 224,990 230,804 215,356 209,349 228,315
a/b×100 14.7� 12.7� 12.5� 10.0 9.2�
資料：�経済センサス　H19以前は商業統計調査　※中心市街地を含む白石地区の数値により

集計。

④中心商店街の通行量（イベント時の休日）の推移
年によって差があり、一定の通行量は確保できていますが、増加傾
向ではありません。

� （単位：人）
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58,507

43,829
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43,277

48,734 47,883
50,927

54,798

47,733 49,649

39,471

商店街通行量（イベント時の休日）

資料：山口市商店街通行量調査（山口商工会議所）
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⑤空き店舗数
空き店舗対策により、近年空き店舗数は減少していますが、店舗数
も減少しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��（単位：店舗、％）

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

a　店舗数 333 331 326 323

b　空店舗数 47 45 40 37

空店舗率
（a/b×100） 14.1 13.6 12.3 11.5

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

a　店舗数 324 314 307 300

b　空店舗数 40 35 34 28

空店舗率
（a/b×100） 12.3� 11.1� 11.1� 9.3�

資料：山口市ふるさと産業振興課　（年度末時点）
※店舗数及び空店舗は利用可能な店舗のみ計上し、利用不可の空店舗は含んでいない
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以上のとおり、中心市街地内の事業所数、小売業商店数、小売業従
業者数、小売業年間販売額は、市域全体に対して大きなシェアを占め
ているものの、その実数は減少を続けています。
こうした状況から、現在の中心市街地は機能的な都市活動の確保又
は経済活力の維持に支障を生じるおそれがあると認められる市街地と
なっています。
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第３号要件

当該市街地におけ
る都市機能の増進及
び経済活力の向上を
総合的かつ一体的に
推進することが、当
該市街地の存在する
市町村及びその周辺
の地域の発展にとっ
て有効かつ適切であ
ると認められること

（１）第二次山口市総合計画（平成30年度～令和９年度）
「豊かな暮らし　交流と創造のまち　山口～これが私のふるさとだ～」
をめざすまちの姿とし、「広域県央中核都市づくり」と「個性と安心
の21地域づくり」を政策の柱に、多様な個性を有する各地域が主体的
に連携し、多様な「人・モノ・資金・情報」が活発に交流することで、
更なる価値創造や経済循環を図るまちづくりを進めています。

（２）第二次山口市総合計画前期基本計画（平成30年度～令和４年度）
前期基本計画では、施策体系を「子育て・健康福祉」、「教育・文化・
スポーツ」、「安全安心・環境・都市」、「産業・観光」、「協働・行政」
の５つの「政策グループ」に分け、施策別計画の推進にあたって、横
断的に、重点的に対応すべき取組を、将来都市像の実現に向けた８つ
の重点プロジェクトとして構築し、効果的に事業を展開しています。
１つめの重点プロジェクトが魅力あふれる県都づくり「広域県央中
核都市づくり」です。県都としての役割を果たす中で、山口・小郡の
都市核づくりを進め、高次の都市機能を集積し、サービス業の振興等
を図ります。あわせて、広域交通網や都市間ネットワークの形成を進
め、市内や山口県央連携都市圏域等に対して高次の都市機能を提供す
ることで、あらゆる地域に安心して住み続けられる魅力的で躍動感あ
ふれる広域県央中核都市づくりを進め、広域的な経済活力や交流を創
出します。

取組の方向性等

１．高次の都市機能の集積や提供
（１）民間活力導入や都市機能誘導の促進
　・�民間活力導入やリノベーション等による価値創出、都市機能
の維持

　・市街地再開発、店舗整備、居住環境整備等への支援
　・まちなか居住や出店支援、空き店舗対策
　・�山口・小郡都市核づくりマスタープランの改定、立地適正化
計画の策定と推進等

（２）�バリアフリー化、まちなみ景観・自然と調和した都市基盤
整備の推進

（３）山口都市核づくり
　・中心市街地等の活性化
　　�中心市街地活性化を図る計画の策定、山口駅通りやパーク
ロード等を軸とした都市再生整備促進（教育・文化・観光拠
点としてのパークロードエリアの再創造）、現在の本庁舎及
び中央駐車場の所在地における新本庁舎の建替え整備等
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　・�湯田温泉おもてなしのまちづくり～住んでよし・訪れてよし
の湯田温泉～

　　�南北の回遊促進軸の形成、市民温泉を含む多世代交流施設整
備、錦川通りをはじめとした街路の修景整備、湯田温泉酒ま
つりをはじめ交流創出イベントの開催支援等

　・大内文化ゾーンの歴史空間の再生
　　�亀山公園山頂広場整備、幕末明治維新を学ぶ観光と学びの施
設整備、築山跡の憩いの広場整備、亀山公園ふれあい広場の
再生整備等

　・情報文化都市づくり
　　�山口情報芸術センターの活用や、情報関連企業等との連携に
よる新産業・交流創出、教育・学習支援活動の強化等

（４）小郡都市核づくり～新たなビジネスと交流のまちづくり～
　・新山口駅ターミナルパーク整備
　　�新山口駅北口駅前広場整備、南口駅前広場の整備、南北駅広
線（既存自由通路）の改修整備

　・新山口駅北地区重点エリア整備
　　�産業交流拠点や市民交流としての新山口駅北地区拠点施設の
整備、広域的な起業創業や中小企業支援機能の強化、民間主
導の市街地再開発や居住環境整備への支援等

　・�新山口駅北口と県道山口宇部線長谷ランプを結ぶアクセス道
路の整備促進

　・�駅北地区エリア内道路の整備、矢足新山口駅線の整備等の市
街地整備

　・�雨水貯留施設、長通り雨水幹線、長谷ポンプ場の整備等によ
る浸水・排水対策

２．広域ネットワークの強化
　・幹線道路等の整備促進
　　�中国縦貫自動車道湯田パーキングエリアにおけるスマートＩ
Ｃの整備、地域高規格道路小郡萩道路の事業促進、国道２号
（防府市台道～山口市鋳銭司今宿）の４車線化・歩道設置の
早期事業化、地域高規格道路山口宇部小野田連絡道路の朝田
ＩＣ～嘉川ＩＣの全線４車線化の早期事業化や未整備区間
（宇部湾岸線西中町ＩＣ～新町ＩＣ）の早期事業化、渋滞混
雑の解消に向けた新たな都市計画道路の整備着手

　・広域交通ネットワークの強化
　　�基幹交通の維持、鉄道利用の促進、鉄道駅及び駅周辺の環境整備
　・連携中枢都市圏の取組推進
　　山口県央連携都市圏域ビジョンの推進
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（３）�山口市都市計画マスタープラン（平成24年３月策定：令和２年
３月改定）

将来にわたり市民が心豊かに暮らし続けることができる都市を構築
するため、「豊かな暮らし�交流と創造のまち�山口」を目指すべき将来
都市像とし、将来都市構造を「重層的集約型環境共生都市」として、
現在の土地利用や都市機能等の配置などに配慮しながら都市づくりを
進めています。
中心市街地とその周辺エリアについては、地域別構想の中で、次の
ように定めています。
・�中心市街地を中心としたエリアにおいては、広域交流の拠点とし
て、既存ストックの活用とさらなる高次都市機能の集積・誘導、
都市基盤施設の優先的整備により、広域的に求心力や拠点性の高
い市街地整備を推進し、都市活力をけん引する原動力として中心
的な役割を担う拠点の形成を図ります。また、これらの中心に位
置する範囲には、医療機能・教育機能・ターミナル機能の集積を
図ります。
・�アーケード街を中心に小売業の集積する中心商店街については、
中心市街地活性化基本計画と連携し、空き店舗対策や老朽化した
店舗の更新の促進により、店舗の多様性と連担性を確保し、広域
から多くの人々が集い、にぎわいのある中心市街地の形成を図り
ます。また、このような市街地の再整備にあたっては、あわせて、
利用者が円滑に移動できるようバリアフリー化を推進します。
・�中心市街地と湯田温泉地区や大内文化特定地域の間について、快
適に移動できる交通環境の整備を推進し、回遊を促進するネット
ワークの形成を図ります。

（４）�山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画
（平成31年３月策定）

「重層的集約型環境共生都市」を目指し、「都市活動や市民生活を支
える都市機能の集積を図る都市核の形成」、「誰もが利用しやすい、公
共交通を主体とした持続可能なネットワークの確保」、「安全・安心に
暮らせる都市づくりの推進」を基本方針としています。高次な都市機
能を維持誘導する区域として「山口都市機能誘導エリア」、「小郡都市
機能誘導エリア」の２つの都市機能誘導エリアを設定し、「山口都市
機能誘導エリア」の中心商店街ゾーンには商業・娯楽・文化機能を集
積すべきとしています。
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（５）山口・小郡都市核づくりマスタープラン（平成20年８月策定）
「広域県央中核都市」の実現に向け、山口・小郡両都市核の基本的
な方向性や整備計画等を明らかにするものです。山口都市核内におけ
る中心市街地については、にぎわいを創出し、拠点性の向上を図って
いくこととしており、隣接する亀山周辺ゾーンと一体的なまちづくり
を進めることとしています。

（６）�第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年３月
策定）

第二次山口市総合計画前期基本計画における８つの重点プロジェク
トを移住・定住の促進や少子化対策などの視点から再構築した上で、
国や県の第２期総合戦略を踏まえ、IoT・AI・５Gなどの革新的な技
術を活用した便利で豊かな未来社会である「Society5.0」や人生100年
時代の到来などの「新たな視点」を加えたかたちで、５年間における
基本目標や具体的な施策を定めた計画として策定しています。
５つの基本目標のうち、地域の特性に応じた持続可能な都市圏・生
活圏の形成を目指す方策のひとつとして、中心市街地活性化をかかげ
ています。
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�３��中心市街地活性化の目標

［１］山口市中心市街地活性化の目標
第３期計画における活性化の目標については、第１期、第２期計画の効果・検証から、今
後の中心市街地活性化に向けた課題を再整理しており、その課題解決を目指す目標としてい
ます。
これらの目標達成に向け、達成状況を把握するため数値目標を設定し、中心市街地の活性
化を進めることとします。

【基本方針①】
居心地が良く歩きたくなるまち
中心市街地エリアを含む山口都市核にお
いて、国とともに取組を進める「ウォーカ
ブル推進都市」としての視点を持ちながら、
中心市街地の活性化に係る事業を進めます。

＜目標①＞　求心力のある商業・業務エリアの形成
本市における商業の中心地として、なお一層、魅力ある商業機能や働く場の充実を図る必
要があります。
このため、これまでのテナント事業者向けの空き店舗対策事業のみならず、不動産所有者
向けの支援、商店街と連携した店舗の連続性を維持するためのルール作り等に取り組み、商業・
業務機能の強化に繋げます。

＜目標②＞　交流と創造による来街機会の創出
地域経済をけん引するためには、地域住民に留まらず、事業者等も含めた多様な人々によ
る社会的・経済的・文化的活動が活発に行われる必要があります。
このため、多様な主体が集まり、新たな価値創造を生む場の提供等に取り組むとともに、
周辺ゾーンとの一体的な取組を実施し、山口都市核の発展に繋げます。

＜目標③＞　誰もが安心して過ごすことができるまちへの再生
中心市街地としての役割を持続させるため、エリアの価値を高める必要があり、継続的な
まちの再生に取り組む中で、人々が安心して過ごすことができる「まちなか」の形成を図り
ます。
このため、魅力ある通りを演出する沿道土地利用の検討、基盤整備による適切な建物更新・
市街地更新など多様な手法による取組を、事業実施後の人々の活動を見据えながら段階的・
連鎖的に展開します。

【基本方針②】
多様な人々の心が弾むまち
中心市街地における商業機能の維持・発
展を前提とし、市民にとっても広く日々の
暮らしを豊かにすることを可能とする「ま
ちなか」の形成を目指した取組を進めます。

［２］計画期間の考え方
第３期計画の計画期間は令和３年７月からスタートし、目標達成のための事業が完了し、
事業実施の効果発現が見込まれる令和９年３月までの５年９か月間とします。
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［３］目標指標の設定の考え方
中心市街地活性化の目標達成状況を的確に把握できるよう、それぞれの目標に対して、以
下の指標を設定しました。

（１）「求心力のある商業・業務エリアの形成」の目標指標の考え方
前期計画においては空き店舗数を目標指標とし、目標数値の達成を図ることができました。
しかしながら、店舗等の老朽化が進み改修費用が高額なため貸し出しを断念する店舗、店舗
一体型住居のため第三者への貸し出しが困難な店舗など、長期的な貸し出しができず、所有
者が賃貸を望まない店舗等が増加しており、営業店舗数自体が減少傾向にあります。
営業店舗数の減少は、中心商店街の経済規模の縮小を招くとともに、商店街の店舗の連続
性が途切れることで中心市街地全体の求心力の低下につながることから、中心商店街のにぎ
わい創出に必要不可欠な「中心商店街営業店舗数」と「中心商店街への新規出店数」を目標
指標として設定しました。

（２）「交流と創造による来街機会の創出」の目標指標の考え方
中心市街地が地域経済を牽引する商業エリアとして、また生活を豊かにする場として発展
するためには、地域住民、事業者等の社会的・経済的・文化的活動が活発に行われるような
事業展開が必要です。これまでの計画においては、休日イベント時における歩行者等通行量
を目標指標としてきましたが、本計画ではウォーカブルエリアを設定し、日常の回遊や恒常
的な人通りの増加を図ることから、イベントを開催していない「通常時の休日・平日平均の
歩行者等通行量」を目標指標として設定しました。

（３）「誰もが安心して過ごすことができるまちへの再生」の目標指標の考え方
本市の中心市街地では、過去のダム建設や河川改修等の水害対策により、中心市街地の想
定浸水深は大半が0.5ｍ未満であるほか、土石流・がけ崩れ・地すべりの恐れのある箇所は含
まれておらず、比較的、安全・安心なエリアといえます。
しかしながら、中心商店街の老朽化した店舗建物をはじめとして、建物更新が進んでおらず、
大雨時におけるアーケードや店舗建築物等の雨漏り、台風時における建築物等の剥離や倒壊
による被害、また、密集した木造建築物が立ち並ぶエリアでは火災時の延焼など、災害に対
する危険性を多く有しています。
誰もが安心して過ごすことができる中心市街地への再生を図るためには、アーケード後背
地等の未整備となっている空間や路線を整備すること、建築物の適正な更新の促進を図るこ
とにより、居住者も来街者も安全・安心と思える歩行空間を確保しなければなりません。中
心市街地としての役割を持続させ、継続的なまちの再生に取り組むことで、人々が安心して
過ごすことができる「まちなか」が形成され、エリアの価値が高まっていきます。
そのため、住宅市街地総合整備事業などの都市基盤整備により市街地更新を図ることから

「中心市街地における建物更新件数」を目標指標として設定しました。
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［４］具体的な数値目標の考え方
（１）中心商店街営業店舗数及び中心商店街への新規出店数
１）中心商店街で営業している店舗の数及び中心商店街に新規に出店した店舗の数
平成26年度から令和２年度までの間に、中心商店街で貸し出しができるにもかかわらず借
り手が不在となっている空き店舗数は43店舗から27店舗に減少したものの、営業店舗数も
286店舗から275店舗に減少しています。
主な要因としては、店舗一体型住居や老朽化による大規模な改修工事が必要となることか
ら手が付けられず貸し出しできなくなった店舗等の増加、老朽化した空き店舗が除却されマ
ンションや一般住宅、駐車場といった店舗以外の用途として利用されるケースの増加等があ
げられます。
こうしたことから、本計画においては、これまで実施してきた空き店舗への出店支援に加え、
今後更に進行する商店街の老朽化に向き合うとともに、各店舗の稼ぐ力を向上し、商業地域
としての求心力を高めることで、県央部の経済をけん引する商店街として、更なる発展に向
けた基盤強化の期間と位置づけ、その原動力となる営業店舗数の減少に歯止めをかけるため
の取組を進めます。令和２年度時点の営業店舗数を目標年次である令和８年度には６店舗増
やし281店舗とし、計画期間中の新規出店数96店舗を目標値とします。

基準値（令和２年度） 目標値（令和８年度）

中心商店街営業店舗数 275店舗 281店舗

中心商店街への新規出店数 83店舗
（Ｈ27―Ｒ１年度）累計

96店舗
（Ｒ３―Ｒ８年度）累計

平成26年度から令和２年度までの中心商店街における店舗の推移については下表の通り。

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 年平均

営業店舗数（Ａ） 286 289 285 283 273 271 275 ―

貸出可能空き店舗数（Ｂ） 43 36 39 32 36 31 27 ―

店舗総数（Ａ）＋（Ｂ） 329 325 324 315 309 302 302 ―

新規出店店舗数 19 16 20 15 15 17 ― 17

うち　あきないのまち支援事業実績 7 11 8 6 7 8 ― 7.8

補助事業なし 12 5 12 9 8 9 ― 9.1

閉退店店舗数 16 13 24 17 25 19 ― 18.8

出退店差引 3 3 -4 -2 -10 -2 ― ―

貸出不可店舗（Ｃ） 26 23 24 19 17 27 ― ―

空き店舗数（Ｂ）＋（Ｃ） 69 59 63 51 53 58 ― ―
※（Ａ）（Ｂ）の店舗数は、県内商店街現状調査が実施される各年度10月末日の数値（ふるさと産業振興課調べ）
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２）数値設定目標の考え方
表のとおり、近年、空き店舗数の減少にあわせて、営業店舗数も減少しています。これは、
ここ数年閉退店する店舗数が増加していること、老朽化により改修できず貸出不可となった
店舗等が毎年一定数あることに加え、既存店舗が除却され店舗総数自体が減少していること
が原因と考えられます。
店舗総数の減少に歯止めをかけ、増加させることで商店街の店舗の連続性が確保され、に
ぎわいの創出につながると考えます。

３）目標達成の考え方と必要な事業
①あきないのまち支援事業　【継続事業】
本計画期間中においても空き店舗への出店支援を継続することで、空き店舗の解消につ
なげます。過去６年間では年平均7.8店舗の出店実績があり、今後も事業の継続実施により�
�年平均８店舗��の出店を見込みます。

②店舗改修支援事業、店舗取得支援事業　【新規事業】
老朽化や店舗一体型住居が原因で貸し出しができず、長期間にわたり空き店舗となっている
店舗の改修費用を支援する「店舗改修支援事業」、及び店舗の連続性を確保するため商店街に
面した建築物１階の商業床取得費用を支援する「店舗取得支援事業」により、��年平均１店舗��の
出店を見込みます。

③中心商店街開業サポートセンター事業、多様性あふれる商店街推進事業【新規事業】
これまでの「まちなかサポートセンター事業」の事業主体をまちづくり会社に移行した「中
心商店街開業サポートセンター事業」により、物件所有者とのネットワークを構築するとと
もに、商店街への出店希望者の相談から出店支援までをワンストップでサポートする新たな
事業を開始します。
また、「多様性あふれる商店街推進事業」により商業以外の活動を支援することで新規創業
者の出店を見込みます。これらの新たな事業による出店者を��年平均１店舗��見込みます。

④民間独自の出店
公費による補助事業を活用せず独自に出店した実績は、過去６年間で年平均9.1店舗ありま
した。これまでの空き店舗対策事業により、空き店舗数が一定程度減少していること、また、
新たに実施する既存店舗への支援により閉退店数の抑制を図ることができ、新規出店のペー
スは落ち着くことが予測されることから、民間独自の出店を��年平均６店舗��と見込みます。
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①�あきないのまち
支援事業

②店舗改修支援事業
　店舗取得支援事業

③�開業サポートセンター事業
　�多様性あふれる商店街推進事業

④�民間独自の
出店

８店舗 １店舗 １店舗 ６店舗

１年間の出店数 16店舗

６年間の出店数 96店舗

※営業店舗の減少に対する事業
年平均18.8店舗ある営業店舗の閉退店を、以下の事業により��年平均15店舗��に抑制します。

中心商店街稼ぐ力向上支援事業【新規事業】、まちゼミ【継続事業】
キャッシュレス化といったスマート商店街に資する取組への支援や、多種多様な店舗が集
積している環境を生かした事業者間連携を促進することで、新しい層の顧客の開拓や事業継
続力の強化を図る「中心商店街稼ぐ力向上支援事業」により、既存の営業店舗の事業継続に
向けた支援を実施します。また、やまぐちならではのイベントや、各店舗が主体となって実
施する「まちゼミ」等の魅力ある取組を進めることにより、良好なまちなみの形成や、中心
商店街の継続的なにぎわいを創出し、商店街の各店舗の活性化及び事業継続の促進による閉
退店の減少を見込みます。
こうした事業を通じて、老朽化した店舗の再生支援、及び活力ある店舗の増加を図ること
により、商店街としての魅力を向上し、商業用途としての需要を高めることで、営業店舗数
の減少を食い止め、足腰の強い商店街を目指します。

１年間の
出店数

１年間の
閉退店数

令和８年度末の営業店舗数
（令和３年度から６年間）

16店舗 15店舗 ６店舗増加（年間１店舗増加）し、
281店舗

４）フォローアップの考え方
毎年10月末現在の営業店舗数調査により状況を把握することで達成状況を確認し、状況に
応じて必要な措置を講じます。
なお、空き店舗数についても推移を把握していく必要があることから、「貸し出しができる
空き店舗数」、「貸し出しができない空き店舗数」及び「空き店舗総数」について参考指標と
してフォローアップします。また、店舗に限らず一般消費者向けの事務所・事業所について
も、中心市街地の働く場の確保等を進める必要があることから「中心市街地における事務所・
事業所の開業件数」についてもフォローアップします。
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（２）商店街等通行量（通常時の休日・平日平均）
１）中心商店街等の主要調査地点の歩行者・自転車通行量（通常時の休日・平日平均）
本計画において予定する事業、及び中活エリアに隣接する亀山周辺ゾーン及び大内文化ゾー
ンとの連携により、中心市街地への来街者の増加を見込みます。
中心商店街を中心にした調
査地点の13箇所にて、10月の
平日及び休日の各１日に調査
し、両日の平均値をその年の
実績値とします。
近年、中心商店街の歩行者
や自転車の通行量は、市内各
地で開催される地域まつりや
大規模イベント開催等の影響
により減少傾向で推移してい
ました。しかし、令和元年度
には百貨店を中心にした中心商店街や周辺施設での催し等が功を奏したこと、宇部市の大型
百貨店が平成30年12月に閉店した影響を受け本市百貨店への来客が増加したほか、市内他地
域で主だった行事等の開催がなかったことなどから、来街者が大きく増加したものと推測さ
れます。
今後は、中心市街地を「歩きたくなるまち」となるようなウォーカブルエリアとしてまち
づくりを進めることから、イベント等に左右されず普段から人が集い、にぎわいのある中心
市街地を目指すこととしています。
商店街等通行量（通常時の休日・平日の平均値）の令和２年度の基準値は、近年の増減が
大きかったこと等を考慮して、平成28年度から令和２年度までの５年間の実績値の平均であ
る34,700人/日とし、各種主要事業の実施による効果の積み上げにより目標値を定めます。

基準値（令和２年度） 目標値（令和８年度）

商店街等通行量（人/日）
（通常時の平日・休日平均）

34,700人/日
Ｈ28からＲ２年度までの

５年間平均
36,800人/日

〇これまでの歩行者・自転車通行量（通常時の休日・平日平均）の実績

H23-H27平均 H24-H28平均 H25-H29平均 H26-H30平均 H27-H31平均 H28-R2平均

調 　 査 　 地 　 点

① 大 市 岩見屋寝具店前 ⑧ 本 町 ビューティー愛前

② 中 市 金 子 染 物 店 前 ⑨ 荒 高 旧吉永時計店前

③ 〃 Ｊ Ｔ Ｂ 前 ⑩ 新 町 ギ ャ ル ソ ン 前

④ 米 屋 町 み ず ほ 銀 行 前 ⑪ 駅 通 り 無印良品山口店前

⑤ 道場門前 和韓薬膳茶房友前 ⑫ 〃 万 徳 寺 前

⑥ 〃 コーヒーボーイ前 ⑬ 〃 旧マルヤ兄弟ストアー前

⑦ 〃 どうもんパーク前

和韓薬膳茶房友前
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商店街歩行者通行量の実績推移と目標

休日

目標
平日・休日平均

平日

５年間平均

２）数値目標設定の考え方
中心市街地における各種事業の取組みによる事業効果を推計し、中心商店街の調査地点を
往復して通過する歩行者・自転車通行者数として積み上げを行います。

３）目標達成に必要な事業
①新本庁舎整備事業による効果
新本庁舎棟整備、市民交流棟整備、新本庁舎前広場整備、中央駐車場整備【新規事業】
中心市街地エリアに隣接する亀山周辺ゾーンにおいては、令和６年度中の市役所本庁舎棟
の建替え整備を進めるべく、新本庁舎整備事業を推進しています。新本庁舎整備基本計画で
は「市民が集う親しみをもてる庁舎」を整備方針に掲げ、市民が集う開かれた庁舎を目指し、
新たな本庁舎の機能充実を図ることとしています。
引き続き本事業では、市民が多目的に利用可能な「市民交流棟」、市民の憩いの場となる新
本庁舎前「広場」の整備及び新本庁舎の来庁者用駐車場と都市計画駐車場を合築した新たな「中
央駐車場」の整備に着手し、令和８年度までに全ての事業を完了する予定としています。
本事業と関連事業として実施する周辺道路整備等を合わせて推進することにより、県立美
術館や県立山口図書館、亀山公園（総合公園）などの文化・レクリエーション施設を擁する「亀
山周辺ゾーン�」と「中心市街地」との結び付きをより強固にし、来街者の増加が期待できます。
各事業の完了の都度、効果の測定を実施します。
本事業による新本庁舎への１日あたりの来庁者の見込みは2,905人（Ｒ2.4.1現在の本市推計
人口193,683人の1.5％が来庁する試算）、そのうち約10％が新たに中心市街地に出掛けるもの
と見込みます。

193,683 人× 1.5％× 10％×２（往復）※＝ 581 ≒ 580 人／日
※・・・調査地点のうち１ヶ所を往復して通過すると仮定した。以下、通行量算定については同じ。

新本庁舎整備事業による通行量効果は、��580人／日��の増加を見込みます。
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②商店街の店舗対策等による効果
１）空き店舗対策
あきないのまち支援事業【継続事業】、店舗改修支援事業、店舗取得支援事業等【新規事業】
テナント事業者に対する改装費の一部支援
を行う「あきないのまち支援事業」による空
き店舗対策に加えて、まちづくり事業者がテ
ナント誘致及び店舗管理を行う「店舗改修支
援事業」及び「店舗取得支援事業」等の実施
により、商店街の店舗の連続性が確保され、
まちのにぎわいを創出し新たな来街者の増加
を見込みます。
本計画の目標①「求心力のある商業・業務
エリアの形成」では、営業店舗数を年間１店
舗の増加、計画期間中では６店舗の増加を見
込む目標値としており、店舗の開店による新
たな来街者の増加を見込んでいます。右表「あ
きないのまち支援事業を活用した来店者数の
実績」より、直近３年間で「あきないのまち
支援事業」を活用して新規開店した15店舗の、
１日あたりの平均来店客数は23人/日であることから、計画期間中における空き店舗対策で
の来街者数の増加分を約270人/日と算定します。

６店舗（計画期間中の営業店舗の増加数 : 年間１店舗）× 23 人 / 日（１日当たり平均）
×２（往復）＝ 276 ≒ 270 人 / 日

２）既存店舗対策　
中心商店街稼ぐ力向上支援事業　【新規事業】
既存の営業店舗を対象に、各店舗の稼ぐ力を向上し商業地域としての求心力を高める取組
を支援することで、これまでの来店者に加え、新たな来店者が中心市街地への来街者として
増加し、まちのにぎわい創出の効果を図ります。
既存店舗対策による本事業では、年間３店舗を支援の対象（計画期間中では18店舗を対象）
として当該事業を実施する予定であり、新たに増加する来店者数は、上記１）の空き店舗対
策による新規開店による来店者数の平均23人/日のうち約３割が増加すると仮定して、その
増加数を通行量に積み上げして算定します。

18 店舗（計画期間中に既存店舗対策を実施する数：年間３店舗）×７人 /日（空き店舗対策
による来店平均 23 人 / 日の約３割）×２（往復）＝ 250 人 / 日

商店街の店舗対策等による通行量効果の合計は��520人／日��の増加を見込みます。

（資料：山口市ふるさと産業振興課調べ）

〇�あきないのまち支援事業を活用した
来店者数の実績
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③歩きたくなるまちなか整備事業（山口駅通り、商店街アーケード、大市商店街）【新規事業】
新本庁舎から山口駅へとつながる本市のメインストリートである山口駅通りやパークロー
ドにおいて、沿道の土地活用や道路空間を含む公共空間等の活用を検討し、歩きたくなる歩
行空間を形成するための「歩きたくなるまちなか整備事業（山口駅通り、商店街アーケード、
大市商店街）」の実施により、道路のバリアフリー化や修景整備を進めにぎわいの創出を図り、
更なる来街者の増加を見込みます。
また、歴史資源としての街道である萩往還の一部を含む中心商店街では「情報案内板設置
事業」により情報案内板を設置し、大内文化特定地域との回遊性を促進します。
本事業による通行量の算定は、これまで中心市街地に来街しなかった市民が、バリアフリー
化や修景整備により来街すると仮定して推計します。来街しなかった市民の数（割合）は、市
民アンケート調査において中心市街地に来ない人（24.4％）で、かつ中心市街地に全く魅力を
感じていない人（25.7％）、そのうち公園など公共空間の活用を希望する人（21.9％）として見
込み、これまで来街しなかった人が１週間のうち１日来街すると仮定して推計します。

193,683人（市人口）×24.4％（来街しない人の割合）×25.7％（来街しない人のうち、中心
市街地に全く魅力を感じてない割合）×21.9％（来街しない人のうち、公園等の公共空間の
整備を希望する割合）×２（往復）/７（１週間のうち１日）＝759≒750人／日

歩きたくなるまちなか整備事業（山口駅通り、商店街アーケード、大市商店街）による通
行量効果の合計は��750人／日��の増加を見込みます。

④アートでつなぐまちの活性化事業　【新規事業】
アートが持つ人と人とをつなぐツールとしての機能を活用し、新たなまちの魅力の発見や
経済活動の創出によるエリア価値の向上を図ることで、通行量の増加を図ります。商店街店
舗等のスペースを活用したＹＣＡＭ作品の展示等により、来街機会の創出を図ります。ＹＣ
ＡＭで実施した事業の実績により、通行量を算定し推計します。

【算定方法】
86人/日（ＹＣＡＭ来場者実績）×２（往復）＝172≒170人/日

この事業効果により、��170人／日��の通行量の増加を見込みます。

⑤その他効果を促進する事業等
ⅰ）まちなかクリエイティブフィールド事業　【新規事業】
中心商店街全体を活動のフィールドとし、子ども達がものづくりの活動を通じて地域とつ
ながることを目指す事業で、商店街の空き店舗を活用し、子ども達が主体的に地域に関わる
ことができる仕組みを持つ拠点を作り、商店街を盛り上げる様々な活動を展開します。本事
業では、親子連れの来街者の増加を見込みます。
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【算定方法】
10人/日（10組程度の親子の参加と見込む。通行量の計測は高校生以上のため保護者のみ集計）
×２（往復）＝20人/日

ⅱ）グランドパレス米屋町プライムマークス（分譲マンション）　【新規事業】
米屋町に建設予定のマンションが竣工することで通行量の増加が見込まれます。居住者（68
世帯、平均2.0人/世帯）のうち、一定数が買い物やイベント等に出掛けることで通行量が増
加すると見込みます。

【算定方法】
68世帯×2.0人×36.4％※２×２（往復）＝99≒90人/日
※２・・・�中心市街地居住者アンケートのうち、「様々なイベントがあって、人と触れ合う機会が多い」について「そう思う」

または「まあそう思う」と感じる割合。

その他効果を促進する事業等の効果により、��110人／日��の通行量増加を見込みます。

⇒�以上の事業効果により、計画が終了する令和８年度の商店街等通行量については、�
�約2,100人／日��の増加を見込みます。

４）フォローアップの考え方
毎年10月の平日（火曜日）と休日（日曜日）の各１日に、山口商工会議所が行っている通
行量調査により効果を検証します。本計画に記載した事業の完了が本調査以降となりフォロー
アップ報告書提出後に最新値が確定する見込みであるため、確定次第報告書に追記します。
また、ウォーカブルエリアの設定により、その事業の発現効果を新たに検証する必要がある
場合には、調査箇所の追加について検討します。
なお、まちなかでの買い物や食事による経済的活動のほか、様々なサービスの享受や各種
イベント等への参加により回遊性を高めることに加え、ウォーカブル推進事業による時間消
費型の取組を図ることとしていることから、「来街者の滞在時間（１時間30分以上）の割合」
についても継続して調査します。併せて、これまでの計画において目標指標とした「商店街
等通行量（イベント休日時の平均）」も中心市街地の持つポテンシャルを把握するため、参考
指標としてフォローアップします。
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（３）中心市街地における建物更新件数
１）中心市街地における建物更新件数
中心商店街やその後背地は、建物の多くが木造で建築年次が古く密集した地区になってお
り、街区によっては道路幅員が狭いことから防災面での課題や建て替え等の制約があります。
地震等の災害時に危険性を有する建物として、Ｓ56年の新耐震基準以前に建てられた物件が
多く、これらの物件を改築、改修、模様替え等行うことで安全・安心なまちづくりを図るこ
とを目指します。
このことから、市の事業の活用により改修・改築等実施した物件を建物更新の対象件数と
して集計します。

基準値（令和２年度） 目標値（令和８年度）

中心市街地における
建物更新件数（件）

３件
（Ｈ27からＲ１年度までの累計）

12件
（Ｒ３からＲ８年度までの累計）

２）数値目標設定の考え方
中心市街地において、築年数に関わらず市の事業を活用して改修・改築等更新された物件
の件数を集計し、事業効果を積み上げ目標値を定めます。

３）目標達成の考え方と必要な事業
①山口駅前地区住宅市街地総合整備事業　【継続事業】
本市では、戦災をまぬがれ昔のたたずまいが残る町並みや通りが多くある反面、狭隘道路
が影響して建築物の改修が容易に進まず、接道不良の低未利用地が点在していることから土
地の利便性が低下し、エリア価値を下げる大きな要因となっています。
平成28年に策定した住宅市街地整備計画に基づき、整備する路線を計画的に進めることで
課題解決を図るもので、特に以下の２路線については中心商店街の中央部に位置し、喫緊の
課題解決に向けた着手済み路線であり、中心市街地エリア全体に大きな効果をもたらす事業
です。

a）善福寺地蔵通り線
幅員が狭い道路では、緊急
車両等の進入ができず火災が
発生した際の延焼や地震によ
る連鎖的な倒壊といった危険
性を有しており、安全性が危
惧されます。更にアーケード
が設置された道路では、建築
基準法上、排煙や避難のため
の直交方向への道路が必須で
「側面建築物の延長概ね50ｍ以
下毎に避難上有効な道路があ
ること」とされています。
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市道善福寺地蔵通り線の延長は189ｍ、幅員は一番広い箇所で2.4ｍしかありません。その
起点は道場門前商店街アーケード延長の中央部分にあたり、側面建築物の延長が長い箇所で
あり（東交差点から64.93ｍ）、起点の道路幅は狭くなっています（2.27ｍ）。
本路線では、起点からの延長45ｍ部分は道路敷を含め幅員8.8ｍ以上を確保し、そこから
アーケードに並行した路地の幅員を終点まで約５～６ｍに拡幅する計画です。路線を拡幅す
ることで、緊急車両の通行が容易になり住民が安全に避難できるなど、沿線住宅地や商店街
店舗の防災性の向上が図られ、安全性も確保できます。
また、一般的にアーケードは雨など天候に左右されず歩けることから利便性が高い反面、
防火や交通上の弊害があるとされています。アーケード延長の中央付近に直交して広い道路
を設けることで、火災発生時の消火活動の確保やアーケード通行者の避難誘導等が容易とな
り、安全性の向上が図られることから、種々の弊害を大幅に軽減できます。
さらに路線幅員が拡幅され車両の乗り入れができることで、複数の地権者による店舗兼共
同住宅の建設といった土地の共同利用の可能性が広がるなど、これまで低未利用地となって
いた多くの沿線土地の利活用が進み、利便性や土地の価値の向上が図られます。

b）相物小路・銭湯小路線
中市商店街と大市商店街が
接続する交差点の、北側に銭
湯小路、南側に相物小路が位
置しています。当該地は、百
貨店の山口井筒屋から近くに
あることから人の往来が平日、
休日に関わらず非常に多く、
加えて、大型駐車場の中市井
筒屋駐車場（約400台収容）を
利用した車両も頻繁に通行す
る場所となっています。
しかしながら、人や車の通
行量の割に、小路の幅員は交
差点に最も近い場所で約3.2ｍと狭く、車１台が通行できる幅しかありません。しかも、車両
と歩行者の通行帯の区別はなく、歩行者は車両の通行に注意しながら往来しなければなりま
せん。また食い違い交差点であることから、離合が困難な上に視距不良となっている危険な
交差点であり、車両と人が接触事故を起こす危険性を有しています。
本路線では、相物小路の幅員が狭小な箇所の老朽家屋を除却・更新し道路幅員を５ｍに拡
幅し、反対の銭湯小路も車両が左折しやすいよう除却・拡幅をする計画で進めています。こ
れにより、スムーズな離合と食い違い交差点の解消、視距の改良が図られ、歩行者の通行の
安全も確保されます。
さらに当該地は、亀山周辺ゾーン、大内文化ゾーンが交わる場所に近いことから、ウォー
カブルエリアを設定する上で重要な箇所となっており、百貨店に近く中心商店街への人の往
来も頻繁な当該地を拡幅することは、安全安心の中心市街地をアピールするのに非常に有効
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であり、来街者の増加にも結び付くものです。除却した家屋の跡には共同建て替えの検討に
ついての可能性があり、土地の有効活用によるエリアの価値の向上が見込まれます。

事業実施にあたっては、地域住民への支障移転等の影響が少なく補償費を抑えた道路線形
としながら、老朽した建築物の除却・建替え等による狭隘道路の拡幅を行います。整備実施
後には、道路の拡幅により民間独自の建替え等が進み、市街地の更新が促進されることを見
込みます。
本計画期間中では、市の事業により��６件��の建物更新を計画しています。

②店舗改修支援事業　【新規事業】
老朽化等が原因で貸し出すことができなかった空き店舗の改修を支援する本事業において
は、本計画の目標①「求心力のある商業・業務エリアの形成」では、計画期間中に��６件��の
建物更新を計画していることから、同じ件数を目標値として積み上げます。
　
⇒上記２事業により、計画期間中では��12 件��の建物更新を見込みます。

４）フォローアップの考え方
毎年３月末の状況を把握することで達成状況を確認し、状況に応じて必要な措置を講じます。
なお、上記２事業の他の事業効果も含め、中心市街地が安全で安心して過ごすことができ
る空間となっているかを把握するため、来街者から「商店街についての印象・評価」のうち、「歩
きやすさ」、「高齢者・障がい者への配慮」に加え、「中心市街地が安全で安心して過ごすこと
ができる空間となっている」と「中心市街地は安全である」についても聞き取り、参考指標
としてフォローアップします。
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�４���土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する��
施設の整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項

［１］市街地の整備改善の必要性

（１）現状分析
本市の中心商店街やその後背地の建物の多くは、木造で建築年次の古い密集した地区に
なっており、街区によっては道路幅員が狭いことから防災面の課題や建て替え等の制約に
なっています。加えて、基盤が未整備なことから空き家となったり、除却して駐車場とし
て活用するケースが増えていく傾向にあり、地区内人口の減少、ひいては中心市街地の活
性化のマイナス要因となっていることから適切な土地利用を図っていく必要があります。

（２）市街地の整備改善の必要性
中心市街地の来街者を増加させていくためには、中心市街地が魅力的であり、良好な景
観や憩える空間の形成も合わせて実施していく必要があります。
密集市街地の課題については充分に現況を把握し、長期的な視野と将来像を持って適切
な事業計画を策定し、優先順位の高い箇所から事業化を進めていきます。
これらのことから、次の事業は、本計画の目標である「求心力のある商業・業務エリア
の形成」「交流と創造による来街機会の創出」「誰もが安心して過ごすことができるまちへ
の再生」の３つの視点から中心市街地の活性化を図る上で必要性が高く、中心市街地にお
ける街区の整備改善のための事業として、基本計画に位置付けます。

（３）フォローアップの考え方
フォローアップについては、毎年度末に基本計画に位置付けた取組の進捗状況の調査を
行い、状況に応じて事業の促進などの改善を図ります。

［２］具体的事業の内容
（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
路地のあるまちづくり
推進事業

【内容】
室町時代の町割りを

山口市 【位置づけ】
路地という本市の貴重
なまちなみを活用した
エリア価値の向上に向
けた調査検討を行う当
該事業は、目標②「交

【支援措置】
中心市街地活性化
ソフト事業

区域内
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残す中心市街地にお
いて多く残される路
地の新たな資源とし
ての活用のための調
査検討を行う。

【実施時期】
令和３年度

流と創造による来街機会
の創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
歩きたくなる歩行空間
を形成し「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【実施時期】
令和３年７月～令
和４年３月（令和３
年度）

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
山口駅前地区住宅市
街地総合整備事業

【内容】
密集市街地におい
て、老朽建築物の除
却・建替え等を善福
寺地蔵通り線、相物
小路・銭湯小路線で
進める。

【実施時期】
平成25年度～令和７
年度

山口市 【位置づけ】
現況調査や事業計画等
に基づき老朽建築物の
除却・建替え等を行う
当該事業は、目標③「誰
もが安心して過ごすこ
とができるまちへの再
生」に資する事業とし
て位置づけられる。

【必要性】
老朽建築物の除却・建
替えにより「中心市街
地における建物更新件
数」の増加に寄与する
ため。

【支援措置】
防災・安全交付金
（住宅市街地総合整
備事業）

【実施時期】
平成30年度～令和
４年度
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（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
歩きたくなるまちな
か整備事業（山口駅
通り）

【内容】
道路バリアフリー化
に併せた修景整備を
進める。

【実施時期】
令和６年度～令和８
年度

山口市 【位置づけ】
山口駅通りにおいて道
路のバリアフリーに併
せた修景整備を行う当
該事業は、目標②「交
流と創造による来街機
会の創出」に資する事
業として位置づけられ
る。

【必要性】
歩きやすい歩行空間を
形成し「商店街等通行
量」の増加に寄与する
ため。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度

【事業名】
歩きたくなるまちな
か整備事業（商店街
アーケード）

【内容】
アーケード内のタイ
ル舗装を改修する。

【実施時期】
令和４年度～令和９
年度

山口市 【位置づけ】
アーケード内のタイル
舗装を改修し、道路の
バリアフリーと修景整
備を行う当該事業は、
目標②「交流と創造に
よる来街機会の創出」
に資する事業として位
置づけられる。

【必要性】
歩きやすい歩行空間を
形成し「商店街等通行
量」の増加に寄与する
ため。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度

【事業名】
歩きたくなるまちな
か整備事業（大市商
店街）

【内容】
大市商店街の道路の
修景整備を進める。

【実施時期】
令和４年度～令和６
年度

山口市 【位置づけ】
大内文化特定地域との
連携を見据えた道路の
修景整備を行うことに
より、歩きやすく、歩
きたくなる歩行空間を
形成する当該事業は、
目標②「交流と創造に
よる来街機会の創出」
に資する事業として位
置づけられる。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度
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【必要性】
歩きたくなる歩行空間
を形成し「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【事業名】
市民会館前交差点改
良事業

【内容】
市民会館前の交差点
地下道の廃止や歩道
整備を進める。

【実施時期】
令和４年度～令和６
年度

山口市 【位置づけ】
中心市街地との往来が
容易となるよう、交差
点の地下道廃止や歩道
の整備を進める当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
道路のバリアフリーや
歩道の整備により歩き
やすい歩行空間を形成
し「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度

【事業名】
情報案内板設置事業

【内容】
萩往還である山口駅
通りを含む中心商店
街において、大内文
化特定地域に誘導す
る情報案内板の設置
を行う。

【実施時期】
令和４年度～令和６
年度

山口市 【位置づけ】
中心商店街等に情報案
内板の設置を行う当該
事業は、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」に資する事業
として位置づけられる。

【必要性】
他のゾーンとの回遊性
や歩きたくなる歩行空
間を形成し「商店街等
通行量」の増加に寄与
するため。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度

【事業名】
新本庁舎整備事業
（新本庁舎棟、市民
交流棟、新本庁舎前
広場、中央駐車場整
備）

【内容】
「市民が集う親しみ
をもてる庁舎」を目

山口市 【位置づけ】
新本庁舎整備と併せて、
市民交流棟、広場及び
駐車場整備を行う当該
事業は、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」に資する事業
として位置づけられる。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度
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指した「新本庁舎
棟」、市民が多目的
に利用可能な「市民
交流棟」、市民の憩
いの場となる「広場」
及び都市計画駐車場
と来街者駐車場を合
築した新たな中央駐
車場を整備する。

【実施時期】
令和３年度～令和８
年度

【必要性】
中心市街地への来街者
が増加し「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【事業名】
市道東山二丁目道場
門前二丁目線バリア
フリー化事業

【内容】
道路のバリアフリー
と修景整備を進め
る。

【実施時期】
令和４年度～令和５
年度

山口市 【位置づけ】
道路のバリアフリーと
修景整備を行うことに
より、歩きやすい歩行
空間を形成する当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
歩きたくなる歩行空間
を形成し「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度

（４）国の支援がないその他の事業
該当なし
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�５��都市福利施設を整備する事業に関する事項

［１］都市福利施設の整備の必要性

（１）現状分析
中心市街地は商店街のほか、高等学校、地域交流センター等の教育文化施設、病院、診
療所等の医療施設、子育て支援施設、市民活動支援施設、高齢者交流施設等の社会福祉
施設、郵便局、金融機関、新聞社、テレビ局等の多数の施設が集積しています。
さらに周辺においても、国の出先機関、県庁、県警本部、市役所といった行政機関、
幼稚園、小・中・高等学校、県立美術館、県立博物館、県立図書館などの教育文化施設、
総合病院など、多数の都市福利施設が立地しています。
このように中心市街地及びその周辺には、様々な都市福利施設が既に集積しており、こ
れら既存のストックを生かしつつ、更に集積を促し、機能やサービスの充実を図ってい
くことで、居住者や来街者の利便性を向上させていく必要があります。
中心市街地の65歳以上の高齢者の割合（人口）の推移は、平成17年の国勢調査では
26.6％（1,044人）、平成22年では26.7％（1,103人）平成27年では30.4％（1,224人）と10
年間で人口、割合ともに増加傾向にあり、今後も老年人口の増加が続くものと予測され
ます。
また、市民アンケート結果から、人と触れ合う機会やコミュニティの場としての中心
市街地の評価は前回調査（Ｈ25.1実施）から改善されておらず、誰もが活動しやすく、訪
れやすく、過ごしやすいまちづくりを進めることが必要となっています。

（２）都市福利施設の整備の必要性
上記の情勢を踏まえ、第１期、第２期計画でも取り組んできたＮＰＯ法人等が実施し
ている多様な世代に対する市民サービスの提供を講じることで、本計画の目標である「求
心力のある商業・業務エリアの形成」「交流と創造による来街機会の創出」「誰もが安心
して過ごすことができるまちへの再生」の３つの視点から中心市街地の活性化を図る上
で必要性が高く、中心市街地での都市福利施設を整備する事業として、次の事業を基本
計画に位置付けます。

（３）フォローアップの考え方
フォローアップについては、毎年度末に基本計画に位置付けた取組の進捗状況の調査
を行い、状況に応じて事業の促進などの改善を図ります。

［２］具体的事業の内容
（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
該当なし
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（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業
該当なし

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
地域子育て支援拠点
事業

【内容】
子育て中の親子が気
軽に集える「つどい
の広場」として、子
育て中の家族とそ
れを取り巻く地域の
人々の交流を図る。

【実施時期】
平成15年度～

NPO法人
あっと

【位置づけ】
子育て中の家族とそれ
を取り巻く地域の人々
の交流を図る当該事業
は、目標②「交流と創
造による来街機会の創
出」に資する事業とし
て位置づけられる。

【必要性】
中心市街地への来街者
増加につながり「商店
街等通行量」の増加に
寄与するため。

【支援措置】
子ども・子育て支
援交付金

【実施時期】
平成15年度～

【事業名】
放課後児童クラブ運
営事業

【内容】
保護者の就労等によ
り、放課後に留守
家庭児童となる小学
生を対象に適切な遊
びと生活の場を提供
し、児童の健全な育
成を図る。

【実施時期】
平成29年度～

山口市 【位置づけ】
児童クラブの取組を通
じて子どもたちが中心
市街地内で活動するこ
とにより、児童クラブ
の子ども及びその保護
者等々の交流が広がる
当該事業は、目標②「交
流と創造による来街機
会の創出」に資する事
業として位置づけられ
る。

【必要性】
中心市街地への来街者
増加につながり「商店
街等通行量」の増加に
寄与するため。

【支援措置】
子ども・子育て支
援交付金

【実施時期】
平成29年度～
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（４）国の支援がないその他の事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
ほっとさろん中市
「まちのえき」事業

【内容】
空き店舗を活用し、
交流サロン事業、車
椅子やベビーカーな
どの貸出しを行うタ
ウンモビリティ事
業、まちの保健室事
業を行う。

【実施時期】
平成15年度～

ＮＰＯ法人�
山口せわやき�
ネットワーク

【位置づけ】
交流サロンやタウンモ
ビリティ事業による買
い物等の利便性向上を
はじめ高齢者、障がい
者福祉の増進を図る当
該事業は、目標②「交
流と創造による来街機
会の創出」に資する事
業として位置づけられ
る。

【必要性】
来街の動機付けにつな
がり「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【事業名】
市民活動支援セン
ター「さぽらんて」
事業

【内容】
空き店舗を活用し、
各種講座やイベン
ト、交流会の継続的
な開催などを通じ、
市民と行政が協働し
て地域社会の発展を
目指し、市民活動の
参加へのきっかけづ
くりと活動への働き
かけを行う。

【実施時期】
平成13年度～

ＮＰＯ法人�
山口せわやき�
ネットワーク

【位置づけ】
市民との協働体制の構
築を図る当該事業は、
目標②「交流と創造に
よる来街機会の創出」
に資する事業として位
置づけられる。

【必要性】
来街の動機付けにつな
がり「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【事業名】
「オアシスどうもん」
フィットネスクラブ
事業

株式会社
どうもん
フィット
ネス

【位置づけ】
シニア運動健康サロン
や地域交流サロンを運
営することで、地域住
民や運動仲間らとのコ
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【内容】
空き店舗を活用し、
シニア向け運動健康
サロンや無料休憩所
等を備えた地域交流
サロンの運営を行
う。

【実施時期】
平成24年度～

ミュニケーションを図
る当該事業は、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。

【必要性】
来街の動機付けにつな
がり「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。
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�６�
��公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の� �
供給のための事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための� �
事業等に関する事項

［１］街なか居住の促進および居住環境向上の必要性

（１）現状分析
中心市街地の居住人口は、近年、第１期、第２期計画に位置付けられた事業実施による
効果や民間マンション等の立地により安定しています。
また、まちなか居住者アンケート結果からは、買い物の利便性やお店の人とのコミュニ
ケーションが取れることへの評価が高いこと、医療・福祉施設や学校、幼稚園等の教育機
関、文化施設、公共施設への行きやすさについても評価が高いことから、中心市街地の利
便性の高さがうかがわれます。一方で、密集市街地においては、車利用の不便さや、火事
や地震等に対する防災面での不安もあり、今後のまちづくりの課題となっています。

（２）街なか居住の促進および居住環境向上の必要性
上記のとおり、中心市街地は商店街などの商業機能に加え、公共交通ネットワークや道
路などのインフラに加え、人々が住んだり、商売をしたり、働いたりする様々な機能が集
積していることから、「歩いて暮らせるまちづくり」の最適地であり、同時に居住者の経
済活動を活発にすることで、それらの機能が支えられていくものとなります。
また、密集市街地の課題については充分に現況を把握し、長期的な視野と将来像を持っ
て適切な事業計画を策定し、優先順位の高い箇所から事業化を進めていきます。
これらのことから、本計画の目標である「求心力のある商業・業務エリアの形成」「交
流と創造による来街機会の創出」「誰もが安心して過ごすことができるまちへの再生」の
３つの視点から中心市街地の活性化を図る上で必要性が高く、街なか居住推進及び居住環
境改善のための事業として、次の事業を基本計画に位置付けます。

（３）フォローアップの考え方
フォローアップについては、毎年度末に基本計画に位置付けた取組の進捗状況の調査を
行い、状況に応じて事業の促進などの改善を図ります。

［２］具体的事業の内容
（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
該当なし
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（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
山口駅前地区住宅市
街地総合整備事業
（再掲）

【内容】
密集市街地におい
て、老朽建築物の除
却・建替え等を善福
寺地蔵通り線、相物
小路・銭湯小路線で
進める。

【実施時期】
平成25年度～令和７
年度

山口市 【位置づけ】
現況調査や事業計画等
に基づき老朽建築物の
除却・建替え等を行う
当該事業は、目標③「誰
もが安心して過ごすこ
とができるまちへの再
生」に資する事業とし
て位置づけられる。

【必要性】
老朽建築物の除却・建
替え等を行うことから、
「中心市街地における建
物更新件数」の増加に
寄与するため。

【支援措置】
防災・安全交付金
（住宅市街地総合整
備事業）

【実施時期】
平成30年度～令和
４年度

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業
該当なし

（４）国の支援のないその他の事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
グランドパレス米屋
町プライムマークス
（分譲マンション）

【内容】
都市機能が集約され
利便性の高い中心市
街地において、魅力
ある店舗付き共同住
宅の供給を行う。
敷地面積：1,320.91㎡
戸　　数：68戸

第一交通
産業株式
会社

【位置づけ】
居住者の増加による中
心市街地の活力向上を
図る当該事業は、目標
②「交流と創造による
来街機会の創出」に資
する事業として位置づ
けられる。

【必要性】
まちの活力が増し魅力
向上により「商店街等
通行量」の増加に寄与
するため。
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【実施時期】
令和２年度～令和４
年度
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�７���中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化の� �
ための事業及び措置に関する事項

［１］商業の活性化の必要性

（１）現状分析
中心市街地の商業について、小売業商店数（市全域に占める割合）は平成９年では466
店（19.5％）が平成28年には269店（15.2％）に、また、小売業年間商品販売額（市全域
に占める割合）についても、平成９年では46,736百万円（19.4％）が平成28年には20,917
百万円（9.2％）と、約20年間で半分以下になり、郊外店の進出等により相対的に中心市
街地の商業機能が低下しています。
空き店舗数については、第２期計画期間中に28店舗まで減少しましたが、一方で営業
店舗数についても、平成26年度の286店舗から令和２年度は275店舗に減少しています。
市民アンケートの結果からは、中心市街地に不足している商業施設として映画館、劇場、
レストラン、カフェ、生活雑貨店等が挙げられており、市民ニーズと中心市街地で提供
するサービスのミスマッチがあると考えられます。
また、第２期計画において、商店街等通行量（休日）の数値目標達成には至っておらず、
滞在時間１時間30分未満の割合が５割を超えている状況から、店舗の魅力を向上させて
いくことにより全体の回遊性を高めていく必要があります。

（２）商業の活性化のための事業の必要性
上記から、第１期、第２期計画での投資効果を面的に波及させていくためには、中心
市街地の活性化の阻害要因となっている空き店舗に対して、市民ニーズに沿ったテナン
トを誘致していく必要があるとともに、営業店舗数の減少を抑える施策が必要です。
また、中心市街地の立地や資源を生かした魅力的なイベントを定期的に開催すること
で、様々な世代の来街者に楽しい時間を共有してもらう必要があります。
これらのことから、次の事業は、本計画の目標である「求心力のある商業・業務エリ
アの形成」「交流と創造による来街機会の創出」「誰もが安心して過ごすことができるま
ちへの再生」の３つの視点から中心市街地の活性化を図る上で必要性が高く、中心市街
地での商業の活性化のための事業として、基本計画に位置付けます。

（３）フォローアップの考え方
フォローアップについては、毎年度末に基本計画に位置付けた取組の進捗状況の調査
を行い、状況に応じて事業の促進などの改善を図ります。

［２］具体的事業の内容
（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし
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（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための位置づ
け及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
あきないのまち支援
事業

【内容】
空き店舗への新規開
業者に対して、出店
時の店舗改装に係る
費用を助成する。
①飲食業
対象経費の1/2以内
（上限150万円）
②�飲食以外の小売・
サービス業
対象経費の1/2以内
（上限100万円）
③事務所
対象経費の1/2以内
（最大100万円＋家賃
補助）

【実施時期】
平成20年度～

山口市 【位置づけ】
来街者のニーズに適合
した商業施設（飲食業、
小売業、サービス業等）
等の出店促進を図り、
魅力ある中心商店街の
創出を図る。当該事業
は、目標①「求心力の
ある商業・業務エリア
の形成」、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」に資する事業
として位置づけられる。

【必要性】
空き店舗への出店によ
るにぎわいの創出やま
ち全体の魅力向上によ
り、「中心商店街営業店
舗数」、「中心商店街へ
の新規出店数」及び「商
店街等通行量」の増加
に寄与するため。

【支援措置】
中心市街地活性化
ソフト事業

【実施時期】
令和３年７月～令
和９年３月
（令和３年度～令和
８年度）

区域内

【事業名】
中心市街地活性化
事業

【内容】
中心商店街の活力向
上や活性化のため、
イベントの企画・運
営や空き店舗対策、
イベントサポート
などを行うタウン
マネージャーを設置
する商工会議所に対
し、謝金として人件

山口市 【位置づけ】
中心市街地全体を経営
的視点からコーディ
ネートし、空き店舗対
策やイベント支援等を
通じた中心商店街の活
性化を図る当該事業は、
目標①「求心力のある
商業・業務エリアの形
成」、目標②「交流と創
造による来街機会の創
出」に資する事業とし
て位置づけられる。

【支援措置】
中心市街地活性化
ソフト事業

【実施時期】
令和３年７月～令和
９年３月
（令和３年度～令和
８年度）

区域内
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費相当分の一部を助
成する。

【実施時期】
平成21年度～

【必要性】
空き店舗対策によるに
ぎわいの創出やまち全
体の魅力向上により、
「中心商店街営業店舗
数」、「中心商店街への
新規出店数」及び「商
店街等通行量」の増加
に寄与するため。

【事業名】
アートでつなぐまち
の活性化事業

【内容】
アートが持つ人と人
とをつなぐツールと
しての機能を活用し
て、ＹＣＡＭ作品の
展示等を空き店舗・
空きスペースを利活
用して行う。

【実施時期】
令和３年度～

山口市 【位置づけ】
アート作品の展示を通
じ、新たなまちの魅力
の発見や経済活動の創
出を図り、エリア価値
の向上に繋げる当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
来街者が増加し「商店
街等通行量」の増加に
寄与するため。

【支援措置】
中心市街地活性化
ソフト事業

【実施時期】
令和３年７月～令
和９年３月
（令和３年度～令和
８年度）

区域内

【事業名】
山口市芸術家育成支
援事業

【内容】
中心商店街の店舗ス
ペース等を活用し、
「やまぐち新進アー
ティスト大賞」受賞
者の展覧会を開催す
る。

【実施時期】
平成20年度～

山口市 【位置づけ】
にぎわいの創出と魅力
の向上を図る当該事業
は、目標②「交流と創
造による来街機会の創
出」に資する事業とし
て位置づけられる。

【必要性】
来街者が増加し「商店
街等通行量」の増加に
寄与するため。

【支援措置】
中心市街地活性化
ソフト事業

【実施時期】
令和３年７月～令
和９年３月
（令和３年度～令和
８年度）

区域内
外
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【事業名】
集約駐車場適地検討
事業

【内容】
マイカーや公共交通
により、だれもが来
街しやすい中心市街
地を目指すためフリ
ンジ駐車場のあり方
について調査検討を
行う。

【実施時期】
令和３年度～令和４
年度

山口市 【位置づけ】
中心市街地区域におけ
る「歩きたくなるまち
なか」の形成のため、
集約駐車場の適地や規
模に関する調査検討を
行う当該事業は、目標
②「交流と創造による
来街機会の創出」に資
する事業として位置づ
けられる。

【必要性】
来街者が増し、「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【支援措置】
中心市街地活性化
ソフト事業

【実施時期】
令和３年７月～令
和５年３月
（令和３年度～令和
４年度）

区域内
外

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業
該当なし

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための
位置づけ及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
にぎわいのまち支援
事業

【内容】
賑わいの創出に向け
た集客イベントに
対して費用を助成す
る。
対象経費の1/2以内
（上限50万円）

【実施時期】
平成21年度～

山口市 【位置づけ】
商店街組合等が中心商
店街において来街者
ニーズにあったイベン
ト、地域の活性化や波
及効果があるイベント
を実施する当該事業は、
目標②「交流と創造に
よる来街機会の創出」
に資する事業として位
置づけられる。

【必要性】
来街者が増加し「商店

【支援措置】
地方創生推進交付
金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度
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街等通行量」の増加に
寄与するため。

【事業名】
中心市街地情報発信
事業

【内容】
中心市街地活性化協
議会及びまちづくり
関係者と連携し、広
報誌の定期的な発行
やインターネットを
活用し、様々な取組
や魅力情報等を発信
する。中心商店街稼
ぐ力向上支援事業や
まちづくり事業者の
ＳＮＳ等と連動しス
マート商店街に向け
た取組も効果的に
行う。

【実施時期】
平成19年度～

山口市 【位置づけ】
中心市街地の店舗やイ
ベントに関する情報、
市の施策等を広く発信
する当該事業は、目標
①「求心力のある商業・
業務エリアの形成」、目
標②「交流と創造によ
る来街機会の創出」に
資する事業として位置
づけられる。

【必要性】
来街機会の創出やにぎ
わいの創出によるまち
の魅力向上により、「中
心商店街営業店舗数」、
「中心商店街への新規出
店数」及び「商店街等
通行量」の増加に寄与
するため。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度

【事業名】
遊休不動産活用推進
事業

【内容】
まちづくり事業者に
よるリノベーショ
ン物件の掘り起こ
しのほか、不動産
オーナーへのストッ
ク活用の啓発や店舗
経営者の発掘に向け
たセミナーやワーク
ショップ等を開催
する。

山口市 【位置づけ】
遊休不動産の活用を進
め、既存ストックの活
用や老朽化による店舗
減少の防止を図り、中
心商店街の再生に取り
組む当該事業は、目標
①「求心力のある商業・
業務エリアの形成」、目
標③「誰もが安心して
過ごすことができるま
ちへの再生」に資する
事業として位置づけら
れる。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度
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【実施時期】
平成27年度～

【必要性】
店舗等の遊休不動産の
活用により、「中心商
店街営業店舗数」、「中
心商店街への新規出店
数」、及び「中心市街地
における建物更新件数」
の増加に寄与するため。

【事業名】
中心商店街稼ぐ力向
上支援事業

【内容】
中心商店街全体の稼
ぐ力の向上に向け
て、ＱＲコード等を
利用したキャッシュ
レス化やスタンプ
カード・クーポン機
能のデジタル化等ス
マート商店街に資す
る取組や、多種多様
な店舗が集積してい
る環境を最大限に生
かすため事業者間連
携による新しいサー
ビスの創出、大学・
地域との連携による
新たな商品の開発、
広域からの来街者の
増加に資する取組等
について、既存店舗
等が負担する経費を
助成する。

対象経費の1/2以内
（上限50万円）

【実施時期】
令和３年度～

山口市 【位置づけ】
商店街の既存店舗の連
携事業や創意工夫によ
る取組を支援するもの
であり、新たな顧客の
開拓や回遊性の向上を
図るとともに、既存店
舗の事業継続に資する
当該事業は、目標①「求
心力のある商業・業務
エリアの形成」、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。

【必要性】
既存店舗の魅力向上を
図るための経営支援等
により、「中心商店街営
業店舗数」、「中心商店
街への新規出店数」、及
び「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度
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【事業名】
中心商店街賑わい創
出事業

【内容】
百貨店や高等学校、
美術館など中心商店
街の周辺施設と連携
して、市内各地域や
多様な活動主体と
いった幅広いプレイ
ヤーと、商店街全体
の集客に結びつくイ
ベントを実施する。

【実施時期】
平成31年度～

山口市 【位置づけ】
中心商店街と周辺施設
とが連携して、集客効
果が一過性ではないイ
ベントを実施する当該
事業は、目標①「求心
力のある商業・業務エ
リアの形成」、目標②「交
流と創造による来街機
会の創出」に資する事
業として位置づけられ
る。

【必要性】
継続的なにぎわいの創
出を図るための周辺施
設との連携により、「中
心商店街営業店舗数」、
「中心商店街への新規出
店数」、及び「商店街等
通行量」の増加に寄与
するため。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度

【事業名】
店舗改修支援事業

【内容】
老朽化や店舗一体型
住居が原因で長期間
空き店舗となってい
る物件をまちづくり
事業者が借り受け、
リノベーションによ
り建物を再生し、テ
ナントとして出店者
にサブリースする事
業に対して、建物調
査費用及び改修費用
を助成する。

〇調査支援
対象経費の2/3以内

山口市 【位置づけ】
長期間空き店舗となっ
ており不動産市場に流
通しなかった空き店舗
を再生させ、店舗の連
続性を確保しにぎわい
の創出を図る当該事業
は、目標①「求心力の
ある商業・業務エリア
の形成」、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」、目標③「誰も
が安心して過ごすこと
ができるまちへの再生」
に資する事業として位
置づけられる。

【必要性】
長期間の空き店舗が解

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度
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（上限７万円/㎡）

〇改修支援
対象経費の2/3以内
上限1,000万円
（地区計画未設定エ
リアは1/3以内、上
限500万円）

【実施時期】
令和３年度～

消され営業店舗として
再度活用されることに
より、「中心商店街営業
店舗数」、「中心商店街
への新規出店数」、「商
店街等通行量」及び「中
心市街地における建物
更新件数」の増加に寄
与するため。

【事業名】
多様性あふれる商店
街推進事業

【内容】
百貨店との連携によ
り空きスペース・空
き店舗等を活用し、
市内各地域の魅力あ
る特産品の販売や地
域資源の情報発信、
山口ならではの商品
販売やサービス、教
育的なコンテンツや
アクティビティの提
供等、商業活動以外
も含めた様々なプレ
イヤーの多様な活動
の展開を図る場を通
年で運営するための
費用を助成する。

【実施時期】
令和３年度～

山口市 【位置づけ】
商業活動に限らない多
様な活動を支援するこ
とで、買い物以外での
来街目的を創出し、市
内外を問わず幅広い世
代の来街機会に結び付
ける事業。
当該事業は、目標①「求
心力のある商業・業務
エリアの形成」、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。

【必要性】
空き店舗、空きスペー
スの活用や来街機会の
創出により、「中心商
店街営業店舗数」、「中
心商店街への新規出店
数」、及び「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度

【事業名】
中心商店街商環境向
上支援事業

山口市 【位置づけ】
商店街としてあるべき
姿やまちなみが保たれ
る当該事業は、目標①

【支援措置】
地方創生推進交付金
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【内容】
商店街の店舗を対象
に、統一コンセプト
に基づいた商店街空
間の魅力向上に資す
るファサードの整備
や、来街者の利便性
の向上に資する店舗
環境整備費用を助成
する。

【実施時期】
令和４年度～

「求心力のある商業・業
務エリアの形成」、目標
②「交流と創造による
来街機会の創出」に資
する事業として位置づ
けられる。

【必要性】
商店街としての街並み
が整い魅力が向上する
ことにより「中心商店
街営業店舗数」、「中心
商店街への新規出店
数」、及び「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度

【事業名】
店舗取得支援事業

【内容】
商店街の店舗の連続
性の確保に向けて、
商店街組合等がアー
ケードに面した店舗
1階部分の商業床を
買い取り、にぎわい
の創出に資する店舗
としてサブリースし
て運営する事業に対
して、取得費の一部
を助成する。

対象経費の2/3以内
上限3,000万円
（地区計画未設定エ
リアは1/3以内、上
限1,500万円）

【実施時期】
令和４年度～

山口市 【位置づけ】
店舗の連続性が確保さ
れ、まちのにぎわいの維
持に繋がる当該事業は、
目標①「求心力のある商
業・業務エリアの形成」、
目標②「交流と創造によ
る来街機会の創出」に資
する事業として位置づけ
られる。

【必要性】
営業店舗が増えまちの
にぎわいが創出される
ことにより、「中心商
店街営業店舗数」、「中
心商店街への新規出店
数」、及び「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度
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【事業名】
まちなみ規範策定支
援事業

【内容】
アーケード商店街と
して歩きたくなる空
間を形成するための
ルールを定める。

【実施時期】
令和２年度～令和３
年度

山口市
地元住民

【位置づけ】
アーケード商店街が歩き
たくなる空間となるため
のルールを定め、沿道の
土地や道路空間の活用を
検討する当該事業は、目
標①「求心力のある商業・
業務エリアの形成」、目
標②「交流と創造による
来街機会の創出」に資す
る事業として位置づけら
れる。

【必要性】
アーケード商店街の公
共空間等の有効活用に
より、「中心商店街営業
店舗数」、「中心商店街
への新規出店数」、及び
「商店街等通行量」の増
加に寄与するため。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度

【事業名】
まちづくりファンド
事業

【内容】
マネジメント型まち
づくりファンドによ
り、店舗改修費用等
まちづくり事業に係
る資金調達の一部に
活用することで、事
業の円滑な推進を図
る。

【実施時期】
令和３年度～

民間都市
開発推進
機構、
金融機関

【位置づけ】
まちづくり事業のための
資金調達を円滑にする当
該事業は、目標①「求心
力のある商業・業務エリ
アの形成」、目標②「交
流と創造による来街機会
の創出」、目標③「誰も
が安心して過ごすことが
できるまちへの再生」に
資する事業として位置づ
けられる。

【必要性】
まちづくり事業が促進
し、市街地の再生が
図られることにより、
「中心商店街営業店舗
数」、「中心商店街への
新規出店数」、「商店街

【支援措置】
マネジメント型まち
づくりファンド
（民間都市開発推進
機構）

【実施時期】
令和３年度～
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等通行量」及び「中心
市街地における建物更
新件数」の増加に寄与
するため。

（４）国の支援がないその他の事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための位置づけ

及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
中心市街地活性化整
備事業

【内容】
商店街の舗装補修や
防災機能の向上等に
対する費用を助成す
る。
対象経費の1/2以内

【実施時期】
平成21年度～

山口市 【位置づけ】
カラー舗装等の修景整
備やアーケードの雨漏
り対策により、良好な
アーケード空間の保全
が期待できる当該事業
は、目標②「交流と創
造による来街機会の創
出」、目標③「誰もが安
心して過ごすことがで
きるまちへの再生」に
資する事業として位置
づけられる。

【必要性】
安全性や防災機能の向
上により、「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【事業名】
山口市中心市街地活
性化対策資金融資

【内容】
中心市街地区内に事
業所を有して事業活
動を行う中小小売業
者等に対し、当該事
業所における事業活

山口市 【位置づけ】
中心市街地区内の事業者
に対する融資制度で事業
継続を図る当該事業は、
目標①「求心力のある商
業・業務エリアの形成」
に資する事業として位置
づけられる。
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動に必要な資金を融
資するとともに、信
用保証料の一部を補
助する。
【実施時期】
平成12年度～

【必要性】
営業店舗の維持・確保
により、「中心商店街営
業店舗数」の増加に寄
与するため。

【事業名】
中心商店街開業サ
ポートセンター事業

【内容】
空き店舗に関する情
報の収集、発信、出
店相談窓口、各種支
援の案内等を一元的
に集約し、開業につ
なぐ。

【実施時期】
令和３年度～

株式会社
街づくり
山口

【位置づけ】
空き店舗に関する情報
等を一元化し出店を促
進する当該事業は、目
標①「求心力のある商
業・業務エリアの形成」、
目標②「交流と創造に
よる来街機会の創出」
に資する事業として位
置づけられる。

【必要性】
出店によるにぎわいの
創出やまち全体の魅力
向上により、「中心商
店街営業店舗数」、「中
心商店街への新規出店
数」、及び「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【事業名】
「日本のクリスマス
は山口から」事業

【内容】
「日本のクリスマス
発祥の地」という本
市固有の歴史を活用
し、市内各所でイル
ミネーションの装飾
やコーラス、ワーク
ショップのイベント
を開催する。

日本のク
リスマス
は山口か
ら実行委
員会

【位置づけ】
本市固有の歴史を活用
した集客性のある当該
事業は、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」に資する事業
として位置づけられる。

【必要性】
来街者の増加につなが
り、「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。
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【実施時期】
平成20年度～

山口七夕ちょうちん
まつり

【内容】
室町時代、竹笹の上
に高澄籠を灯したの
が山口七夕ちょうち
んまつりの始まり。
日本三大火祭りの一
つといわれ、数万個
の紅提灯を中心商店
街及び周辺に飾りつ
ける祭事。

【実施時期】
約450年前～

ふるさと
まつり実
行委員会

日本三大火祭りといわれ
るちょうちんまつりの開
催による集客効果やにぎ
わいの創出と、商店街を
あげて提灯の飾り付けを
実施する当該事業は、目
標②「交流と創造による
来街機会の創出」に資す
る事業として位置づけら
れる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
ＨＯＬＡ！やまぐち
スペインフィエスタ
事業

【内容】
歴史的にもサビエル
が布教を行ったこと
から、スペインパン
プローナ市と姉妹都
市提携をしており、
中心商店街を舞台に
スペインにちなんだ
ダンスの披露や飲食
ブースの出店などを
実施する。

【実施時期】
平成20年度～

やまぐち
スペイン
フィエス
タ実行委
員会

【位置づけ】
各商店街と百貨店が連
携し、中心市街地が一
体となって、まち全体
をステージとする回遊
型イベントである当該
事業は、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」に資する事業
として位置づけられる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。
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【事業名】
Halloween仮装パ
レード事業

【内容】
誰でも気軽に仮装し
て参加できるイベン
トで、商店街内を練
り歩き、あわせて仮
装コンテストも実施
する。

【実施時期】
平成20年度～

サークル
セブン

【位置づけ】
中心商店街全体をス
テージとした多世代が
参加することができる
イベントである当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
商店街職場体験事業

【内容】
小学生に「商品販売」
「商品整理」「商品づ
くり体験」など職場
体験を通して、商店
街や個店の魅力を発
見する。

【実施時期】
平成22年度～

サークル
セブン

【位置づけ】
中心商店街の若手経営
者と大学生が連携し一
体となって進める当該
事業は、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」に資する事業
として位置づけられる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
中心商店街イルミ
ネーション事業

【内容】
中心商店街において
冬の風物詩として12
月に商店街全体をイ
ルミネーションで飾
りつけ、雰囲気づく
りを行い、新たな魅

各商店街 【位置づけ】
商店街全体をイルミ
ネーションで飾りつけ
る事業当該事業は、目
標②「交流と創造によ
る来街機会の創出」に
資する事業として位置
づけられる。
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力的商業空間を創出
する。

【実施時期】
平成20年度～

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
山口祇園祭

【内容】
山口三大祭りのひと
つに数えられる約
550年続く伝統的な
祭事

【実施時期】
約550年前～

祇園祭
振興会

【位置づけ】
歴史ある山口祇園祭を
中心市街地で実施する
当該事業は、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
山口天神祭

【内容】
山口三大祭りのひと
つに数えられる約
400年続く伝統的な
祭事

【実施時期】
約400年前～

古熊神社 【位置づけ】
歴史ある山口天神祭を
中心市街地で実施する
当該事業は、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
市民総踊り「やまぐ
ちＭＩＮＡＫＯＩ�
のんた」開催事業

ふるさと
まつり実
行委員会

【位置づけ】
中心商店街を練り歩く
市民総踊りの当該事業
は、目標②「交流と創
造による来街機会の創
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【内容】
音楽に合わせ中心商
店街を練り歩く市民
総踊りのイベント。

【実施時期】
昭和39年度～

出」に資する事業とし
て位置づけられる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
冬の山口デー開催
事業

【内容】
商店街連合会による
冬の販売促進事業

【実施時期】
明治42年度～

山口市
商店街
連合会

【位置づけ】
各商店街が一体となり、
多彩なイベントを点在
的に開催し販売促進を
図る当該事業は、目標
②「交流と創造による
来街機会の創出」に資
する事業として位置づ
けられる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
共通駐車サービス券
システム事業

【内容】
中心商店街での買い
物（2,000円以上）で
共通駐車サービス券
を発行し、駐車料金
の割引（１時間無料）
又はコミュニティバ
ス利用料の割引（100
円）を実施する。

【実施時期】
平成12年度～

株式会社
街づくり
山口

【位置づけ】
共通駐車券の発行によ
り中心商店街へ車やコ
ミュニティバスで来街
機会の創出を図る当該
事業は、目標②「交流
と創造による来街機会
の創出」に資する事業
として位置づけられる。

【必要性】
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。
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【事業名】
「山口街中」運営事業

【内容】
中心商店街のホーム
ページ「山口街中」
を運営する。

【実施時期】
平成22年度～

山口市
商店街
連合会

【位置づけ】
中心商店街の店舗情報・
イベント情報等をホー
ムページ「山口街中」
により発信する当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
次世代育成カフェ・
サロン

【内容】
まちづくりの次世代
を担う若手人材の育
成、交流及び事業発
掘を通じ、空き店舗
を活用した創業やイ
ベント開催等を実施
する。

【実施時期】
平成30年度～

株式会社
みんなの
ショクバ

【位置づけ】
まちづくりの次世代を
担う交流拠点を運営す
る当該事業は、目標①
「求心力のある商業・業
務エリアの形成」、目標
②「交流と創造による
来街機会の創出」に資
する事業として位置づ
けられる。

【必要性】
店舗の魅力向上により
にぎわいが創出され来
街者が増え、「中心商店
街営業店舗数」、「中心
商店街への新規出店数」
及び「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【事業名】
青空天国いこいの
広場

青空天国
いこいの
広場実行
委員会

【位置づけ】
市内外から多くの家族
連れが来街する当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
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【内容】
毎年５月５日のこど
もの日に中心市街地
を会場として開催
され、親子を対象と
した遊びや学び、グ
ルメなど多岐にわ
たるイベントを開
催する。

【実施時期】
昭和48年度～

創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
にぎわいの創出により
来街者が増え「商店街
等通行量」の増加に寄
与するため。

【事業名】
結人祭

【内容】
「学生と地域をつな
ぐ」をコンセプトに、
山口が人と人とのつ
ながりで溢れる温か
い街になってほしい
という思いから誕生
したイベントで、中
心市街地エリア内の
各所に設置したス
テージでよさこいを
演舞する。

【実施時期】
平成24年度～

山口市
商店街
連合会

【位置づけ】
学生と地域をつなぐ大
学連携事業で、地域や
学生の来街のみならず
全国規模での参加があ
る当該事業は、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。

【必要性】
まちのにぎわいや魅力
が向上し、「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【事業名】
こめこめマルシェ

【内容】
毎月第１日曜日に亀
山公園で開催される
骨董市と合わせ、ハ
ンドメイド雑貨、焼
き菓子の販売、ワー

米屋町
振興会

【位置づけ】
周辺ゾーンのイベント
に合わせて商店街への
回遊効果を図る当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
創出」に資する事業と
して位置づけられる。
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クショップ、フリー
マーケット等を開催
する。

【実施時期】
平成26年度～

【必要性】
まちのにぎわいが創出
され来街者が増え「商
店街等通行量」の増加
に寄与するため。

【事業名】
西門前100円商店街

【内容】
年金支給日に合わせ
て各店舗が様々な
100円商品を販売し、
常連客へのサービス
と新規顧客の開拓を
行う。

【実施時期】
平成22年度～

本町商店街
振興組合

【位置づけ】
商店街に地元地方銀行
支店が立地する特性を
活かしたユニークな取
組である当該事業は、
目標①「求心力のある
商業・業務エリアの形
成」、目標②「交流と創
造による来街機会の創
出」に資する事業とし
て位置づけられる。

【必要性】
店舗の魅力向上により
にぎわいが創出され来
街者が増え、「中心商店
街営業店舗数」、「中心
商店街への新規出店数」
及び「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【事業名】
まちゼミ

【内容】
商店街店舗の店員が
自ら講師となって、
プロならではの専門
知識や情報、コツを
来店者に無料で教え
るミニ講座を定期的
に開催する。

株式会社
街づくり
山口

【位置づけ】
商店街における新たな
コンテンツの提供及び
新規顧客獲得を図る当
該事業は、目標①「求
心力のある商業・業務
エリアの形成」、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。
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【実施時期】
令和２年度～

【必要性】
店舗の魅力向上により
にぎわいが創出され来
街者が増え、「中心商店
街営業店舗数」、「中心
商店街への新規出店数」
及び「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。
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�８��４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項

［１］公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性

（１）現状分析
本市は、移動手段として自家用車に依存する割合が高く、公共交通機関の利用者数は
低い傾向にあります。中心市街地内の南にはＪＲ山口駅があり、一日平均乗車人員数は
一定の割合で推移しています。
一方で、本市の老年人口（65歳以上）の割合（人口）は、平成17年の国勢調査では
21.7％（43,297人）、平成27年では28.0％（55,198人）、中心市街地においても、平成17年
が26.6％（1,044人）、平成27年では30.4％（1,224人）と人口・割合ともに増加傾向にあ
ります。今後も公共交通が、自家用車を運転しない高齢者や子ども等の交通弱者にとって、
中心市街地とその周辺や郊外地域の行き来を支える移動手段や生活手段となるよう、公
共交通の体系的な整備が必要となっています。

（２）公共交通機関の利便性の増進の必要性
上記から、高齢者や障がい者、子どもといった交通弱者が、行きたい場所に行きやす
くなるような方策や、中心市街地を訪れる人または住む人に様々な移動手段を用意する
ことなど、中心市街地へのアクセスと回遊性の向上を図ることが必要です。
これらのことから、次の事業は、本計画の目標である「求心力のある商業・業務エリ
アの形成」「交流と創造による来街機会の創出」「誰もが安心して過ごすことができるま
ちへの再生」の３つの視点から中心市街地の活性化を図る上で必要性が高く、基本計画
に位置付けます。

（３）フォローアップの考え方
フォローアップについては、毎年度末に基本計画に位置付けた取組の進捗状況の調査
を行い、状況に応じて事業の促進などの改善を図ります。

［２］具体的事業の内容
（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業
該当なし

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業
該当なし
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（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための位置づけ

及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
まちなかクリエイ
ティブフィールド事
業

【内容】
商店街の空き店舗や
空きスペースを有効
的に活用し、子ども
達が主体的に地域に
関わることができる
仕組みを持つ拠点を
作り、商店街を盛り
上げる様々な活動を
展開する。

【実施時期】
令和３年度～

山口市 【位置づけ】
中心商店街全体を活動の
フィールドとし、子ども
達がものづくりの活動を
通じて地域とつながるこ
とを目指す当該事業は、
目標②「交流と創造によ
る来街機会の創出」に資
する事業として位置づけ
られる。

【必要性】
地域とのつながりや交
流が深まり来街者が増
加し、「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和３年度～令和
５年度

【事業名】
シェアサイクル実証
事業

【内容】
中心市街地を含む山
口都市機能誘導エリ
ア内の各所にシェア
サイクルを配置し、
市内の誘客・周遊促
進等に向けた実証を
行う。

【実施時期】
令和２年度～

山口市 【位置づけ】
山口都市核機能誘導エ
リア内の移動データを
把握し、観光や道路整
備等に活用する当該事
業は、目標②「交流と
創造による来街機会の
創出」に資する事業と
して位置づけられる。

【必要性】
市内の誘客・周遊促進
等により、「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【支援措置】
地方創生推進交付金

【実施時期】
令和２年度～令和
３年度

【事業名】
新たなモビリティ導
入の検討

山口市 【位置づけ】
中心市街地内外での超
小型モビリティの貸し

【支援措置】
地方創生推進交付金
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【内容】
ラストワンマイルの
移動手段を確保す
るため、新たな技術
を活用し小型モビリ
ティ等の導入の検討
を行う。

【実施時期】
令和２年度～

出しなどの実証実験を
行いながら、小型モビ
リティ等の導入の検討
を行い中心商店街周辺
等の周遊性促進に努め
る当該事業は、目標②
「交流と創造による来街
機会の創出」に資する
事業として位置づけら
れる。

【必要性】
市内の誘客・周遊促進
等により、「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。

【実施時期】
令和２年度～令和
４年度

【事業名】
歩きたくなるまちな
か推進事業

【内容】
JR山口駅からの主
要導線である山口
駅通りをシンボル
軸に、沿道土地活
用や道路空間を含
む公共空間等の活
用を検討し、にぎ
わいの創出を図る。

【実施時期】
令和３年度～令和７
年度

山口市 【位置づけ】
商店街沿道の土地や道
路空間を含む公共空間
等の活用を検討する当
該事業は、目標②「交
流と創造による来街機
会の創出」に資する事
業として位置づけられ
る。

【必要性】
中心市街地にふさわし
い沿道土地活用や公共
空間等の活用がにぎわ
いに結び付くことによ
り、「商店街等通行量」
の増加に寄与するため。

【支援措置】
都市構造再編集中
支援事業
（山口市中心市街地
周辺地区）

【実施時期】
令和３年度～令和
６年度
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（４）国の支援がないその他の事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

中心市街地の活性化を
実現するための位置づけ

及び必要性

支援措置の名称
及び実施時期

その他
の事項

【事業名】
コミュニティバス
実証運行事業

【内容】
基幹交通を補完する
コミュニティバスを
運行する。

【実施時期】
平成17年度～

山口市 【位置づけ】
中心市街地や市内各所
にコミュニティバスを
運行する当該事業は、
目標②「交流と創造に
よる来街機会の創出」
に資する事業として位
置づけられる。

【必要性】
市内の誘客・周遊促進
等により、「商店街等通
行量」の増加に寄与す
るため。
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◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所

４から８までに掲げる事業及び措置は下記の通りです。
なお、□で囲まれた事業及び措置については上の図に実施箇所を示し、それ以外の事業に
ついては中心市街地全域を対象とした事業及び措置であるため実施箇所を示していません。

４-１ ：４．［２］（２） ①　路地のあるまちづくり推進事業
４-２ ：４．［２］（２） ②　山口駅前地区住宅市街地総合整備事業　
４－３ ：４．［２］（３） 　　歩きたくなるまちなか整備事業　（山口駅通り）
４－４ ：４．［２］（３） 　　歩きたくなるまちなか整備事業　（商店街アーケード）
４－５ ：４．［２］（３） 　　歩きたくなるまちなか整備事業　（大市商店街）
４－６ ：４．［２］（３） 　　市民会館前交差点改良事業　
４－７ ：４．［２］（３） 　　情報案内板設置事業　
４－８ ：４．［２］（３） 　　新本庁舎整備事業

　　（新本庁舎棟、市民交流棟、新本庁舎前広場、中央駐車場整備）
４－９ ：４．［２］（３） 　　市道東山二丁目道場門前二丁目線バリアフリー化事業　
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５-１ ：５．［２］（３） 　　地域子育て支援拠点事業　
５-２ ：５．［２］（３） 　　放課後児童クラブ運営事業　
５-３ ：５．［２］（４） 　　ほっとさろん中市「まちのえき」事業
５-４ ：５．［２］（４） 　　市民活動支援センター「さぽらんて」事業
５-５ ：５．［２］（４） 　　「オアシスどうもん」フィットネスクラブ事業

６-１ ：６．［２］（２） ②　山口駅前地区住宅市街地総合整備事業【再掲】
６-２ ：６．［２］（４） 　　グランドパレス米屋町プライムマークス（分譲マンション）

７-１ ：７．［２］（２） ①　あきないのまち支援事業　
７-２ ：７．［２］（２） ①　中心市街地活性化事業　
７-３ ：７．［２］（２） ①　アートでつなぐまちの活性化事業　
７-４ ：７．［２］（２） ①　山口市芸術家育成支援事業　
７-５ ：７．［２］（２） ①　集約駐車場適地検討事業　
７-６ ：７．［２］（３） 　　にぎわいのまち支援事業　
７-７ ：７．［２］（３） 　　中心市街地情報発信事業　
７-８ ：７．［２］（３） 　　遊休不動産活用推進事業　
７-９ ：７．［２］（３） 　　中心商店街稼ぐ力向上支援事業　
７- 10 ：７．［２］（３） 　　中心商店街賑わい創出事業　
７- 11 ：７．［２］（３） 　　店舗改修支援事業　
７- 12 ：７．［２］（３） 　　多様性あふれる商店街推進事業　
７- 13 ：７．［２］（３） 　　中心商店街商環境向上支援事業　
７- 14 ：７．［２］（３） 　　店舗取得支援事業　
７- 15 ：７．［２］（３） 　　まちなみ規範策定支援事業
７- 16 ：７．［２］（３） 　　まちづくりファンド事業
７- 17 ：７．［２］（４） 　　中心市街地活性化整備事業　
７- 18 ：７．［２］（４） 　　山口市中心市街地活性化対策資金融資　
７- 19 ：７．［２］（４） 　　中心商店街開業サポートセンター事業
７- 20 ：７．［２］（４） 　　「日本のクリスマスは山口から」事業
７- 21 ：７．［２］（４） 　　山口七夕ちょうちんまつり
７- 22 ：７．［２］（４） 　　ＨＯＬＡ！やまぐちスペインフィエスタ事業　
７- 23 ：７．［２］（４） 　　Halloween�仮装パレード事業
７- 24 ：７．［２］（４） 　　商店街職場体験事業
７- 25 ：７．［２］（４） 　　中心商店街イルミネーション事業
７- 26 ：７．［２］（４） 　　山口祇園祭
７- 27 ：７．［２］（４） 　　山口天神祭
７- 28 ：７．［２］（４） 　　市民総踊り「やまぐちＭＩＮＡＫＯＩ�のんた」開催事業
７- 29 ：７．［２］（４） 　　冬の山口デー開催事業
７- 30 ：７．［２］（４） 　　共通駐車サービス券システム事業
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７- 31：７．［２］（４） 　　「山口街中」運営事業
７- 32：７．［２］（４） 　　次世代育成カフェ・サロン
７- 33：７．［２］（４） 　　青空天国いこいの広場
７- 34：７．［２］（４） 　　結人祭
７- 35：７．［２］（４） 　　こめこめマルシェ
７- 36：７．［２］（４） 　　西門前 100 円商店街
７- 37：７．［２］（４） 　　まちゼミ
　
８-１：８．［２］（３） 　　まちなかクリエイティブフィールド事業　
８-２：８．［２］（３） 　　シェアサイクル実証事業　
８-３：８．［２］（３） 　　新たなモビリティ導入の検討　
８-４：８．［２］（３） 　　歩きたくなるまちなか推進事業　
８-５：８．［２］（４） 　　コミュニティバス実証運行事業　
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�9��4から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項

［１］市町村の推進体制の整備等
（１）山口市における庁内の推進体制について
１）山口市中心市街地活性化推進会議の設置
第３期中心市街地活性化基本計画の策定・推進にあたり、第２期山口市中心市街地活性化
基本計画策定委員会を「山口市中心市街地活性化推進会議」と名称変更し、計画策定に加えて、
策定後の進捗管理も行う組織体制としました。

【推進会議における検討経過】
年月日 会議名・議題等

令和２年６月８日
第１回推進会議（推進会議・幹事会）
・第３期計画の骨子について
・今後のスケジュールについて

令和２年10月19日 第２回推進会議幹事会
・第３期計画想定事業について

令和２年10月28日 第２回推進会議
・第３期計画想定事業について

令和２年11月27日 第３回推進会議幹事会
・第３期計画（案）について

令和２年12月17日 第３回推進会議
・第３期計画（案）について

【山口市中心市街地活性化推進会議名簿】
区　分 所属・役職

会　長 都市整備部長

副会長 都市整備部次長

委　員 総合政策部次長

〃 交流創造部次長

〃 地域生活部次長

〃 健康福祉部次長

〃 経済産業部次長

〃 都市整備部技術担当次長
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【山口市中心市街地活性化推進会議幹事会名簿】
区　 分 所属・役職

幹 事 長 中心市街地活性化推進室長

副幹事長 中心市街地活性化推進室次長

幹　 事 企画経営課長

〃 スマートシティ推進室長

〃 財政課長

〃 文化交流課長

〃 観光交流課長

〃 協働推進課長

〃 交通政策課長

〃 高齢福祉課長

〃 障がい福祉課長

〃 こども未来課長

〃 ふるさと産業振興課長

〃 都市計画課長

〃 都市整備課長

〃 道路河川管理課長

〃 道路河川建設課長　

〃 開発指導課長

（２）山口市議会における中心市街地活性化に関する審議又は討議の内容
山口市議会における、中心市街地の活性化に関しての質問に対し、以下のとおり答弁して
います。
【山口市議会における検討経過】

平成29年６月議会
一般質問
中心市街地（中心商店街ゾーン）の活性化は、山口都市核づくりにおいて必要不可欠と認識
しているが、山口都市核全体の発展を図るためには、隣接の亀山周辺ゾーン等との連携、一体
性の確保が重要と考えるが、山口都市核づくりにおける中心市街地活性化の位置づけ、中心市
街地活性化の取組状況について伺う。また、今後亀山周辺ゾーンにおいて予定されている本庁
舎及び亀山公園山頂広場の整備等との相乗効果を生み、両ゾーンの一体性を促進する今後の方
策について伺う。
答弁要旨
平成20年度に策定いたしました山口・小郡都市核づくりマスタープランの内、中心市街地全
域を対象といたします中心商店街ゾーンは、「にぎわいと活力ある市街地への再生」、隣接の亀�
�
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�
山周辺ゾーンは、「行政・文化施設の集積による芸術文化の創造と発信」、同じく隣接の大内文
化ゾーンは、「大内文化を偲ばせる歴史・文化の継承と活用」をそれぞれの役割といたしており
ます。
山口都市核づくりにおける中心市街地活性化の位置づけといたしましては、第２期山口市中
心市街地活性化基本計画におきまして、山口都市核全体の発展に資するよう、中心市街地にお
ける都市機能の整備や経済活力の向上を総合的かつ一体的に推進いたし、回遊性の向上やにぎ
わいの創出など、周辺ゾーンへの波及効果、相乗効果の発現を図ることといたしております。
これを踏まえた中心市街地活性化の取組といたしまして、商業施設と一体となりました共同
住宅の整備により、まちの魅力向上や街なか居住の促進を図ります中市町、米屋町及び黄金町
における民間主導の再開発を支援いたしております。また、密集市街地における老朽建築物の
除却や建て替えの促進と併せまして、狭隘道路の拡幅等により、居住環境の改善や防災性の向
上を図ります整備を道場門前北側の地蔵通り、中市及び大市商店街の交差点部にて、防災広場
の整備を中心商店街沿線にて進めておりますほか、まちの魅力向上やにぎわいの創出に向けた、
空き店舗への新規開業者に対する店舗改装費の支援等を推進いたしているところでございます。
亀山周辺ゾーンにおける公共施設整備との相乗効果を生む、両ゾーンの連携方策については、
山口・小郡都市核づくりマスタープランにおきまして、両ゾーンでは、山口都市核の中心地区
として、中心商店街及び山口駅通りからパークロードにかけてを中心軸に、共通のコンセプト
でございます「人々の暮らし、文化の支援、美しい街並みを生かしたシンボリックな『憩いの
空間づくり』の推進」を図ることといたしております。これを踏まえまして今後は、それぞれ
のゾーンの特長や都市景観、既存施設等を生かした回遊動線を定め、両ゾーン間の交流の促進
によりまして、亀山公園や県立美術館等を訪れた方に中心市街地まで足を延ばしていただけま
すよう、またそうした周辺ゾーンを含めました生活利便性の向上が、中心市街地への居住動機
となりますよう、図ってまいる所存でございます。
例えば、明治維新150年に向けて整備を進めております亀山公園山頂広場からパークロード
を通じ山口駅通りへと至るルートや、亀山公園山頂広場から亀山公園ふれあい広場、一の坂川
交通交流広場を通じ中心商店街へと至るルート等のネットワーク軸としての位置づけを検討の
上、ネットワーク軸を中心とした面的な市街地の更新、公共施設の再編等を推進いたし、両ゾー
ンが対象のバリアフリー基本構想に基づきます、誰もが歩いて暮らせる快適な歩行空間の形成、
教育・文化・行政・商業等の高次都市機能が集積した拠点の形成を図るといった方向性につき
まして、関係部局と調整してまいる所存でございます。

平成30年６月議会
一般質問
第１期山口市中心市街地活性化基本計画の取組の結果、目標指標「居住人口」は達成された
ものの、その他の２指標は未達成で、税収も減った。また市民アンケートにおいて、「空き店舗
が増え、活気がない」といった意見があるなど、来街者が活性化を実感できる効果が出ていな
いように感じているが、今後の中心市街地の活性化の方向性と対策を、説明いただきたい。
答弁要旨
本市では、平成19年５月に第１期山口市中心市街地活性化基本計画の内閣総理大臣認定を受
け、計画期間中は、景気の長期低迷や郊外型小売店の進出といった中心市街地にとって厳しい
状況下にあったものの、各種事業に取り組んだ結果、衰退傾向に歯止めを掛け、一定の成果を
得ることができました。
しかし、議員御指摘の通り、第１期計画の目標指標の内、「休日の商店街通行量」及び「小売
業年間商品販売額」は、民間主体の一部事業が実施に至らなかったことなどから、目標値の達
成が叶わなかったところでございます。これを踏まえ、平成26年３月に認定を受けた第２期計
画では、第１期計画期間中に生じた諸課題の解決及び目標指標の達成に向けた42事業に取り組
んでいるところでございます。
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まず、第１期計画期間中に増加が課題となりました「中心商店街の空き店舗数」の解消を、
第１期計画の「小売業年間商品販売額」に代わる指標とし、空き店舗で新規開業する事業者へ
の補助制度の拡充や、来街頻度の高い飲食店やサービス業等のテナント誘致により、時間消費
型の中心市街地の形成を進めているところでございます。また、中心市街地と大内文化ゾーン
及び亀山周辺ゾーンとの結節点に位置する公設・川端市場跡地に交通交流広場を整備し、回遊
性の向上及びにぎわいの創出に資するイベントを開催することで、中心商店街の通行量増加に
つながる新たな人の流れの創出を図ったところでございます。
なお、目標指標「居住人口の社会増」につきましては、第２期計画に位置付けました「中市
町１番地区優良建築物等整備事業」及び「オーヴィジョン山口駅前セントラルスクエア」のほか、
道場門前商店街沿いに建設された民間主体のマンションの供給が進んだ結果、平成28年度末以
降、目標値である「250人増」を既に達成しているところでございます。地方都市における中心
市街地の衰退が各地で進む中、本市の中心市街地とその周辺は、百貨店や文化施設、公園、行
政機関等が備わり、他都市と比べ高い優位性を有しております。
高齢者をはじめとする多くの方々にとって、快適で暮らしやすいまちを形作っていくために
は、地域の個性、歴史、文化を生かしながら、高次都市機能を集約したコンパクトなまちの構
築を進め、市域全体を牽引する原動力として、中心的役割を担う拠点の形成を図ることが重要
と考えております。
そこで本市では、引き続き第２期計画に基づき、「黄金町地区第一種市街地再開発事業」や「住
宅市街地総合整備事業」等を推進し、都市基盤の更新や住環境の改善に併せたまちなか居住の
促進、医療・福祉機能の確保、商業の活性化、他地域からも行き来できる公共交通の充実など
に取り組み、将来にわたる都市活力の維持、発展に努めてまいる所存でございます。

（３）山口市公共交通委員会
山口市の交通政策を総合的に調査審議し、まちづくりと連動した交通政策を推進すること
を目的に平成20年に設置されたもので、学識経験者、中国運輸局、交通事業者、関係団体代表、
公募市民等で構成されています。
山口市市民交通計画（平成19年９月策定・公表）、第二次山口市市民交通計画（平成
30年３月策定）の策定に係る協議並びに実施に係る連絡調整のほか、同計画に基づく事業
の実施や、評価、改善等を行っています。
山口市公共交通委員会委員
山口市副市長
学識経験者
山口市自治会連合会
公募市民　４名
国土交通省中国運輸局山口運輸支局
国土交通省山口河川国道事務所
山口県商工労働部交通政策課
山口県警察本部
山口県防府土木建築事務所
西日本旅客鉄道株式会社
山口市社会福祉協議会
山口商工会議所
一般乗用旅客自動車運送事業者
一般乗合旅客自動車運送事業者
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［２］中心市街地活性化協議会に関する事項
（１）山口市中心市街地活性化協議会の概要
１）組織の概要
山口商工会議所と株式会社街づくり山口が中心となり、平成18年９月25日に山口市中心市
街地活性化協議会を設立しており、山口市中心市街地活性化協議会の構成員、規約、会議録
については、事務局である山口商工会議所ホームページにて公表し、会議は原則公開として
います。現在の協議会の構成は、都市機能の増進を総合的に推進するための調整を図るのに
ふさわしい者、経済活力の向上を総合的に推進するための調整を図るのにふさわしい者を含
む18者で構成されています。
協議については、全会員出席の全体会議と下部組織の運営幹事会があり、必要に応じて専
門部会を設置して協議することとしています。

２）協議会の役割
協議会の役割は、基本計画の作成段階、認定後及び実施に関して必要な事項やその他中心
市街地の活性化の総合的かつ一体的な推進に関し必要な事項について協議し、市に対して意
見を述べることができるとともに、特定民間中心市街地活性化事業計画に係る協議を行い、
各プロジェクトの進捗状況や評価等について協議し、新たな施策の方向性等を提言すること
としています。
平成18年に設立されて以降、継続的に協議を重ねられており、第３期山口市中心市街地活
性化基本計画に定める事項に関しては、令和３年２月１日に山口市に対して意見書が提出さ
れました。
・中心市街地の活性化に関する法律第 15 条第３項の規定への適合
　�　山口市中心市街地活性化協議会の内容については、事務局となっている山口商工会議所
のホームページにおいて、規約、構成員、会議録を公表しています。
　山口市中心市街地活性化協議会のホームページURL
　http://www.yamacci.or.jp/oshirase/chushinshigaichi/index.html

・中心市街地の活性化に関する法律第 15 条第４項、第５項の規定への適合
　�　山口市中心市街地活性化協議会への新たな参加の申し出については、これを拒まず、現
構成員としております。

３）タウンマネージャーの設置
協議会において、平成23年からタウンマネージャーを設置しています。
タウンマネージャーは、関係者間の意見調整を円滑に進め、認定基本計画等を実施するた
めに先導的な役割を担い、協議会、行政等と一体となって中心市街地の活性化にあたること
としています。
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（２）山口市中心市街地活性化協議会による意見書（令和３年２月１日）
第３期山口市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見書
１．はじめに
昨今の郊外開発や、流通網の発達によるネットショッピングの利便性向上等により、中心
市街地が担っているコミュニティ機能や商機能の低下が全国的に進んでいる中で、新型コロ
ナウイルス感染症拡大の影響が追い打ちをかけている。
山口市の中心市街地においては、第１期および第２期山口市中心市街地活性化基本計画（以
下、「第１期計画」・「第２期計画」という。）に位置付けた取組等により、第２期計画におけ
る中心商店街の空き店舗数および居住人口についての目標値は達成し、特に居住人口は大幅
に増加することができた。一方で、商店街等通行量については減少傾向が続いており、目標
値の達成に至っていないことなどから、第２期計画に対しては一定の評価はできるものの、
依然として中心市街地を取り巻く環境は厳しい状況にある。
このような状況の中、今後の中心市街地活性化の方針および具体的な取組を定めた第３期
山口市中心市街地活性化基本計画（案）（以下、「第３期計画（案）」という。）について、中
心市街地活性化協議会におけるこれまでの討議や関係する団体等との意見交換を踏まえ、次
のとおり意見を述べるものである。

２．本協議会の意見
第３期計画（案）については、第１期計画および第２期計画を通じて整備してきたストッ
クを生かし、今後目標とする中心市街地の将来像に向けて必要と考えられる諸施策が盛り込
まれていることから、総じて評価出来る内容となっている。
以下の本協議会の意見の一部については、今後の諸施策の実行にあたり本協議会において
議論を進めて行く中で、事業化に向けて調整が整った場合は、第３期計画（案）の変更をし
て盛り込むなど、柔軟な対応をお願いしたい。

（１）中心市街地の地理的優位性を生かした取組と市民への広報広聴について
中心市街地は、室町時代の大内氏がまちづくりを行ったことに始まり、戦災をまぬがれ、
これまで発展を遂げてきた。また、地形的要因に加え、これまでに河川改修等の水害対策を
講じてきたことから災害に強いまちづくりが進められてきた。現在においては、コンパクト
シティ化やＢＣＰを図る観点において、災害に強く誰もが安心して過ごせるまちづくりを進
めることは、中心市街地の発展に必要不可欠である。中心商店街を含む広い範囲が洪水の浸
水リスクが低いことなどから、他都市には無い地理的な優位性を生かしてまちづくりを進め
ていだくとともに、市民等に対して中心市街地活性化の必要性を改めて周知していただきた
い。

（２）ウォーカブル推進都市の実現について
第３期計画（案）の基本方針に「居心地が良く歩きたくなるまち」が掲げられており、そ
の実現に向けて大いに期待しているところである。魅力的な景観づくりや商業・業務機能の
充実はもちろん、中心市街地を訪れる全ての人が快適に滞在できるよう、自然環境の保全に
努めるとともに、バリアフリー化の促進や通行危険箇所の補修を行った上で、歩きやすく歩
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きたくなるまちに留意したウォーカブル推進都市の実現に向けて、本協議会とも議論を進め
ていただきたい。

（３）ゾーン連携、交通アクセスについて
山口都市核の発展においては、令和６年度に予定されている新本庁舎整備事業を含む亀山
周辺ゾーンとの一体的な開発や、大内文化ゾーンと中心市街地ゾーンの連携を深める為、こ
れらのエリアをつなぐ県道204号線早間田交差点や、西京橋交差点からの歩行者の回遊性の
更なる向上が必要と考える。また、広域的な集客に対応するため、新山口駅や市内の拠点と
なるエリアとの誘客相互連携を視野に、マイカーや公共交通により、だれもが来街しやすい
中心市街地を目指すためのフリンジ駐車場の検討や整備、および新たな移動手段の活用によ
る利便性向上につながる取組についても検討を進めていくべきと考える。

（４）空き物件や低未利用地の活用について
中心市街地内にある空き家や空き物件、老朽建築物の更新に係る事業は、商業の活性化や
防災性向上につながり、大いに期待するところである。整備にあたっては、将来にわたって
活用されることを見据え、行政や関係各所と調整をした上で、事業を実施するよう留意いた
だきたい。

（５）商機能の活性化や担い手の育成について
第２期計画事業等により中心市街地の居住人口が増加したが、それに伴い、商機能の維持・
発展の必要性が増している。中心商店街の東西２核を中心とした更なる賑わい創出や、今後
増加が懸念される廃業に伴う事業承継・担い手育成への取組、本協議会で検討中の中心商店
街内での建築ルールづくりなど、中心市街地全体の発展に向けて引き続き本協議会とも議論
を進めていただきたい。

３．おわりに
第３期計画（案）については、上記の通り意見を提出する。
中心市街地に限ったことではないが、近年の社会情勢は、新型コロナウイルス感染症によ
る新しい生活様式への対応、AIの活用やDXの推進など、目まぐるしい変化の中にある。
その中で、今一度中心市街地の果たすべき役割を見直し、あるべき姿を市民と共有した上で、
まちづくりを進めていくよう努めていただきたい。



− 121 −

（３）構成員、開催状況、規約に関する資料
１）山口市中心市街地活性化協議会構成員について
山口市中心市街地活性化協議会構成員
№ 構成員団体名 協議会委員

１ 山口商工会議所 会頭

２ 山口商工会議所 副会頭

３ 山口商工会議所 専務理事

４ 株式会社街づくり山口 代表取締役

５ 山口市商店街連合会 副会長

６ 道場門前商店街振興組合 理事長

７ 中市商店街振興組合 理事長

８ 協同組合米屋町振興会 理事長

９ 山口市住宅市街地整備推進協議会 副会長

10 山口市 山口市都市整備部長

11 山口市 山口市経済産業部長

12 山口銀行山口支店 山口支店長

13 山口大学 工学部准教授

14 ＮＰＯ法人山口まちづくりセンター センター長

15 西日本旅客鉄道株式会社山口駅 駅長

16 山口市消費生活研究会 代表

17 株式会社山口井筒屋 代表取締役社長

18 生活協同組合コープやまぐち 理事長

（オブザーバー）

１ 山口県 山口県土木建築部都市計画課長

２ 山口県 山口県商工労働部商政課長

３ 山口警察署 山口警察署長
※令和３年１月末現在

２）開催状況について
山口市中心市街地活性化協議会開催状況
○全体会議

年月日 議　　題

令和２年５月15日 第２期中心市街地活性化基本計画のフォローアップ報告

令和２年７月30日 第３期山口市中心市街地活性化基本計画骨子（案）

令和３年１月22日 第３期山口市中心市街地活性化基本計画（案）
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○運営幹事会
年月日 議　　題

令和２年７月30日 第３期山口市中心市街地活性化基本計画骨子（案）

令和２年12月22日 第３期山口市中心市街地活性化基本計画（案）

３）規約について
山口市中心市街地活性化協議会規約
（協議会の設置）
第１条　山口商工会議所及び株式会社街づくり山口は、中心市街地の活性化に関する法律（平
成 10 年法律第 92 号。以下「法」という。）第 15 条第１項の規定に基づき、共同で中心市街
地活性化協議会を設置する。
（名　称）
第２条　前条に規定する中心市街地活性化協議会は、山口市中心市街地活性化協議会（以下「協
議会」という｡）と称する。
（事務所）
第３条　協議会は、事務所を山口県山口市中市町１番 10 号に置く。
（目　的）
第４条　協議会は、次に掲げる事項に係る協議、並びに調査、研究、及び調整活動を行うこ
とを目的とする。
（１）法第９条第１項に規定する基本計画（以下「基本計画」という。）に関し必要な事項
（２）�法第９条第 10 項に規定する認定基本計画（以下「認定基本計画」という。）及び認定基

本計画の実施に関し必要な事項
（３）法第 40 条第１項に規定する特定民間中心市街地活性化事業計画の実施に必要な事項
（４）�前各号に掲げるもののほか、中心市街地の活性化の総合的かつ一体的な推進に関し必要

な事項
（協議会の構成）
第５条　協議会は、次の者をもって構成する。
（１）山口商工会議所
（２）株式会社街づくり山口
（３）山口市
（４）法第 15 条第４項第１号及び第２号に規定する者
（５）前号各号に掲げる者のほか、協議会において特に必要があると認める者
２　前項第４号に該当する者であって、協議会の構成員でない者は、自己を協議会の構成員
として加えるよう協議会に申し出ることができる。この場合においては、協議会は、正当な
理由がある場合を除き、当該申し出を拒むことができない。
３　前項の申し出により協議会の構成員となった者は、第１項第４号に規定する者でなくなっ
たとき、又はなくなったと認められるときは、協議会を脱会するものとする。
（協議会の組織）
第６条　協議会は、会長、副会長、幹事、監事及び委員をもって組織する。
（会長及び副会長）
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第７条　会長は、山口商工会議所会頭をもって充てる。
２　会長は、会務を総理し、協議会を代表する。
３　副会長は、会長が指名する者をもって充てる。
４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長の職務を
代理する。
５　会長及び副会長は、非常勤とする。
（幹　事）
第７条の２　協議会の幹事は、会員の中から会長が委嘱する。
（委　員）
第８条　委員は、第５条１項各号に該当する者が指名する者をもって充てる。
２　委員は非常勤とする。
（オブザーバー）
第９条　協議会は、必要に応じて意見を求めるためにオブザーバーを置くことができる。
（会議の種類）
第 10 条　会議の種類は、次のとおりとする。
（１）全体会議
（２）運営幹事会
（３）専門部会
（全体会議）
第 10 条の２　全体会議（以下「会議」という）は、会長が招集する。
　会議は、会員の参加により毎年１回以上開催し、基本計画の策定、変更に関する協議、各
基本計画事業の実施報告、新規事業の説明等を行い、中心市街地活性化事業の関係者間の情
報共有及び連携を図る。
２　会長は、委員の４分の１以上の者から会議の招集の請求があるときは、会議を招集しな
ければならない。
３　会長は、会議を招集するときは、会議の開催場所及び日時並びに会議に付すべき事項を
あらかじめ委員に通知しなければならない。
（会議の運営）
第 11 条　会議は、委員の３分の２以上の者が出席しなければ、開くことができない。
２　会長は、会議の議長となる。
３　会議の議事は、出席者の３分の２以上の多数により決する。
４　会議の議事その他会議の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮って定める。
（運営幹事会）
第 11 条の２　運営幹事会は、適宜開催し、基本計画記載事業又は基本計画への記載を予定す
る事業について、専門部会の設置検討、連絡調整、活動報告、その他必要と認める事項を審議し、
全体会議に報告する。
２　運営幹事会は、幹事をもって構成する。
３　運営幹事会は、幹事の半数以上が出席しなければ、これを開くことができない。
４　運営幹事会の長は、協議会の副会長が兼務する。
５　運営幹事会は、幹事長が招集し、幹事長が議長となる。
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６　運営幹事会の議事は、出席者の過半数をもってこれを決し、可否同数のときは、議長の
決するところによる。
７　必要に応じて、運営幹事会に関係者の出席を求めることができる。
（協議結果の尊重）
第 12 条　協議会の構成員は、会議において協議が整った事項について、その協議結果を尊重
しなければならない。
（タウンマネージャーの設置）
第 13 条　協議会は、意見調整を円滑に進め、認定基本計画等を実施するために先導的な役割
を担うタウンマネージャーを設置することができる。
（タウンマネージャーの責務）
第 14 条　タウンマネージャーは、次の責務を負う。
（１）認定基本計画の実現に向けた意見調整等の活動を行う。
（２）認定特定民間中心市街地活性化事業計画の作成、実施のための各種支援を行う。
（３）その他中心市街地の活性化に関し必要な活動を行う。
（専門部会の設置）
第15条　協議会は、その目的の実現のために協議する内容ごとに専門部会を置くことができる。
２　専門部会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。
（事務局）
第 16 条　協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。
２　事務局の運営に必要な事項は、山口商工会議所が処理する。
（経費の負担）
第 17 条　協議会の運営に要する経費は、協議会の予算の定めるところにより、会費、負担金
及び補助金その他の収入により負担するものとする。
（協議会の監査）
第 18 条　協議会の出納を監査するため、監事２人を置く。
２　監事は、会長が推薦し、協議会の同意を得て選任する。
３　監事は、非常勤とする。
４　監事は、第１項に規定する監査を行ったときは、その結果を会長に報告しなければなら
ない。
（財務に関する事項）
第 19 条　協議会の財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。
（費用弁償等）
第 20 条　会長、副会長、監事及び委員は、その職務を行うために要する費用の弁償等を受け
ることができる。
２　前項の規定による費用弁償等の額、支給方法等は、会長が別に定める。
（会計年度）
第 21 条　協議会の会計は、毎年４月１日から翌年３月 31 日までとする。
（解散の場合の措置）
第 22 条　協議会が解散した場合においては、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、
山口商工会議所がこれを清算する。
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（委　任）
第 23 条　この規約に定めるもののほか、協議会に関し必要な事項は、会長が会議に諮って定
める。
（規約の改正）
第 24 条　この規約は、必要に応じて協議会において改正することが出来るものとする。
　　附　則
１．この規約は、平成 18 年９月 25 日から施行する。
２．第 16 条第２項の改正規定は、平成 21 年 12 月１日から施行する。
３．第 16 条第２項の改正規定は、平成 24 年４月１日から施行する。
４．第６条、第７条の２、第 10 条、第 10 条の２、第 11 条の２の改正規定は、平成 24 年８
月 30 日から施行する。

山口市中心市街地活性化協議会専門部会規程
（趣　旨）
第１条　この規程は、山口市中心市街地活性化協議会規約第 15 条第２項の規定に基づき、山
口市中心市街地活性化協議会専門部会（以下「専門部会」という。）の運営に関し、必要な事
項を定めるものとする。
（所掌事項）
第２条　専門部会は、山口市中心市街地活性化協議会（以下「協議会」という。）の会長（以
下「会長」という。）の指示を受け、次に掲げる事項を所掌する。
（１）協議会への提案事項の調査研究及び調整に関する事項
（２）中心市街地の活性化に関する課題、問題点の把握とその解決に関する事項
（３）その他中心市街地の活性化に関する事項
（組　織）
第３条　専門部会は、部会長、副部会長及び委員をもって組織する。
（部会長及び副部会長）
第４条　部会長は、協議会構成員の中から協議会会長が指名する者をもって充てる。
２　副部会長は、部会長が指名する者をもって充てる。
３　副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるとき又は部会長が欠けたときは、その
職務を代理する。
（委　員）
第５条　委員は、協議会構成員の中から会長が指名する者及びその他会長が必要と認める者
をもって充てる。
（会　議）
第６条　専門部会の会議（以下「会議」という）は、必要に応じて部会長が招集する。
２　部会長は、専門部会を主催し、会議の議長となる。
３　部会長は、必要に応じて会議に関係者等の出席を求めることができる。
（報　告）
第７条　部会長は、専門部会の協議の経過及び結果について会長及び協議会に報告しなけれ
ばならない。
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（庶　務）
第８条　専門部会の庶務は、山口商工会議所において処理する。
（委　任）
第９条　この規程に定めるもののほか必要な事項は、部会長が会長と協議の上、別に定める。
附　則
１．この規程は、平成 18 年９月 25 日から施行する。
２．第８条の規程の改正は、平成 21 年 12 月１日から施行する。
３．第８条の規程の改正は、平成 24 年４月１日から施行する。

［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進
（１）地域住民のニーズ等の客観的な把握
１）山口市の中心市街地に関するアンケート調査
中心市街地の活性化に向け、市民の視点から中心市街地の満足度・意向等を把握するため、
令和２年１月から２月にかけて山口市の中心市街地に関するアンケート調査を行い、基本計
画への反映又は参考としました。

２）山口市のまちなか（中心市街地）居住者アンケート調査
中心市街地の活性化に向け、居住者の視点から中心市街地の満足度・意向等を把握するため、
令和２年１月から２月にかけて山口市まちなか（中心市街地）居住者アンケート調査を行い、
基本計画への反映又は参考としました。

３）住民自治会等への説明会
中心市街地内の住民自治会等を対象とした説明会を開催し、基本計画に位置付ける取組の
進め方等を説明しました。自治会等からいただいた意見は、基本計画への反映又は参考とし
ました。

４）基本計画案に対する市民意見
地域住民の中心市街地に対する意識を把握するため、「第３期山口市中心市街地活性化基本
計画（案）」に対する市民意見の募集（パブリックコメント）を令和３年２月15日から３月
19日までの約１か月間実施しました。

（２）地域ぐるみでの取組状況
基本計画に基づく各種の事業を円滑かつ効果的に実施していくためには、公民の役割分担
を明確にした上で、各事業準備段階から関係者の連携を図ることが不可欠です。まちづくり
の主体は地域住民ですが、中心市街地活性化に資する事業に対し、市として必要な助言及び
支援措置を適時的確に行っていくこととします。

１）湯田温泉まちづくり協議会
湯田温泉まちづくり協議会は地域住民、諸団体など多くの会員によって、住民と観光客の
ふれあうことができ、人と車の共生した温泉情緒と回遊性のあるまちづくりを進めるため、
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平成16年11月７日に設立されました。各種部会を設けて、市と一体となってまちづくりの
推進に向けて活動されています。具体的には駐車禁止取締重点地区に指定されたことにより、
タクシーが待機できるスペースを設けるため、地元住民、タクシー協会、部会で調整を重ね、
タクシーベイを設置しています。また、湯田温泉街の環境整備などの計画についても検討を
重ねており、湯田温泉という資源を生かした活性化へ向け、今後中心市街地との連携を推進
していきます。

２）ほたるを守る活動
一の坂川のホタルも地
域のまちづくりによって
支えられています。大殿
ホタルを守る会は、ゲン
ジボタルの養殖・放流、
地域住民によるホタル発
生状況調査、住民・大殿
小学校の児童らと協働した河川清掃、ほたる鑑賞の夕べなどにも参加されるなど活発に活動
されています。

３）てとてと
中心商店街内の空き店
舗を活用して、子育てに
関する情報提供、子育て
に関する不安や疑問など
の相談対応、親子で参加
できる講座や子育て講習
なども実施しています。

４）さぽらんて
中心商店街内の空き店
舗を活用して、市民活動
の参加へのきっかけづく
りと活動支援を行う拠点
として、市民活動支援セ
ンター「さぽらんて」を
設置しています。各種イ
ベントや講座の実施、市民団体の活動紹介、相談コーナー、会議室の提供などを行い、市民
と行政が協働して地域社会の発展を目指す活動を続けています。
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５）山口情報芸術センター（ＹＣＡＭ）
平成15年に開館した施設で、アート、パフォーミングアーツのオリジナル作品を制作、発
表しています。高度な技術力と、多様な表現に対応する応用力、アーティストの感性を結び
つける独自のプロダクションを通じ、新しい芸術表現の可能性を追求しています。
活動理念を「ともにつ
くり、ともに学ぶ」とし、
幅広いアプローチと、そ
の過程で生み出される表
現や学びの発信に取り組
んでいます。

６）サークルセブン
サークルセブンは商店街の若手経営者等の有志の団
体で、地域の学生と連携し、市民の方に商店街で楽し
い思い出をたくさん作ってもらい、商店街に愛着を
持ってもらえるように市民参加型イベントを多数企
画・実施し、定期的に商店街清掃活動等を行っていま
す。

７）山口市住宅市街地整備推進協議会
山口市住宅市街地整備推進協議会は、中心市街地における快適な居住環境の創出や密集市
街地の改善等の議論を行い、地域住民や行政等が一体となってまちづくりを推進していくこ
とを目的に平成26年12月11日に設立されました。具体的には密集市街地の改善を目的とし
た山口駅前地区住宅市街地総合整備事業に取り組むにあたり、さらに住みよいまちづくりを
行うための話し合いや提案の活動を続けています。
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�10��中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項

［１］都市機能の集積の促進の考え方
（１）中心市街地への都市機能の集積のための方針
１）市町村の合併の特例に関する法律第６条に基づく市町村建設計画
１市１町合併協議会が、平成22年１月に策定した「新県都のまちづくり計画」（新市建設
計画）において、広域県央中核都市の創造のため、山口都市核機能強化プロジェクトとして
中心市街地の活性化を位置付けています。
山口都市核については、行政、文化、商業等の機能強化を通じて多様な人々の文化的、都
市的生活を支えることのできる文化交流拠点を形成していくこととしており、湯田温泉や山
口情報芸術センター、大内文化といった資源とあいまって、都市と自然が調和した質の高い
都市空間を構築していくこととしています。

２）第二次山口市総合計画（平成30年度～令和９年度）（再掲）
「豊かな暮らし　交流と創造のまち　山口～これが私のふるさとだ～」をめざすまちの姿と
し、「広域県央中核都市づくり」と「個性と安心の21地域づくり」を政策の柱に、多様な個
性を有する各地域が主体的に連携し、多様な「人・モノ・資金・情報」が活発に交流するこ
とで、更なる価値創造や経済循環を図るまちづくりを進めています。
また、第二次山口市総合計画前期基本計画（平成30年度～令和４年度）において、県都と
しての役割を果たす中で、山口・小郡の都市核づくりを進め、高次の都市機能を集積し、サー
ビス業の振興等を図ることとしております。あわせて、広域交通網や都市間ネットワークの
形成を進め、市内や山口県央連携都市圏域等に対して高次の都市機能を提供することで、あ
らゆる地域に安心して住み続けられる魅力的で躍動感あふれる広域県央中核都市づくりを進
め、広域的な経済活力や交流を創出することを重点プロジェクトに位置付けています。

３）山口市都市計画マスタープラン（平成24年３月策定：令和２年３月改定）（再掲）
将来にわたり市民が心豊かに暮らし続けることができる都市を構築するため、「豊かな暮ら
し�交流と創造のまち�山口」を目指すべき将来都市像とし、将来都市構造を「重層的集約型
環境共生都市」として、現在の土地利用や都市機能等の配置などに配慮しながら都市づくり
を進めています。中心市街地とその周辺エリアについては、広域交流の拠点として、既存ストッ
クの活用とさらなる高次都市機能の集積・誘導、都市基盤施設の優先的整備により、広域的
に求心力や拠点性の高い市街地整備を推進し、都市活力をけん引する原動力として中心的な
役割を担う拠点の形成を図ることとしております。

４）山口・小郡都市核づくりマスタープラン（平成20年８月策定）（再掲）
「広域県央中核都市」の実現に向け、山口・小郡両都市核の基本的な方向性や整備計画等を
明らかにするものです。山口都市核内における中心市街地については、にぎわいを創出し、
拠点性の向上を図っていくこととしており、隣接する亀山周辺ゾーンと一体的なまちづくり
を進めることとしています。
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（２）郊外での開発を抑制し中心市街地への都市機能集積を図るための措置
１）準工業地域における大規模集客施設の立地制限
本市では床面積の合計が10,000㎡を超える大規模集客施設の郊外立地を規制するため、準
工業地域において特別用途地区を活用し、立地を規制しています。

２）白地地域の立地制限
都市計画区域のうち用途地域の指定のない区域、いわゆる『白地地域』に「特定用途制限地域」
を定め、物販販売業を営む店舗または飲食店の用途に供する建築物で、当該用途に供する部
分の床面積の合計が1,500㎡を超える建築物の立地を制限しています。

３）大規模小売店舗立地法の特例措置による商業集積
中心市街地の商業集積を図るために、平成19年４月10日、山口市道場門前において大規模
小売店舗立地法の特例区域を指定し、大型店の出店に係る手続きを緩和する特例措置を適用
しました。
◆適用区域
どうもんパーク（約 0.3ha）

［２］都市計画手法の活用
中心市街地における都市機能の集積や適切な立地誘導を図るため、優先的、計画的な都市
基盤整備や本市の実情等に応じた土地利用誘導策を活用していくこととします。
本市では、前述のとおり都市構造に大きな影響を及ぼすことが考えられる床面積の合計が
10,000㎡を超える大規模集客施設の立地について、都市機能を集約したコンパクトなまちづ
くりの必要性を踏まえて都市の秩序ある整備を図るため、住民の合意形成のもと、準工業地
域においては特別用途地区を活用して立地を規制しています。
また、都市計画区域のうち用途地域の指定のない区域、いわゆる『白地地域』に ｢特定用
途制限地域｣ を定め、物品販売業を営む店舗または飲食店の用途に供する建築物で、当該用
途に供する部分の床面積の合計が1,500㎡を超える建築物の立地を規制しています。

［３］都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等
（１）中心市街地における大規模建築物などの既存ストックの現況

中心市街地においては、既存の大規模小売店舗の撤退が見られ、平成10年以降ダイエー山
口店、丸信（アルビ）中市店が閉店していましたが、第１期計画に位置付けた東西核の事業
により新たに複合商業施設として再生しています。
丸信中市店（アルビ）跡地は、アルビ跡地事業において生鮮食料品を中心にした店舗等を
東の核として整備しています。ダイエー山口店跡（どうもんビル）は、スーパーや診療所等
を西の核として整備しています。今後は整備された東西核の施設を繋ぐ東西軸及び山口駅通
りの南北軸にある中心商店街内の空き店舗の対策を講じることで、これまで限定的だった効
果を伸ばしていく必要があります。
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中心市街地における大規模建築物等の既存ストック概要
旧施設名 敷地面積 店舗面積 経過年数 新施設名 店舗面積

ダイエー山口店
（どうもんビル）

約2,141㎡ 3,693㎡

平成10年６月閉店
平成13年４月から
テナントビルとして

開店

どうもんパーク
（平成19年12月開店）

1,411㎡

丸信中市店
（アルビ）

約2,914㎡
解体前
3,490㎡

平成12年12月閉店
マルシェ中市

（平成23年４月開店）
1,088㎡

（２）�本市における行政機関、教育文化施設、医療施設、社会福祉施設などの都市福利施設の立地
状況
中心市街地及び周辺の主な都市福利施設の概要

種　別 施設名 所　在 所在エリア
公 共 機 関 山口市役所山口総合支所 亀山町 中心市街地周辺
公 共 機 関 山口県庁 滝町 中心市街地周辺
公 共 機 関 山口地方合同庁舎 中河原町 中心市街地周辺
公 共 機 関 山口地方裁判所 駅通り１丁目 中心市街地
公 共 機 関 山口中央郵便局 中央１丁目 中心市街地
公 共 機 関 山口県警察本部 滝町 中心市街地周辺
公 共 機 関 山口警察署 吉敷下東４丁目 中心市街地外
公 共 機 関 白石地域交流センター 本町１丁目 中心市街地
公 共 機 関 大殿地域交流センター 大殿大路 中心市街地周辺
文 化 施 設 山口市民会館 中央２丁目 中心市街地周辺

文 化 施 設 山口市立中央図書館
中園町
（山口市情報芸術
センターと一体）

中心市街地周辺

文 化 施 設 山口県立山口図書館 後河原 中心市街地周辺
文 化 施 設 山口県立山口博物館 春日町 中心市街地周辺
文 化 施 設 山口県立美術館 亀山町 中心市街地周辺

文 化 施 設 クリエイティブスペース
赤れんが 中河原町 中心市街地周辺

文 化 施 設 山口市情報芸術センター 中園町 中心市街地周辺
文 化 施 設 中原中也記念館 湯田温泉１丁目 中心市街地周辺
文 化 施 設 ニューメディアプラザ山口 熊野町 中心市街地周辺
スポーツ施設 やまぐちリフレッシュパーク 大内長野 中心市街地外
スポーツ施設 山口県維新百年記念公園 維新公園４丁目 中心市街地外
スポーツ施設 山口市スポーツの森 宮野上 中心市街地外
医 療 機 関 山口赤十字病院 八幡馬場 中心市街地周辺
医 療 機 関 済生会山口病院 緑町 中心市街地周辺
医 療 機 関 山口市休日・夜間急病診療所 糸米２丁目 中心市街地周辺
医 療 機 関 山口病院 駅通り２丁目 中心市街地
福 祉 施 設 特別養護老人ホーム福寿園 朝倉町 中心市街地外
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種　別 施設名 所　在 所在エリア
福 祉 施 設 山口市保健センター 糸米２丁目 中心市街地外
福 祉 施 設 山口市社会福祉協議会 上竪小路 中心市街地周辺
公 益 施 設 山口県総合保健会館 吉敷下東３丁目 中心市街地外
教 育 施 設 国立大学法人山口大学 吉田 中心市街地外
教 育 施 設 公立大学法人山口県立大学 桜畠３丁目 中心市街地外
教 育 施 設 山口県立山口高等学校 糸米１丁目 中心市街地周辺
教 育 施 設 山口県立山口中央高等学校 宮島町 中心市街地周辺
教 育 施 設 山口県立西京高等学校 黒川 中心市街地外
教 育 施 設 野田学園高等学校（私立） 野田 中心市街地周辺
教 育 施 設 中村女子高等学校（私立） 駅通り１丁目 中心市街地

（３）本市の大規模集客施設の立地状況
本市の店舗面積10,000㎡を超える大規模集客施設の概要は、以下の通りです。

大規模小売店舗の名称 所在地 開店日 店舗面積
（㎡） 小売業者の概要 用途地域

山口井筒屋山口店 中市町 Ｓ8.6 19,439 百貨店 商業地域

ザ・ビッグ大内店 大内長野 H8.11.22 11,017 ディスカウント
ストアー

準住居
地域

ゆめタウン山口 大内御堀 H9.3.2 24,670 ショッピング
センター

準工業
地域

フジグラン山口 黒川 H12.9.21 12,283 スーパー 無指定
ハイパーモールメルクス山口 黒川 H12.9.21 11,263 〃 無指定
阿知須ショッピングセンター
（サンパークあじす） 阿知須 H8.3.20 20,152 〃 近隣商業

地域
※山口井筒屋の開店日は旧経営店舗「ちまきや」の日付、店舗面積は第３期計画策定時点で把握しているもの
資料：山口市ふるさと産業振興課

本市の大規模集客施設のうち、６件中１件が準工業地域に立地しています。

［４］都市機能の集積のための事業等
都市機能の集積にあたっては、以下に示す事業を進めます。これらの事業を一体的に進め、
相乗的な事業効果により中心市街地の活性化を図ります。

◆都市機能の集積のための事業
４．市街地の整備改善のための事業
・山口駅前地区住宅市街地総合整備事業
・歩きたくなるまちなか整備事業（山口駅通り）
・歩きたくなるまちなか整備事業（商店街アーケード）
・歩きたくなるまちなか整備事業（大市商店街）
・市民会館前交差点改良事業
・新本庁舎整備事業（新本庁舎棟、市民交流棟、新本庁舎前広場、中央駐車場整備）
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５．都市福利施設を整備する事業
・ほっとさろん中市「まちのえき」事業
・市民活動支援センター「さぽらんて」事業
・「オアシスどうもん」フィットネスクラブ事業

６．居住環境の向上のための事業
・山口駅前地区住宅市街地総合整備事業（再掲）

７．商業の活性化のための事業
・あきないのまち支援事業
・店舗改修支援事業
・店舗取得支援事業

８．４から７までの事業及び措置と一体的に推進する事業
・シェアサイクル実証事業
・コミュニティバス実証運行事業
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�11��その他中心市街地の活性化のために必要な事項

［１］基本事業に掲げる事業等の推進上の留意事項
（１）個別事業等に関連した実践的・試行的活動の内容・結果等

○空き店舗対策（あきないのまち支援事業、まちなかサポートセンター事業等）
令和２年１月～２月に実施した「山口市の中心市街地に関するアンケート」「山口市のま
ちなか（中心市街地）居住者のアンケート」の両調査結果から、今後中心市街地の活性化
に必要な取組としては「空き店舗対策」を望む声が強く、「新しい店の導入、業種転換」も
上位にあることから、市としても空き店舗対策については関係者間で連携を図りながら重
点的に進めていくこととします。
○歩きたくなるまちなか整備事業・歩きたくなるまちなか推進事業
令和２年１月～２月に実施した「山口市のまちなか（中心市街地）居住者のアンケート」
調査結果からは、歩行者の通行安全性についての評価が低い状況から、既存の「山口駅前
地区住宅市街地総合整備事業」に加え、当該事業を進めていくことで課題の解消に繋げて
いくこととします。

［２］都市計画等との調和
（１）市町村の合併の特例に関する法律第３条に基づく市町村建設計画との整合

１市１町合併協議会が、平成22年１月に策定した「新県都のまちづくり計画」（新市建設
計画）において、広域県央中核都市の創造のため、山口都市核機能強化プロジェクトとして
中心市街地の活性化を位置付けています。
山口都市核については、行政、文化、商業等の機能強化を通じて多様な人々の文化的、都
市的生活を支えることのできる文化交流拠点を形成していくこととしており、湯田温泉や山
口情報芸術センター、大内文化といった資源とあいまって、都市と自然が調和した質の高い
都市空間を構築していくこととしています。

（２）第二次山口市総合計画との整合（平成30年度～令和９年度）
「豊かな暮らし　交流と創造のまち　山口～これが私のふるさとだ～」をめざすまちの姿と
し、「広域県央中核都市づくり」と「個性と安心の21地域づくり」を政策の柱に、多様な個
性を有する各地域が主体的に連携し、多様な「人・モノ・資金・情報」が活発に交流するこ
とで、更なる価値創造や経済循環を図るまちづくりを進めています。また、前期基本計画（平
成30年度～令和４年度）では、施策体系を「子育て・健康福祉」、「教育・文化・スポーツ」、「安
全安心・環境・都市」、「産業・観光」、「協働・行政」の５つの「政策グループ」に分け、施
策別計画の推進にあたって、横断的に、重点的に対応すべき取組を、将来都市像の実現に向
けた８つの重点プロジェクトとして構築し、効果的に事業を展開しています。　

（３）山口市都市計画マスタープランとの整合（平成24年３月策定：令和２年３月改定）
将来にわたり市民が心豊かに暮らし続けることができる都市を構築するため、「豊かな暮ら
し�交流と創造のまち�山口」を目指すべき将来都市像とし、将来都市構造を「重層的集約型
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環境共生都市」として、現在の土地利用や都市機能等の配置などに配慮しながら都市づくり
を進めています。
中心市街地とその周辺エリアについては、広域交流の拠点として、既存ストックの活用と
さらなる高次都市機能の集積・誘導、都市基盤施設の優先的整備により、広域的に求心力や
拠点性の高い市街地整備を推進し、都市活力をけん引する原動力として中心的な役割を担う
拠点の形成を図ることとしています。

（４）山口市コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり計画（平成31年３月策定）との整合
「重層的集約型環境共生都市」を目指し、「都市活動や市民生活を支える都市機能の集積を
図る都市核の形成」「誰もが利用しやすい、公共交通を主体とした持続可能なネットワークの
確保」「安全・安心に暮らせる都市づくりの推進」を基本方針としています。「山口都市機能
誘導エリア」「小郡都市機能誘導エリア」の２つの都市機能誘導エリアを設定し、「山口都市
機能誘導エリア」の中心商店街ゾーンには行政、教育、商業・サービス機能を集積すべきと
しています。

（５）山口・小郡都市核づくりマスタープラン（平成20年８月策定）との整合
「広域県央中核都市」の実現に向け、山口・小郡両都市核の基本的な方向性や整備計画等を
明らかにするものです。山口都市核内における中心市街地については、にぎわいを創出し、
拠点性の向上を図っていくこととしており、隣接する亀山周辺ゾーンと一体的なまちづくり
を進めることとしています。

［３］その他の事項
（１）第２次山口市定住自立圏共生ビジョン（平成28年３月策定）

定住自立圏とは、安心して暮らせる地域を全国の各地方に形成し、地方圏から三大都市圏
への人口流出を食い止め、地方圏への人の流れを創出するための構想であり、圏域の中心と
なる「中心市」の都市機能と「周辺市町村」の環境、歴史、文化など、それぞれの魅力を活
用し、その集約とネットワーク化により相互に役割分担し、定住の受け皿となる自立した生
活圏域の形成を進めるものです。
山口市は、平成22年８月に「山口市定住自立圏」の構築を掲げ、広域県央中核都市として
中心市宣言を行い、同年９月、山口市定住自立圏形成方針を策定しました。「山口市定住自立
圏」の圏域は、旧山口市を中心とする合併前の旧１市５町です。平成23年３月に山口市定住
自立圏共生ビジョンを、平成28年３月に第２次山口市定住自立圏共生ビジョンを策定しまし
た。平成28年度から令和２年度（2020年度）までの５年間で医療、福祉、産業、交通など各
分野において取り組む101事業を掲げています。
このうち、形成方針「広域的視点に立った経済基盤の構築」に基づき、中心市街地活性化
に資する事業に取り組むこととしています。

（２）山口県央連携都市圏域ビジョン（平成29年３月策定）
本圏域のこれまでの広域的な連携を踏まえ、交流人口や雇用を創出する取組などを総合的



− 136 −

に進めることにより、将来にわたる経済成長を図り、個性と活力に満ちた圏域の形成につな
げていくための中長期的な「圏域が目指す将来像」を示すと同時に、その実現に向けて圏域
の市町が取り組む具体的な施策をとりまとめたものです。
圏域が目指す将来像を「互いに個性と魅力を高め、交流や雇用が生まれ、あらゆる地域に
定住できる連携都市圏域」とし、各市町が有する豊かな自然、歴史、伝統、文化、産業、人
材などの個性と魅力を磨き上げ、圏域内の「人・モノ・資金・情報」が圏域内で循環し、圏
域外からの「人・モノ・資金・情報」を圏域内に呼び込むことが可能となるよう、互いの連
携のもとで、更なる交流や雇用を創出していく取組を進め、地域経済を持続可能なものとす
る中で、圏域内のあらゆる地域に安心して住み続けられる、そして住んでみたいと思える価
値ある圏域づくりを実現していきます。
〇連携中枢都市圏を構成する市町の名称�
　山口県�山口市（連携中枢都市）、宇部市（連携中枢都市）�萩市、防府市、美祢市、
　山陽小野田市、島根県�津和野町

（３）山口市文化創造ビジョン（令和２年３月策定）
「個が耀き　次世代が芽吹く　創造文化都市　～その先の文化と暮らしを育むまち～」を目
指すまちの姿に掲げ、新しい時代を支える人材の育成や文化的営みによる新たな価値とライ
フスタイルの創造に取り組むほか、地域の文化や特色を生かした地域づくりを促進し、地域
の誇りと愛着の醸成、文化芸術が生み出すその先の価値の創出を目指して、文化芸術の創造
性を他分野へ活用した好循環・好影響のまちづくりに重点的に取り組んでいくこととしまし
た。
賑わい創出に向けた文化的価値の向上を目指す方策のひとつとして、中心商店街との連携
を掲げています。

（４）第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年３月策定）
第二次山口市総合計画前期基本計画における８つの重点プロジェクトを移住・定住の促進
や少子化対策などの視点から再構築した上で、国や県の第２期総合戦略を踏まえ、IoT・AI・
5Gなどの革新的な技術を活用した便利で豊かな未来社会である「Society5.0」や人生100年時
代の到来などの「新たな視点」を加えたかたちで、５年間における基本目標や具体的な施策
を定めた計画として策定しています。
５つの基本目標のうち、地域の特性に応じた持続可能な都市圏・生活圏の形成を目指す方
策のひとつとして、中心市街地活性化を掲げています。

（５）�山口市バリアフリー基本構想（平成21年６月策定・平成28年10月改訂）・山口駅周辺地区
バリアフリー基本構想（平成28年10月策定）
「誰もが安全に安心して快適に暮らし、互いに支えあうまち」を基本理念とし、全市的なバ
リアフリーのまちづくりを実現していくこととしています。
重点地区別構想として、中心市街地活性化基本計画区域を含む83.4haを重点地区と設定し
て山口駅周辺地区バリアフリー基本構想を定め、「山口駅を中心とした一体的なバリアフリー
化の推進」、「駅通り及び商店街アーケードを軸として、中心市街地のにぎわいづくりに貢献
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するバリアフリーの回遊空間づくりの推進」、「多様な人々の協働による心のバリアフリーの
推進」の３つの基本方針により取組を進めていくこととしています。
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�12��認定基準に適合していることの説明

基　準 項　　目 説　明

第１号基準
基本方針に適合するもの
であること

意義及び目標に関する事項 １．�中心市街地の活性化に関する
基本的な方針

３．�中心市街地の活性化の目標に
記載

認定の手続 ９．［２］に記載

中心市街地の位置及び区域
に関する基本的な事項

２．�中心市街地の位置及び区域に
記載

４から８までの事業及び措
置の総合的かつ一体的推進
に関する基本的な事項

９．�４から８までに掲げる事業及
び措置の総合的かつ一体的推
進に関する事項に記載

中心市街地における都市機
能の集積の促進を図るため
の措置に関する基本的な事
項

10．�中心市街地における都市機能
の集積の促進を図るための措
置に関する事項に記載

その他中心市街地の活性化
に関する重要な事項

11．�その他中心市街地の活性化の
ために必要な事項に記載

第２号基準
基本計画の実施が中心市
街地の活性化の実現に相
当程度寄与するものであ
ると認められること

目標を達成するために必要
な４から８までの事業等が
記載されていること

４～８に記載

基本計画の実施が設定目標
の達成に相当程度寄与する
ものであることが合理的に
説明されていること

３．�中心市街地の活性化の目標に
記載

第３号基準
基本計画が円滑かつ確実
に実施されると見込まれ
るものであること

事業の主体が特定されてい
るか、又は、特定される見
込みが高いこと

４～８に記載

事業の実施スケジュールが
明確であること

４～８に記載
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